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「ジャスティン、お茶にもう少し砂糖はどうだ」

　傍かたわらから穏おだやかな声がして、ジャスティンは瞬またたいた。

　真っ白なテーブルクロスが目に沁しみる。

　目の前の円えん卓たくには陶とう器きと銀器がずらりと並び、午後の光を鈍にぶく照り返していた。

（ああ、お茶の時間なんだっけ。なんだか暖かくてぼんやりしちゃった）

　ジャスティンは反射的に微笑ほほえみ、ティーカップをソーサーごと手にとった。

「ありがと、レクス。砂糖──って、それ、砂糖!?」

「砂糖だ。何かおかしいか？　むしろ塩か香こう料りようか弾だん薬やくの中身でも入れるか？」

　ジャスティンの傍らで淡たん々たんと言うのはお馴な染じみの大悪魔、レクスである。

　今日も漆しつ黒こくの軍装を適当に着き崩くずして、長い黒くろ髪かみもそのままに円卓に片かた肘ひじをついている。そんな無造作な格好でも、レクスは文句なく美しい。

　白磁の肌はだの描えがく輪りん郭かくはどこか冷たく、繊せん細さいきわまりない造作は十代後半を思わせるもの。

　ところがその薄うすい唇くちびるに宿る笑えみの甘さが、真しん紅くの瞳ひとみの恐おそろしい深さが、表向きの容姿を裏切って彼の生きてきた年月の長さを物語る。

　気が遠くなるほど途と方ほうもない時間を生きてきた大悪魔は、なぜか小さなピンク色の人形をつまんでジャスティンのほうへ差し出していた。

「あなたじゃないんだから、弾薬の中身なんて吞のんだら大変なことになるよ。それより問題はその人形！　なんなの、よく見ると髭ひげのおじいちゃんの形してるし……！」

「いい出来だろう。砂糖細工だ。こうして紅茶に溶とかすと、断だん末まつ魔まの悲鳴と身もだえが──」

「悪あく趣しゆ味みっ！」

　最後まで言わせず、ジャスティンはワゴンからかっさらった銀盆でレクスの顎あごをはたく。

　ごん、といい音を響ひびかせてレクスはのけぞり、いつものようにすぐ真顔で立ち直る。

「少々こりすぎたか？　もっと単純に、マンドラゴラ形で悲鳴を上げる砂糖のほうがいいかもしれん──とはわたしも一いつ瞬しゆん思いはしたのだ」

「それはそれでちょっと可愛かわいい……かもしれない、けど、多分他の誰だれも喜ばないよ！　あなたは自分の趣味の特とく殊しゆ性せいにもっと早めに気づきなさい！　食材を無む駄だにする前に！」

　ジャスティンがふるふると震ふるえて叫さけぶと、レクスはいたってまじめに老人形砂糖を手のひらに載のせて眺ながめた。

「お前が喜ぶなら充じゆう分ぶんのような気もするが、確かに無駄はいかんな。人間はこの人形ひとつぶんの砂糖を作るのにも、随ずい分ぶん多くの血と汗あせを流しているようだ」

（へえ。レクス、そんなことまで考えられるようになったんだ）

　小指ひとつで世界だって手に入れられる大悪魔が、砂糖ひとつにこめられた人間の労力を理解できるようになるなんて。

　なんだか凄すごいな、と思うとジャスティンの胸の奥はぎゅっと締しめつけられる。

（あれ？　あれれ、なんだろ、この感じ。私、今、嬉うれしいんだよね？）

　胸の奥の痛みがじわじわと強くなっていくのを感じて、ジャスティンは少し戸と惑まどった。

　今は嬉しいことしかないはずなのに、なぜか胸が痛い。息が苦しい。全身がちょっとずつ冷えていく。

　──かなしい。

（え？　え？　今、悲しいって思ったの？　私。なんで？　どうして？）

「ジャスティン？」

　甘く柔やわらかな声で名前を呼ばれ、ジャスティンは懸けん命めいに顔をあげた。見れば、レクスが少し憂うれいを帯びた瞳でこっちを見ている。

　レクスは砂糖を置いて白い手を伸のべ、そっとジャスティンの手を取った。

　ひんやりとした感かん触しよくが指先に触ふれ、ジャスティンは小さく震える。

（好き）

　少し触れられただけで思う。このひとが好きだ。

　触れあったところから自分が溶け出していく気がする。溶けてもいいような気がする。

（でも、なんで？　まだ、悲しいよ）

　ジャスティンが懸命にレクスの手を握にぎり返すと、レクスはそっと握った手を持ち上げ、自分の薄い唇に押し当てた。その瞬しゆん間かんに心が震えて、もうどうしようもなくなって、ジャスティンはほろりと涙なみだを零こぼした。

　レクスがわずかに唇を離はなして、ジャスティンの目を見上げて囁ささやく。

「泣いているのか」

「ごめんね、なんなんだろ。……今、私、しあわせなのに。なんだか凄く、悲しくて」

　零れる涙を抑おさえられず、ジャスティンは途と切ぎれ途切れに言った。

「それはそうだろう」

「え？」

　思いがけない返事に、ジャスティンはわずかに目を瞠みはる。

　レクスは穏やかに、けれど酷ひどく悲しげに笑って言った。

「わたしはもう、ここにはいないのだから」

「──……！」

　ジャスティンは息を吞んだ。いけない。思い出してしまう。駄目。

　嘘うそだよね？　あなたはここにいるよね？　そう言って、お願い──

「レクス！」

　かすれた声で彼の名を呼び、ジャスティンは目を開く。

　途と端たんに穏やかなお茶の光景は消し飛び、代わりに酷くぼやけた青色が視界に入った。

　青。とても深い、祖母が愛した青。

　ここは祖母の寝しん室しつだ。ジャスティンの城、シェルズバーン城の青の寝室。

　ジャスティンは青の寝室の寝しん台だいに横たわっている。

（……夢、か）

　まだ少しぼんやりとしているジャスティンに、傍らから聞き慣れた声がかかった。

「ジャスティン。目が覚めたかい？　気分はどうだね」

「──父様」

　のろのろと視線をめぐらせると、品のいい紳しん士しが寝台の傍らの椅子いすに腰こしかけているのが見えた。まだ白髪しらがの目立たない綺き麗れいな金きん髪ぱつと、澄すんだ薄水色の瞳。どこから見ても快活な好男子だが、今は少し疲つかれているのだろう。目の下に隈くまを作り、洒落しやれたシャツも前をはだけている。

　ジャスティン最愛の父、シェルズバーン伯はく爵しやくは、寝しん台だい脇わきから綿布を取り、そっとジャスティンの汗を押さえて告げた。

「よかった。きみはもう一週間も、寝ねたり起きたりを繰くり返していたんだよ。酷い熱を出していてね。あまりちゃんとは覚えていないだろう？」

「一週間……？」

　そう言われてみれば、ここしばらくの記き憶おくはやけにぼやけている。

　ジャスティンに思い出せるのは飛び飛びの写真みたいな光景だけだ。濁にごった視界の中で、心配そうに自分を見下ろしていた父親の顔。見知らぬ紳士が湿しつ布ぷらしきものを持ってのぞきこんできたこと。厳しい表情で父と喋しやべっていた、アッシュ・ブロンドの青年。

（随分大変な病気だったんだな。私、今まで病気なんかほとんどしたことなかったのに。でも、なんの病気だったんだっけ？）

　まだはっきりとしない記憶を探さぐりながら起き上がろうとすると、いきなり肩かたから全身に鋭するどい痛みが突つき抜ぬけた。

「あっ……く……！」

「こら、駄目だ！　まだ寝ていなさい！　きみは、悪魔に酷い傷を負わされたんだからね」

　父親に慌あわてて身体からだを押さえられ、ジャスティンははっと息を吞む。

（そっか。私、悪魔に──キュリオスに、肩を灼やかれて）

　痛みの記憶をきっかけに、どっと一週間前の記憶がジャスティンの脳のう裏りに押し寄せて来た。

　にぎやかな首都。明かりのついた観覧車。キュリオスの高らかな笑い声。血とバラの匂におい。

（そうだよ、私たち、退魔庁とキュリオスの罠わなにはまったんだ。みんなぼろぼろになって、魔法書は灰になって、レクスは……レクスは）

　レクスはほとんどの魔力を失い、魔界に連れ去られた。

　思い出した途端、涙があふれてくる。レクスが流してた血が思い出されて、肩に負った傷がじりじりと痛みを増す。痛い。苦しい。でも、きっとレクスはもっと痛かったはずだ。もっと苦しかったはずだ。

（レクス。会いたい。夢の中なんかじゃなく、あなたに会いたい。あなたを抱だきしめたい）

　今すぐ抱きしめて、彼の安否を確かめたかった。彼の痛みを引き受けられるならそうしたい。何もできなくたって、とにかく傍そばにいたかった。

　けれどレクスは魔界に連れて行かれたきり、正確にはどこにいるかもわからない。

　そう思った途端に目の前が暗くなって、ジャスティンは懸命に耳をふさぐ。

（嫌いやだ──どうしよう。苦しい。止まらない──変になる）

　考えたくないのに、怖こわいことばかり考えてしまう。傷ついていたレクスのことばかりが頭に焼きついている。終わらない痛みに止めどなく涙が零れて、ジャスティンは震えた。

「ジャスティン？　大だい丈じよう夫ぶかい」

　静かに泣き続けるジャスティンに、父親が心配そうな声をかけてくる。

　彼の声ににじむ疲れに不意に気づき、ジャスティンは震える唇くちびるを噛かんだ。

（父様……そうだ、父様は、ずっと私のこと看みててくれたんだ。駄目だ、これ以上心配かけちゃ。本当に、死ぬほど悲しいけど……私、まだ生きてるもの。身体も動く。もちろん、心も）

　父のために、と思うと、ほんの少しだけ呼吸が落ち着く。同時にどこかから生徒たちの立てるにぎやかな歓かん声せいが聞こえてきて、自然にふっと目の前が薄うす明あかるくなった。

　まだあなたはひとりじゃないよ、と、誰にともなく囁かれたような気がする。

（──そうだ。私、ひとりじゃない。ここは私の城で、学校で、生徒さんたちがいて、使用人仲間たちがいて、父様がいる。私はまだ、色んなものを失ってない。レクスよりよっぽど楽をしてる。──まだ、頑がん張ばれるはずだよ）

　そうやって強く自分に言い聞かせ、ジャスティンはどうにか痛みのないほうの指で涙をぬぐう。大丈夫だ。まだ死ぬほど苦しいけれど、涙は止まった。

「うん。私は、大丈夫」

　ジャスティンは刻みつけるように言って、今度は慎しん重ちように身体を起こした。

　細長い窓から午前中の光が差しこんでいるのがわかる。さっき聞こえた生徒たちの声が、また響ひびいてきた。きっと中庭で遊んでいるのだろう。

　世界は平和だ。──そのように見える。

「いい天気だね、父様」

　窓を見つめてジャスティンが囁くと、伯爵もつられて窓の外を見た。

「ああ。いい天気だ。まるで平和な朝に見えるね」

「でも、本当はそうじゃないんだ？」

　ジャスティンが訊きくと、伯爵は少しばかり深刻な顔になってジャスティンを見る。

「もう、そんな話をしても平気なのかね」

　伯爵の気き遣づかいは嬉しかったが、ジャスティンは頷うなずく。立ち止まっていては、どうしてもレクスのことを考えてしまう。今は何かを必死で考えているほうが楽だった。

「平気。だって私、もう一週間も無む駄だにしちゃったんだから。早く退魔庁をどうにかして、レクスも取り戻もどさないと」

　そこでいきなりジャスティンは深刻な問題に気づく。

（うっ。まずい。起きたらいきなり、すっごくお腹空すいてきた）

　とことん健康な自分の身体にジャスティンはため息を吐つき、曖あい昧まいに笑って訊たずねる。

「あの……その前に……何か、食べるもの、あるかな」

　伯爵は何度か大きく瞬またたいたかと思うと、一気に笑え顔がおになった。

「きみの健康さには、つくづく救われるな。うん、まずは朝ご飯にしよう。何をするにも、まずは腹ごしらえからだ」
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「なるほろ。じゃあ、わたひがシェルズバーン伯爵のお嬢じよう様さまだってことは、お城のみんなにはばれひゃったってことか……」

「伯爵が帰ってきたんだもの、騙だまし通せるわけないでしょ？　っていうかあんた、食べながら喋るのやめなさい！　お嬢様なんだから！」

　メイド見習いのメイベルに怒ど鳴なりつけられ、ジャスティンはどうにかかりかりのトーストを吞のみこんでから主張した。

「だってメイベル、時間がもったいないよ！　怪け我がを治すにも元気を出すにも、とにかく栄養取らないと始まらないし。あ、太るのなんだの気にしてる場合じゃないから、ソーセージとハギスももらうね」

　ジャスティンはそう言って寝台脇のメイベルに空になった皿を返し、銀色のワゴンから勝手に肉料理の皿を取る。まだ食堂には行けないので、寝台の上での朝ご飯だ。

　メイベルは慌てて寝台の上に置かれた食しよく卓たく代わりの台からパンくずを取り除き、歯がみしながら悲鳴をあげた。

「ああああ、はしたない！　ものすごくはしたない！　あんたが本当にジャスティンお嬢様だったなんてなあ。そりゃね、あたしだって最初はそうじゃないかと思ってたのよ？　でもあんたがあんまりにもあんまりな性格だから、途と中ちゆうから『そんなことないだろう』とか思っちゃって、おかげであーんなこととか、こーんなこととか言っちゃったわよ！　もういい、クビにすりゃいいのよ、あたしのことなんて！」

　ジャスティンは挽ひき肉にく料理をせっせとフォークに盛っていたが、『クビ』発言にびっくりしてメイベルを見やる。

「何言ってるの？　メイベルのことクビになんかするわけないよ。メイベルすっごいまじめだし、仕事できるし、私にも色々教えてくれたし。それに、友達だもん」

「友達か……。あんた、ほんとの本気で言ってそうだから始末に負えないわー……」

　メイベルが複雑な表情で肩を落としたところに、扉とびらの外からノックの音が響く。

「食事中すまないが、入っていいかな？　わたしの天使」

「伯爵様だわ！　ほら、ジャスティン、失礼がないようにちゃんとして！」

「えっと、だから、伯爵は私の父様なんだけど……ほんとにわかってる？　メイベル。──どうぞ、父様」

　途と方ほうに暮れつつ、ジャスティンは扉の向こうに声を投げた。一度退席していた伯爵が室内に戻ってくると、メイベルは緊きん張ちようした面おも持もちになって深々と頭を下げる。

「それじゃ失礼しますっ！　また何かあったらすぐにお呼びくださいませ、旦だん那な様、お嬢様」

「うん。ありがとうね、メイベル！」

　ジャスティンのお礼がすむかすまないかのうちに、メイベルはものすごい速さで部屋から出て行ってしまう。そんな彼女を見送り、伯はく爵しやくは小さく笑って寝しん台だいのほうを振ふり向いた。

「やれやれ、元気な子だな。きみのここでの活かつ躍やくぶりは、きみが寝ている間に秘書や家政婦に大体聞いたんだけどね。あの子に聞いたら、まだまだ面白い話が出てきそうだな」

　そう言われると、ジャスティンも帰国してから一年のことを次々と思い出しそうになる。

　懐なつかしさと切なさでまた胸がいっぱいになってしまいそうで、ジャスティンはぎゅっと拳こぶしを握にぎった。

（駄だ目め駄目。今はまだ、何かを懐かしがるときじゃない）

　ジャスティンは気合いを入れ直してフォークを置き、伯爵に向き直る。

「全部終わったら、今までの話くらいいくらでもする。でも父様、今は魔界の話だよ」

「……そうだったね。その話に関して数日前からお客が来ているんだが、中に入れて大丈夫だろうか？　妙みよう齢れいの男性だが、きみの知り合いだよ」

「うん。私の知り合いで、父様が信用している方なら誰だれでも入ってもらって平気だよ」

　ジャスティンは即そく答とうしつつも内心ちょっと首をひねった。

（魔界の話ができる私の知り合いって、誰だろう。悪魔じゃない、よね？）

　だとしたら、とジャスティンが淡あわい期待を抱いだいたとき、扉のほうから厳しい声が飛んでくる。

「ジャスティン。きみはもう少しひとを疑いたまえ。たとえ身内と言えど、今は誰が味方かわからんのだ」

　聞き慣れた声に、ジャスティンは息を吞んだ。

　伯爵が押し広げた扉の向こうから、王国陸軍の軍服を着たアッシュ・ブロンドの青年が姿を現す。穏おだやかな容よう貌ぼうながら、まとう雰ふん囲い気きは張り詰つめたひと。

　見慣れた姿に温かな安あん堵どが湧わき上がり、ジャスティンは少し震ふるえる声をあげた。

「ユリアン！　無事だったんだね！」

　ユリアンはジャスティンを見るとわずかに瞳ひとみを揺ゆらし、硬かたい靴くつ音おとを立てて室内に入ってくる。あくまで表情は厳しいままジャスティンの枕まくら元もとに立ち、彼は淡たん々たんと続けた。

「きみたちがキュリオスと対決していた間に人ひと質じちを守って退魔庁の連中と交戦し、その後もしばらく首都に潜せん伏ぷくしていたのだ。……使い魔がここのところ従順だからな。苦戦はしたが、ろくに怪我はしていない」

「そっか。よかった……」

　心の底からつぶやいて、ジャスティンは自分の心臓の位置を押さえつける。

（あんな酷ひどい状態だったけど、ユリアンと、人質のひとたちは無事だったんだ。よかった）

「きみはまたそれだ！　ひとのことを心配している場合か？　怪我の具合はどうだ。キュリオスにやられたと聞いたが」

　𠮟しかるような声こわ音ねに心配の色がにじんでいるのがわかって、ジャスティンはますます胸が温まるのを感じた。嬉うれしさで肩かたの痛みも薄うすれるように思えて、ジャスティンは少し微笑ほほえむ。

「まだ痛いけど、動けないほどじゃないよ。寝台にいるのは念のため。父様の知り合いのお医者様に診みてもらったらしいんだけど、筋肉とか骨に異常はないって」

　ところがユリアンは険しい顔つきを変えず、背後の伯爵のほうを振り返る。

「知り合いの医者というのは、信しん頼らいできる人物ですか」

「もちろんだよ。裏で心しん霊れい医をやっている知り合いだ。エルズバラ冒ぼう険けん者クラブとも、国内の主要な結社とも関わっていない。個人的に荒こう野やの魔ま女じよに弟で子し入りして魔法治ち療りようを学んだ人間だ。職しよく業ぎよう柄がら口は堅かたいよ」

「心霊医に、魔法治療？　何、そんな怪あやしい話だったの？」

　愛する父親の口からぽんぽん出てくる怪しい単語に、ジャスティンの目はまん丸になる。

　ユリアンはしばらく伯爵の顔を睨にらんでいたが、やがてジャスティンに向き直った。

「悪魔のつける傷は呪のろいや毒を含ふくんでいることがほとんどだ。適切な治ち療りようをしなくては、後々壊え死しや精神錯さく乱らんを引き起こす。きみが今までどんなに怪我をしても平気だったのは、レクスがすべて治療していたからにすぎん」

「そうなんだ。そんな凄すごいこと、してくれてたんだ」

　レクスはこともなげにジャスティンの傷を跡あと形かたもなくしてくれていたけれど、それだけで随ずい分ぶん凄い技わざだったのだ。

（レクス……ありがとうね）

　こっそりと毛布をつかんで、遠く魔ま界かいにいるレクスに囁ささやきかける。

　そんな彼女を見て何か思ったのか、伯爵は裏の読めない微笑を浮うかべたまま付け足した。

「まあ、どっちにしろきみの自然治ち癒ゆ力も使うわけだから、あんまりそういう治療を繰くり返すと老化が早くなるんだけどね」

（レクス、なんてことを!!）

　一転して頭を抱かかえたくなったジャスティンをまだ心配そうに見つめ、ユリアンは言う。

「レクスとの契けい約やくは魔法書ごと廃はい棄きしたと聞いたが、もうあの部下どもも出てこないのか？」

「エルデンとルーナエのこと？……うん。あのふたりも、あれ以来見てない」

　ジャスティンがレクスとの契約が書かれた魔法書を廃棄したのは、伯爵の指示によるものだ。そのおかげでジャスティンはぎりぎり死なずにすんだが、レクスは魔界へ強制送そう還かんされた。

（エルデンと私の契約も魔法書に書かれたものだったから、きっと一いつ緒しよに破棄になっちゃったんだろうな。ルーナエは元々、私のことは嫌きらってたみたいだったし）

　最後にジャスティンが見たエルデンとルーナエは、キュリオスにやられてぼろぼろの状態だった。今も無事なのか、どこにいるのか。気にし始めればきりがない。

　しかしユリアンはジャスティンに考えこむ暇ひまを与あたえずに言い切った。

「ならばやはり、きみたちがここに留とどまるのは得策ではない。今、この国はとんでもない状態だ。ベネットはこの間の首都の事件を『魔界からの攻こう撃げき』として、霊れい的てきな非常事態を宣言した。つまり、この国は裏で国家をあげて対魔界の臨戦態勢に入った状態だ」

「魔界からの攻撃!?　確かにキュリオスは来たけど、彼はレクスにこだわってただけだよ！　他の騒さわぎを起こしてたのは、むしろ退魔庁の人造悪魔じゃない！」

　ジャスティンの抗こう議ぎに、ユリアンは淡々と頷うなずく。

「そうだ。すべては退魔庁──いや、長官のベネットが仕組んだことと思って間ま違ちがいない。彼は自らの企たくらみによって議会に霊的非常事態を宣言させ、恩おん赦しやをとりつけて牢ろうを出た。今は首しゆ相しようすら傀かい儡らいにして、女王とベネットが議会と軍を掌しよう握あくしている」

（それってつまり、あのベネットさんがこの国を支配してるってことだ。そうしてやることと言ったら──）

　ジャスティンは自分が嫌いやな汗あせをかき始めたのを感じながら、小さく囁く。

「そうまでして、ベネットさんは魔界に侵しん攻こうしたいんだ」

　ジャスティンの声が消えてから、しばらく室内に沈ちん黙もくが満ちた。

　外で響ひびいていた生徒たちの声も、今は途と絶だえている。

　静かだ。

「……魔界には、人間界では珍ちん重ちようされる物質が山のように眠ねむっているんだ。そうでなくとも、あそこの土は不思議な力を持っている。土から生命が練り出せる、魔法の土地なんだよ」

　沈黙をやぶったのは伯爵だった。彼は窓辺から外を眺ながめながら続ける。

「元々、人間界と魔界はお隣となり同士の異世界だ。今までは互たがいに干かん渉しようしあいつつも、それなりに節度を持ってやってきた。ルールみたいなものが常に存在した」

（そうだよね。ずっとお隣さんだったんだから、その時代時代のつきあい方があったはずだ）

　ジャスティンは少し考えながら言う。

「多分──『信しん仰こう』も、悪魔と共存するための人間なりのルールだよね。昔は悪魔を崇あがめて貢みつぎ物を捧ささげることで、知識なんかを教えてもらったんじゃない？　で、悪魔が神様の座から転がり落ちちゃった後は、なるべく人間が魔界に関わらないように教会が戒いましめを作った」

　ジャスティンの発言が思いがけなかったのか、彼女が言い終えると伯爵とユリアンはそろって瞬またたいた。あげく、ユリアンが大まじめな顔で言う。

「ジャスティン。きみはたまに、びっくりするほど聡そう明めいだな」

「えっ!?　ううん、違ちがう違う！　レクスたちに聞いたんだ、そういう話。今まで、人間と悪魔がどうやって生きてきたか、っていう話」

　あんまりに真っ直すぐな褒ほめ言葉に、ジャスティンは真っ赤になって激しく首を横に振る。

　伯爵は小さく笑って、ジャスティンの話の先を引き継ついだ。

「けれど近年、我々の文明の発達は凄すさまじいだろう？　この凄まじさに、信仰はついてこられなかったんだ。我々は人間が何でできているか知ってしまったし、魔女の薬の中身も説明できるようになった。科学が『神はいない』という結論に行き着くまで、そう遠くはないだろう。──もう、信仰は悪魔とわたしたちを隔へだててはくれない。資源があるなら、魔界でもなんでも取りに行こう、という発想になるわけだ」

（科学華はなやかなりし時代が招いた戦争だってことか。でも、なんだってそうなっちゃうんだろうな。戦争とは他の手だって、あるんじゃないのかな）

　ジャスティンの考えが甘いのかもしれないけれど、なんでもかんでも戦争で片をつけようとするなら、人間も悪魔とそんなに変わらないのじゃないかと思えてしまう。

「それで──父様はいつからそういうことに関わってたの？　魔界とか、悪魔とか」

　すると伯爵は少し視線をさまよわせ、決まり悪そうに頭を掻かいた。

「うん。まあ、その、随ずい分ぶん前からだ。こういう事態になるのは大体予想がついていたからね。わたしは悪魔と人間の間に現代的な条約が結べないかと思って、飛び回っていたんだ」

「悪魔と、条約……！　じゃあ父様って、人間側の平和大使みたいなものだったんだ？」

「とてもいい言い方をすれば、そうだね。あくまで私設の大使なのが問題だったんだけど。色んな組織の力は借りたけど所属したのはエルズバラ冒険者クラブだけだし、あそこも追い出されてしまったし。わたしはとことん、組織というものが向いてないんだな」

　穏やかに笑って言ってのける内容のとんでもなさに、ジャスティンは軽く眩暈めまいを覚える。

　ユリアンも少し顔をしかめてこめかみを押さえていたが、すぐに鋭するどい視線を伯爵に向けた。

「ならば、そのためにベネットたち魔ま界かい侵しん攻こう派に目をつけられ、命を狙ねらわれていた──ということで間違いないな？」

「そういうことになるね」

「つまり、ジャスティンが狙われたのはあなたのせいだ」

　冷たい声でユリアンが言い放ったので、ジャスティンは大おお慌あわてで身を乗り出した。

「待ってよ、ユリアン！　そんなのはしょうがないって！　家族を巻きこむなんて卑ひ怯きような真似まねをしたのは相手のほうだもの。それは──ユリアンみたいに、家族を巻きこまないために家族を持たない、って選せん択たく肢しだってあるけど、あらかじめ家族がいたんならしょうがないし。私は恨うらんでない。父様は私に自分を守る方法を教えてくれたし、私だってわけもわからず捨てられるより、巻きこまれたほうがよっぽどマシだったよ」

「ジャスティン──」

　ユリアンは苦くつぶやき、伯爵もまた、さすがに苦しげな表情を見せる。

　伯爵はゆらりと窓から離はなれ、ジャスティンの枕まくら元もとにそっとひざまずいて囁いた。

「ジャスティン。きみを巻きこんだのは本当に申し訳ないと思っている。きみが言うように、気づいたらもう事態はのっぴきならないところまで進んでいたんだ。最初は旅だと言って逃にげに徹てつしたが、すぐにそれでは足りなくなった。こうなった以上、きみを守るには『きみには手を出しようがない』という事実を常にベネットたちに見せつけておくしかないと思ったんだ。そのために、きみに強大な切り札を持たせた。ベネットたちにも容易には手が出せず、手を出したとしても手に入れられない切り札。──レクスだよ」

「だが、そのレクスは悪魔としての力を失い、ジャスティンの前から去った。ここももうとうに目をつけられているだろう。伯爵、あなたに逃げる気がないのなら、俺は彼女だけでも連れて行く」

　きっぱりと言い放ったユリアンに、伯爵は驚おどろいて顔を上げる。

　もちろんジャスティンもうろたえてユリアンの軍服の袖そでをつかんだ。

「ちょ、ちょっと待って、ユリアン！　ここに残るって主張したのは私のほうなんだ。私が、レクスを取り戻もどしたいって言ったからなんだよ」

「レクスを取り戻す？　どうやってだ」

　厳しい中にも悲しみを潜ひそめたユリアンの目を見ると全身がかすかに痺しびれるみたいになるけれど、ジャスティンはもう逃げるわけにはいかなかった。

　ユリアンを見つめて、ジャスティンはかすれ声で囁く。

「それは、これから考える。……だって、ベネットは魔界へ兵隊を送る気なんでしょ？　そうしたら、魔界へ行く道が必要だよね。調べればそんな道とかがわかるんじゃないかと思う。それが使えたら、魔界へ行けるかも」

　ジャスティンの提案に、ユリアンは眉まゆ根ねを寄せたまま沈黙した。否定するわけでもないが、何かためらいがあるようだ。代わりに、しばらくしてから伯爵が答える。

「確かに、ベネットが魔界侵攻をやる気なら、巨きよ大だいな《門》を築かなくちゃならないだろう。魔界と人間界を繋つなぐ門だ。術者本人が行ったり来たりするくらいならともかく、軍隊が自由に行き来できるくらいの規模となれば準備は大がかりだ。場所を探さぐり当てることは可能かもしれない。……ただ、《門》が開くのは開戦のときだよ、ジャスティン。レクスを探す余よ裕ゆうがあるかどうかわからない」

　レクスのことを言われた途と端たん、かっと胸が熱くなった。開戦だとかなんとか、そんなの関係ない。どうにかして彼を見つけるんだ、と反射的に声を上げたくなる。

（駄だ目めだってば、我が慢まんしなきゃ、私。これは私ひとりの問題じゃないんだ。私ひとりがわめいてどうにかなることじゃない。考えないと。みんなのためになって、レクスも助かる方法。そうじゃないと、誰だれも納なつ得とくなんてしてくれない）

　押しこめた激情で声が震ふるえないよう、注意しながらジャスティンはゆっくりと言う。

「そっか。なら、むしろ《門》の解放は阻そ止ししなくちゃならないね。魔界と人間界の戦争が防げたら、穏おだやかに魔界と交こう渉しようしてレクスを返してもらうっていう手もあるんだし」

「正気か、ジャスティン？　きみはベネットと正面対決するつもりか？　魔法書を失い、もはやろくに使えるコマもないというのに！」

　ユリアンは声を荒あらげるが、ジャスティンはまだどうにか落ち着いた声を出せた。

「コマはないかもしれないけど、これだけの事情を知ってるひとはあんまりいないと思う。知ってるなら、動きようもあると思うんだ。少なくとも、やってみるだけの価値はあるよ。ユリアン。──私たちのこと、助けてくれないかな」

　駄目で元々。覚かく悟ごして見つめたユリアンの顔は、少しばかり歪ゆがんだ。

　彼はしばらくジャスティンと視線を合わせてから、かすかに悔くやしそうに目を伏ふせる。

「……ここまで来ても、きみは逃げてはくれないわけか」

（ユリアン、ずっと私に『逃げろ』って言ってくれてたもんね。でも）

「逃げたら、心が死んじゃう気がする」

　ジャスティンが囁ささやくと、ユリアンは一度目を閉じた。

　彼自身の過去を探るような数秒を置いた後、ユリアンは苦く微び笑しようして目を開く。

「……それもまた、真実だな」

（よかった、わかってくれた）

　少しつらくも思うが、それ以上に嬉しくも思う。

　ジャスティンがほっとしてユリアンから手を放すと、彼はジャスティンから視線をそらしてきびきびと続けた。

「首都は今、この国に一体何が起こっているのか探るため、各国の諜ちよう報ほう員が入り乱れての情報合戦だ。神教会派の紱魔師エクソシストもあちこちうろついてるが、まあ、あんな奴やつらには俺の使い魔ですら倒たおせんだろう。俺は首都に戻って、《門》とやらの情報をどうにかとってくる」

「──！　ありがとう、ユリアン。でも、くれぐれも気をつけてね」

　ジャスティンに言われると、ユリアンは薄うすく笑って頷うなずく。

「当たり前だ。簡単に死んでは意味がない」

　そしてふと、ジャスティンへ片手を伸のべた。

　握あく手しゆを求める手。なぜかどきりとして、ジャスティンはユリアンの顔を見上げる。

　ユリアンは真っ直すぐジャスティンを見ていた。覚悟を決めた目だった。

　そして、ジャスティンにも覚悟を求める目。

　即そく座ざにジャスティンの全身に緊きん張ちようが走る。でも、それはどこか気持ちのよい緊張でもあった。

　──信じられている。心を預けられている。

　そんなふうに思えて、ジャスティンの心は震えた。きっともう、ユリアンはジャスティンに『逃げろ』とは言わない。

　ジャスティンは急いでユリアンの手を握にぎり、ぎゅっと力をこめた。

「うん。私も、何があったって簡単に死んだりしない。たとえ死んだって、化けて出てやるくらいの勢いで頑がん張ばる」

　黙だまってことの成り行きを見ていた伯爵も、立ち上がりながらユリアンに声をかける。

「首都で信しん頼らいできる者を、何人か教えておくよ。誰もがどこの組織にも属さない中立者だ」

　ユリアンが伯爵に答えようとしたとき、不意に扉とびらのほうから騒さわがしい足音が聞こえてきた。いち早くユリアンが警けい戒かいして前に出る。

　直後、扉を叩たたく音がうるさく響ひびき、執しつ事じの切せつ羽ぱ詰つまった声がした。

「旦だん那な様！　旦那様！」

「どうした。たとえ城に大たい砲ほうを撃うちこまれたときでも、執事たるもの落ち着いて取り次ぎをしたまえ」

　伯爵の穏やかな声に、扉の向こうの気配が少しだけ落ち着く。

[image: ]

　執事は呼吸を整えて言い直した。

「はい。──旦那様。学校のほうに、王国陸軍の方々がお見えです」

「陸軍!?　学校に？」

　ジャスティンがぎょっとして叫さけぶ。室内に張り詰つめた雰ふん囲い気きが漂ただよい、伯はく爵しやくが静かに訊きいた。

「指揮者の名前は？　人数は全部でどれくらいだ？」

「名前を言う必要はない、とのことですが、階級章からして指揮官の方は少しよう佐さかと。以下、全部で馬車三台に分乗しておいでです。とにかく、学校長を出すようにとのことで、むりやり中庭まで入っていらっしゃいました」

「そうか」

　伯爵は頷いたが、彼が何か続ける前にジャスティンが掛かけ布ふをはねのけた。

「執事さん。お願い、メイベルに一番仕立てのいいスーツを持ってくるよう言って！」

「ジャスティン？　まさか」

　振ふり向いた伯爵の顔をじっと見つめ、ジャスティンは力をこめて言い切る。

「私が行かないと。今、この学校の学校長は私なんだから」
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「未来のサウスランド連合王国を背負って立つ諸君。諸君はいずれ国を守る義務を負うべく、研けん鑽さんを積んできたはずだ。その成果を女王陛下に捧ささげるときが近づいている。恐おそれるな。自覚せよ。諸君の中の才あるものは、明日からでも陛下の騎き士しとして戦う資格を得るのだ！」

　中世からたたずむシェルズバーン城の中庭に、異様な光景が広がっている。

　普ふ段だんは全ぜん寮りよう制せい男子校の運動場として使われている芝しば生ふ。その上にずらりと並んでいるのは、生徒ではなく王国陸軍人たちだった。兵士たちは全部で七十人ほどもいるだろうか。二百人と少しの生徒数しか持たないシェルズバーン・カレッジを制圧するには、充じゆう分ぶんすぎる数だった。

「なんなんだ？　あれ。本物？」

「今月の軍事教練、もう終わったよな。どういうことだよ」

　教室内の生徒たちも気が気ではなく、こそこそと互たがいに囁きあっては窓の外を見やる。

　さすがに教師も事態を無視することができず、懸けん命めいに平静を装って声をあげた。

「静かに！　今、校長先生に事態を確かく認にんしていただいているところだ。詳くわしい事情が判明するまで、きちんと授業を聞きたまえ！」

「そんなこと言われたってなあ。おい、何が起きてるんだと思う？」

　生徒のひとりが声を潜めて、生徒代表のフランシスに囁きかけた。

　フランシスは冷静な様子で窓の外を見やり、石板の縁ふちを指で叩きながら答える。

「わからない。ただ、普ふ通つうに考えたら戦争が始まるとしか──！」

　途と中ちゆうまで言って、フランシスは目を瞠みはって立ち上がった。

「きみ！　何をしている。席につきたまえ！」

「先生。見てください、あれ」

　フランシスは教師の叫びを無視して、窓の外を指さす。

「一体なんだ？　中庭に招かれざる客が居ることは、みんなとうに知っている」

　教師は険しい顔で中庭を見やり、ふと目をこらした。

　中庭では、兵士の前に新たな人物が歩み出てきたところのようだ。

　シェルズバーン伯爵家のチェックをあしらったスーツをまとった、美しいプラチナ・ブロンドの少女。教師にとっても、生徒にとっても見慣れた人物である。

「あれはメイドの？」

　間ま違ちがいない。彼女は教室棟とうにもちょこちょこ顔を出していた、ちょっと変わり者のメイドのはずだ。けれど今の彼女はいつもとはまったく違って見える。

　スーツの高級な仕立てのせいも、変わった布地のせいもある。

　しかしそれ以上に、彼女の折れそうに細い身体からだに宿った威い厳げんが告げている。

　──彼女はメイドなんかじゃない。

　たったひとりで城から出てきたジャネット……いや、ジャスティンは、まずは拡声器を持った兵士のほうをじっと見つめて告げた。

「静かにしてください。今は授業中です！」

　いきなりの鋭するどい声に、兵士が思わず声をなくす。

　こうも儚はかなげな少女に怒ど鳴なりつけられるとは夢にも思わなかったのだろう。兵士は戸と惑まどったようにジャスティンと指揮官である将校を見比べるだけだ。

　一方将校は落ち着きはらった様子で数歩前に出ると、いかにも高圧的にジャスティンを見下ろした。

「何者か知らんが、我々は国家の正式な任務でここへ来ている。我々の任務の妨ぼう害がいは国家への反逆罪ともなりかねんぞ」

　普通の女性なら凍こおりつくような台詞せりふだが、ジャスティンはじっと将校を見つめ返す。

（気け圧おされちゃ駄だ目め。怖こわいのは当たり前なんだから、自分は自分らしくいよう）

　そう自分に言い聞かせて、ジャスティンはあくまではっきりと言う。

「正式な任務だと言うなら、あなたのお名前とあなたにその任務を与あたえた部署の名前、そして任務の内容をまずは私にはっきり教えてください。もしもそれができないというのなら、あなたたちはただの不作法な侵しん入にゆう者です。今すぐ私の城から出て行ってもらいます」

「私の城？　伯爵家ゆかりの者か」

　将校の顔がぴくりと歪ゆがんだ。いかにも面めん倒どうくさい、といった雰囲気に、ジャスティンの身体はかっと熱くなる。

　燃え上がりそうな怒いかりをどうにか抑おさえ、ジャスティンは厳しく告げた。

「そんなことも知らないでここに来たんですか。私はジャスティン・カーライル。シェルズバーン伯爵家のひとり娘むすめで、このシェルズバーン・カレッジの校長代理です」

「きみが校長代理？　なるほど、面おも白しろいというか……変わった学校ですな」

「変わっていようがなんだろうが、ここが私の学校であることに間違いはありません。勝手はしないでもらいます」

　なるべく落ち着いた声で告げると、背後で小さな笑い声が起こったのが聞こえた。兵士たちがジャスティンの主張に失しつ笑しようしているのだ。

　将校も兵士たちをたしなめることはせず、値ね踏ぶみする目でジャスティンを見ている。

　苦しい。悔くやしい。どうしてこんな目で見られなくてはならないのかと思う。

（──でも、校長会と対決したときよりよっぽどマシだ。もちろん、悪魔を相手にしたときとなんか、比べものにならないほど楽だし。こんなの全然平気）

　過去のことを思い出すと自然に心が静まって、すっと視界が晴れたような気がした。

　ジャスティンは将校を見つめ続け、相手は少々戸惑ったように眉まゆ根ねを寄せて言う。

「威い勢せいの良いお嬢じようさんだ。ではご説明いたしましょう。あなたのようなご婦人はご存じないかもしれませんが、現在サウスランド連合王国は特とく殊しゆな状態にあります。我々は上層部の命令により、各地の学校からある種の適性のある生徒を徴ちよう発はつする役目を負って参りました。これからただちに生徒たちをこの中庭に集め、適性試験を行いたい。──協力していただけますな？」

（生徒さんを、連れて行く？　それって絶対、魔ま界かい侵しん攻こうのための何かだよね。どうしてそんなことに生徒さんを巻きこむの？）

　再びやり場のない怒りが湧わき上がり、ジャスティンは燃える瞳ひとみで将校を見上げた。

「あなたは私の質問に少しも答えてない。あなたは誰だれです？　上層部ってどこ？　その適性試験の内容は？」

「それらをお教えすることはできません。軍事機密ですので」

　ほとんど自動的に返ってくる答えに、ジャスティンはますます険しい顔になって告げる。

「ならば生徒はひとりも渡わたしません」

　将校はわずかに顔を歪め、すぐに兵士たちに合図を送った。

「おい」

　その一言で兵士たちが動き、両側からジャスティンの両りよう腕うでをつかむ。

「っ……！」

　罪人みたいな扱あつかいに、ジャスティンは小さく声をあげた。まだ癒いえていない肩かたの傷が鋭く痛み、一いつ瞬しゆん歯の根が合わなくなるほどの苦痛が走る。

「失礼のないよう、丁てい重ちように校長室ででもくつろいでいてもらえ」

　将校の命令に、兵士たちはジャスティンを引きずるようにして回かい廊ろうのほうへと歩き出した。

（まずい、このままじゃ軟なん禁きんされる！）

「待って！　駄目だって！」

　ジャスティンは慌あわてて叫ぶものの、兵士たちは彼女を簡単に回廊の上へと引き上げた。

　そのまま城の居住区へ向かおうとしたところで、いきなり複数の声が飛んでくる。

「待てよ。お前ら、何やってやがる！」

「そうだ、やめろ！　俺たちのジャネットに何すんだ！」

「……っ！　あ、あんたたち、何やってんの！」

　ジャスティンが顔を上げると、居住区への扉とびらをふさぐようにして何人もの生徒が立っているのが見えた。十八歳の最上級生を中心に、十人以上が険しい表情で兵士たちを睨にらんでいる。

（まずい、まずいって！　どうしてこんなことになってるの！　先生たちは!?）

　ジャスティンは慌てて辺りを見み渡わたすが、教師が出てくる気配はない。

　この調子だと、教師たちも生徒に囲まれてしまっているのかもしれなかった。

「どけ！　これは正式な任務だ！」

　兵士たちはあくまで威い圧あつ的に叫さけぶが、生徒たちに従う様子はない。

　生徒たちの中からフランシスが一歩前に出て、静かに強く言い放った。

「僕らの校長先生に乱暴しなきゃならないような任務なら、どんなに正式であろうと僕たちは受け入れませんよ。僕たちはみんな紳しん士しですから」

（フランシス──みんな）

　生徒たちの言葉にジャスティンの胸は熱く痛んで、思わず目の後ろあたりが熱くなる。

　正直、嬉うれしかった。震ふるえるくらいに嬉しい。でも、生徒たちに守られるわけにはいかない。

　ジャスティンはぐっと歯を食いしばって覚かく悟ごを決め、叫ぶ。

「待って、みんな！　待って！　私は平気だから」

（生徒さんたちに万が一でも乱暴をはたらかせちゃ駄目だ。私がどうにかしないと）

　懸命に考え、ジャスティンは首をひねって将校のほうへ声を張り上げた。

「お願い！　私たち、同じ国の人間でしょ!?　言葉が通じるんなら、もう少しだけ私の話を聞いて！　ここにいる生徒さんたち、将来はあなたたちみたいに国を守るひとたちだよ。そのひとたちに、あなたたちは何を見せようっていうの？　話し合いに応じないで、いわれのない暴力をふるって、高圧的にひとを従わせようとして！　それで胸を張れるの!?　それが本当に、私たちのサウスランド連合王国の意志なの？」

　将校はジャスティンの言葉を最後まで聞いたが、結局冷れい淡たんに吐はき捨てる。

「実に正論ですな。しかし今は非常事態ですので、何より効率が重んじられるのです」

　焦あせりそうになる心をどうにか抑おさえつけ、ジャスティンは噛かみしめるように言った。

「なら、私は最後まで逆らう」

「あなたには何もできません」

（そう思っててくれるのがありがたいよね……っ！）

　ジャスティンは思い、素す早ばやく自分の両手を組み合わせ、身体ごと腕うでをひねった。

　ジャスティンの肩には激痛が走るが、ジャスティンの両腕を押さえつけていた兵士たちの手は自然に外れる。関節の仕組みをうまく使った東洋の技わざだ。

「何？　貴様っ！」

　兵士たちは慌ててジャスティンを捕つかまえ直そうとするが、ジャスティンは素早く身を翻ひるがえして生徒たちの前に立った。

「ジャスティン──大だい丈じよう夫ぶ？」

　肩かた越ごしにフランシスが心配そうな声をかけてくるが、ジャスティンはすかさず言う。

「みんなは何もしないで。校長は私です」

　生徒にも兵士たちにも口を開かせず、ジャスティンは勢いよく続けた。

「いい？　どうしても生徒さんに手を出すなら、私をどうにかして排はい除じよするしかないよ。でも私はあなたたちが思う貴族の令れい嬢じようよりは、ちょっとだけ面倒だと思う。それにシェルズバーン伯はく爵しやく家はノースランドの古王国九王家のひとつなんだ。あなたたちは父様をただの羊飼いの元もと締じめだと思ってるかもしれないけど、ノースランドの人間はけしてそうは思わない。連合王国全体が非常事態のときに、ノースランドとサウスランドが喧けん嘩かでもしたら大変だよ？」

　使えるものはなんでも使う、の勢いのジャスティンに、将校は改めてあからさまな失しつ笑しようを浮うかべた。

（──これでも駄目、か）

　ジャスティンが少し弱気になりかけたとき、将校は歪んだ顔のまま首を横に振ふって言う。

「いいでしょう。──いささか急すぎたということですな。今日のところは我々もいったん退ひき、改めておうかがいすることにします。それでよろしいですか？」

「……！　ええ。それで、あなたのお名前は？」

　意外な展開にジャスティンはぱっと表情を明るくして訊きく。

　しかし将校は厳しい顔に戻もどって告げた。

「名乗る必要はありません。また、これで終わりと思わないほうがいい。命令はおそらく撤てつ回かいされることはないでしょう。無理をなさらないことです。いくら貴族の令嬢とはいえ、要いらない怪け我がをするかもしれませんからね」

（あれ？　ひょっとして、心配してくれた？）

　ジャスティンがびっくりしているうちに、将校は兵士たちに撤退命令を出す。

　てきぱきと命令は実行され、まるですべてが夢だったかのように兵士たちは立ち去っていってしまった。馬車の去っていく音が響ひびき始めたところで、生徒たちからどっと歓かん声せいが湧く。

「よしっ！　追い払はらったぜ！　おい──」

「待てって。まだ、勝ちどきをあげるようなときじゃないよ」

　フランシスが浮かれる生徒たちをさえぎり、ジャスティンのほうへ向き直った。

「ジャネット──じゃない、ね。ジャスティン。怪我、ない？」

「ありがと、フランシス。大丈夫だよ。みんなも平気？」

　優やさしい言葉にほっとすると、今度は肩の激痛が蘇よみがえって少し足あし下もとがふらつきそうになった。ジャスティンはどうにか足を踏ふん張り、そっと笑う。

　そんな彼女の様子に、生徒たちは決まり悪そうな顔になって互たがいに顔を見合わせた。

「全然平気だけど、その。……きみが、校長先生だったんだなあ」

　生徒たちの中からあがった声に、ジャスティンは少し決まり悪く謝る。

「実は、そうなんだ。色々話せば長いんだけど……今まで黙だまっててごめん」

「そんな！　いや、そりゃ、決まり悪いけど、むしろ嬉しいっていうか！　なあ？」

「うん、そりゃ、偉えらそうなおっさんよりよっぽどやりがいあるよ」

「──ほんと？」

　ジャスティンが辺りを見渡すと、どの生徒もかなり真しん剣けんな顔で頷うなずいてくれた。

（今までよりは、ちょっと距きよ離りが開いちゃった感じだけど、あったかさは変わらないな。ばかにされてる感じとかがなくて──みんな、ほんとに凄すごい）

　みんなの柔じゆう軟なんさが、優しさが嬉しくて、ほんのりと笑えみが浮かんでくる。

　ジャスティンはことさら明るく笑って言った。

「ありがと、みんな。私、ふがいない校長だけど、これからも頑がん張ばるからね。さーて、じゃあみんな、とりあえず教室に戻って！　大変なときほど、ちゃんと勉強しなくちゃだよ！　さ、戻って戻って！」

　ジャスティンが笑うとみんなにも笑顔が戻り、苦く笑しよう混じりに動き出す。

「はいはい、わかりました。校長先生に言われちゃしょうがないよなあ」

「校長先生を守るためだったって言ったら、先生にも𠮟しかられないかな？」

「うん、そこのところは全部私のせいにしちゃっていいよ。頑張ってね！」

　ジャスティンは朗ほがらかに言って、その場で生徒たちが教室に戻っていくのを見届けた。

　全員の姿が中庭から消えたのを確かく認にんしてから、身を翻して居住区の扉を開ける。

　しん、と冷えた石の城の中に入った途と端たん、ふらりと足下がよろけた。ジャスティンはどうにか石壁にすがって身体からだを支え、しばらくその場で呼吸を整える。

　かすかに足が震えているのがわかって、ジャスティンはぎゅっと目を閉じた。

（やっぱり、結構怖こわかった、な。──ベネットさん相手に戦うって、こういうことなんだよね。相手は王国全体なんだ。軍隊だって、警察だってあのひとの手の中にある。そんなひと相手に戦って、自分も、家族も、生徒さんたちのことも守ろうとしてるんだ、私）

　知っていたつもりだったのに、目の前に降ってきた現実は迫はく力りよくが違ちがった。

　相手はあまりに強大で、ジャスティンの持っている力はあまりに小さい。

　将校の言った通り、軍隊はまた来るだろう。きっと今回は上の意向を聞くために一回退いただけだ。もう一度彼らがやってきたとき、ジャスティンは生徒たちを守れるだろうか？

（ええい、暗くなってても始まらない！　どうにかしなくちゃ。もうレクスたちはいないんだから、私がどうにかしなくちゃ駄だ目めなんだ）

　どうにか気力を奮い立たせて、ジャスティンはよろよろと校長室に向かった。

　もう寝しん室しつで眠ねむっている暇ひまなんかない。校長室に行けば、少し元気が出るかもしれない、と思う。校長としての仕事をこっそりこなしていたあの場所。

　温かいお茶と、甘いお菓か子しの匂においが漂ただよっていた、にぎやかだったあの場所。

（今はとっても静かなんだろうな。だって誰だれもいないもの。誰かがへんてこなケーキを作って待ってることもないし、とんでもないばかをやってることもない）

　現実を見るのは恐おそろしいけれど、見なかったから何が変わるわけではない。

（私はひとりでも大丈夫。思い出にすがりに行くんじゃなくて、この事態の対策を立てにいくんだから。それに……ひょっとしたら何か残ってるかもしれないし。レクスたちの何かが）

　ほんのわずかな希望を胸に、ジャスティンはどうにか校長室の扉とびらを開ける。

　途端に懐なつかしい本の匂いがした。右手の窓から柔やわらかな光が差しこみ、校長室の壁かべ一面に設しつらえられた本ほん棚だなをぼんやり照らしている。古い本の背表紙で金文字が鈍にぶく光っている。重い木で作った机と椅子いす。床ゆかや壁、本棚に立てかけて置かれた天てん球きゆう儀ぎや異国の仮面の数々。

　──そして、窓まど際ぎわにたたずむ人ひと影かげ。

「あ……」

　ジャスティンは呆ぼう然ぜんと立ちすくみ、そのひとを見つめた。

　陽光を跳はね返してきらめく朱しゆ金きんの髪かみを揺ゆらし、長身の青年が振り返る。

　彼は野性味のある金の瞳ひとみを優しく細め、囁ささやくように言った。

「嬢じようさん」

「エルデン……？　エルデン、なの？　幻まぼろしじゃなくて？」

　自分のほっぺたをつねろうとしながら言うジャスティンに、エルデンは苦笑してゆっくりと歩み寄ってきた。慎しん重ちようにジャスティンの両りよう腕うでに触ふれ、少し苦しそうに瞬またたく。

「本物だよ。さっきも、いざとなったら出て行こうと思ってたんだけど。あんた、頑張ってどうにかしちゃうんだもんな。心配で死にそうだったぜ、俺は」

「エルデン──エルデン、本物だ！　どうしたの？　どうしてここにいるの？　あの──あの、レクスはどうなったの？」

　思わず次々に問いを投げると、エルデンは小さくため息を吐ついて答えた。

「レクス様は、どこにいるのかわからない。でも、ルーナエが探してるだろ。で、俺は──俺は、どうしてここにいるんだろうな。……魔法書がなくなったんだから、俺、自由になったはずだったんだ。レクス様は力をなくして魔界に送られたし、俺はあのひとを追っかけてって殺してもよかった。俺はそのためにあのひとに仕えてたはずなんだし」

　でも、と口の中で囁いて、エルデンは不意にジャスティンを抱だきしめた。

　レクスと同じ温度のない腕。でも、とてもとても優しい腕だった。

　ジャスティンは少し驚おどろきつつも、すぐに安あん堵どして軽くエルデンを抱き返す。

　耳元で、エルデンの度を超こして柔らかな声がした。

「なんだか、あんたの傍そばにいたかった。自由になって……急にわかったんだよ。多分最初っから、俺があんたの傍にいるのは契けい約やくのせいじゃなくて、俺の勝手だったんだな、ってさ」

　エルデンの声はジャスティンの心に痛いほど染しみわたる。

　優しい声。優しい言葉。

「きっと、契約じゃなくて、約束だったんだよ」

　どうにかジャスティンがそう言うと、エルデンは少しだけ腕を緩ゆるめてジャスティンの目を見つめた。エルデンの目は今までで一番真剣で、けれど不思議に怖くない。

（そっか。殺気がないんだ。殺気がないのに凄く真剣なエルデンって、初めてかも）

「約束か。悪くない響きだ。あんたを守る、って約束。最後まで守らせてくれるか？」

　真っ直すぐなエルデンの台詞せりふはジャスティンの心を貫つらぬいた。

　ものすごく嬉うれしいけれど、素す直なおに嬉しいと言っていいのかわからなくて、ジャスティンは囁く。

「ありがと、エルデン。でも私、レクスと──」

「あー！　いいの、それはそれで。だってしょうがないだろ？　俺だってレクス様のこと、まだ気になるっていうか、好きだしな。レクス様のこと変えてくれたあんたも好き。……それでいいんだ。俺はもう、そういうことにした」

　どこかさっぱりとした顔で言い切るエルデンに、ジャスティンは余計何を言ったらいいのかわからなくなってしまった。

（どうしよう、ほんとに嬉しい。ほんとに好きだ、エルデンのこと。でも、エルデンへの好きとレクスへの好きが違うのもわかってる。……私、どうしたらいいんだろ？　どうしたらエルデンの優しさに応こたえられる？）

　ジャスティンが言葉を選べずにエルデンを見上げていると、彼はかすかに頷いた。

　──あんたはあんたでいいんだ。

　そんな声が聞こえた気がして、ジャスティンは懸けん命めいに声を絞しぼり出す。

「優やさしすぎるよ、エルデン。……でも、本当に、ありがとう。私、どうにかしてレクスを取り戻もどす。もっともっと頑張る。頑張って、取り戻そう。みんなでお茶した、あのころを」

　エルデンはジャスティンの言葉を聞くと、笑顔を少し明るくして頷いた。

「きっと大だい丈じよう夫ぶだ。大丈夫、あんたは思いひとつであのレクス様を変えた人間だぜ？　あんたが強く思ってりゃ、きっとまたすぐにあのひとのへんてこなケーキが見られるって！」







[image: ２　偽りの王、真実の王]




　人間の世界のもっとも近くにある異界、魔界。

　互たがいに干かん渉しようしあいながら少しずつ変化してきたふたつの世界は、言ってみれば対ついのような関係にある。片方が変われば、片方も変わる。

　人間界がかつてない方向できな臭くさくなれば、魔界にもまた滅めつ多たにないことが起こる。

「ほんっと珍めずらしいよね、こーんなに美形ばっかり集まっちゃって！　どうしたの、まるで花はな園ぞのみたいなんですけど？　みんなそんなに暇なのかな？」

　巨きよ大だいな空間で金の巻き毛を垂らした少し子供っぽい美青年が言い、周りからは失しつ笑しようと野や次じがとんだ。

　ここは魔界の暴風吹ふき荒あれる荒こう野やの地下にうがたれた、広大な地下空間だ。

　人間界最大の大聖堂よりさらに倍の大きさと同様の天てん井じよう高を誇ほこる場所だが、壁へき画がはおろか、ろくな内装もない。薄うす暗ぐらい洞どう窟くつじみた空間の壁にぽつぽつと薄青い魔法の光が灯ともり、床を埋うめる奇き妙みような者どもの姿を照らし出すだけだ。

　彼らは誰もが恐ろしく美しいうえ、王おう侯こう貴族そのものの衣装をまとって豪ごう奢しやな寝ね椅子いすやクッションの上に身を横たえている。しかしその横には大たい抵てい鎖くさりや枷かせのついた巨大な牛ほどの狼おおかみや、同じくらいの大きさの猫ねこや鴉からすまでもがうずくまっていた。

　丸太くらいの太さがある大だい蛇じやにとぐろを巻かせた上に座った美女が、なまめかしく足を組み替かえてから老人の嗄しわがれた声でころころと笑う。

「花園ねえ。なんともまあ、おめでたい喩たとえだこと！　あんたの目にはここが一体どういうふうに見えてるの？　その目をえぐってのぞいてみようかしらね？」

「よしたまえ。あんな奴やつの目など、えぐってみてもさして美味うまくはない。美食を極きわめるなら人間の若いのに限るぞ。あまり肉を食わん地域の子供が一番だ」

　若い紳しん士し風の男が大まじめに言い、その傍かたわらに立っていた真っ白な髪の少女が静かに視線をあげる。

「よしなよ。戯ざれ言も美食談義もいいかげんうんざりだ。そんなのはそれぞれ自分たちの城で勝手にやればいいだろ？　何百年ぶりかに私たち、魔界の貴族が一堂に会したのはなんのため？　何か、気になることがあったからじゃないのか？」

　彼女──もしくは彼かもしれない──の発言に、またも議場には笑いとうなりのさざ波が走る。ここは悪魔たちの中でも多くの軍団を従える、魔界の貴族の会議場だ。そもそも規律を憎にくみ、ただ暴力と快楽のみを愛する悪魔たちに話し合いの習慣は乏とぼしい。

　ただときたま、このように自然発生的に起こる集会がある。誰が先頭に立つわけでもなく、気づけば議場に主要な悪魔たちが集まって始まる話し合い。

　議題は大抵、人間界のことである。

「今気になることなんていったらひとつでしょ！　人間だよ、人間。知ってるだろー？　前からちょろちょろしていた島国の人間が、こっちへ攻せめてこようとしているって噂うわさ！」

　金きん髪ぱつの美青年は豪ごう華かな長なが椅子いすに腰こしかけ、いかにも不満そうに言う。その横に寄り添そっていた巨大な黒い羽根をつけた男は楽しそうに目を細めた。

「面おも白しろい話だよなあ！　人間が魔界の空気を吸ってどれだけ生きていけるのかな。どんな力で俺に触れようとするのかな。銃じゆうってやつか？　あの、豆みたいなやつを飛ばすやつ！」

「銃ねえ。あれ、無ぶ粋すいだわ。あたしは嫌きらい。大体人間ってどうしてあんなに忘れっぽいの？　ちょっと前には海を燃やす術すべだって知ってたのに、あっという間にばかになっちゃうし。まーそれでも見てるぶんには面白いんだけどさ。こっちに侵しん攻こうしてこようとか言われたら面めん倒どくさいだけだわよ。滅ほろぼしちゃう？　いっそのこと」

　蛇へびの上の美女が軽く言って、真っ赤な目をちらりと光らせる。

　滅ぼす、という言葉が響ひびいた途と端たん、辺りの雰ふん囲い気きが少し浮うき立った。

「確かに、美味おいしくはあるが鬱うつ陶とうしいものでもあるしな、人間は」

「年中契約やぶりするしねー。あのずるがしこさはほんと勘かん弁べんしてほしいよ」

「今までは楽しみのために生かしておいたけど、ここで一気に滅ぼしてしまうのも面白そうだね。かつてない刺し激げき的な遊びになるよ。みんな好きだろ、そういうの？」

　滅ぼすか？　という囁ささやきが議場内にさわさわと広がり、辺りの温度がかすかに上がる。

　皆みんなの喉のどの奥からうなり声が響き始め、壁かべの明かりがゆらゆらと揺ゆれた。

　──と、そのとき。

「待ってください」

　議場内に澄すんだ声が響き渡わたり、白い髪かみの少女が少し優しい顔になる。

「ルーナエ！　レクスのところの可愛かわいい子。お前の主人はどうしたの？　姿が見えないけど」

　彼女の囁きで、多くの悪魔の視線が議場の一点に集まった。

　議場の中心に近い場所で真っ青な革かわを張った椅子いすにかけていた少年は、青みがかった銀ぎん髪ぱつと静かに燃える紺こん色いろの瞳ひとみを持っている。

　ルーナエはあくまで優美に立ち上がり、ぐるりと議場を見み渡わたして凜りんとした調子で続けた。

「レクス様は城を留守にされています。僕は今、ひとりの魔ま界かいの貴族としてこの会議に出席しているのです。──いいですか。僕が人間界、サウスランド連合王国の一部であるノースランドに滞たい在ざいして見てきた限り、人間たちの持つ技術は破は壊かいにかけては今までで一番発達しつつあります。彼らは恐おそろしい手間をかけて、魔法と同様の仕組みを作りつつある。同時に自分たちを守っていた信しん仰こうを疑い、国家をあげて魔術的な研究を行っているようでした」

「なるほどね。でも所しよ詮せんは人間だよ？　色々研究してるって言っても、まさか私たちを滅ぼせるほどじゃないだろ？」

　首をひねる少女を見つめ、ルーナエはきっぱりと言う。

「わかりません。しかし彼らは、魔界の土から悪魔を練り出すことすら成功させています」

「なんだって？」

　少女が目を瞠みはり、辺りはしばし騒そう然ぜんとする。

「《槍アルマ》？　それって人間が《槍》を作ったってことだよね？」

「信じられん！　人間ごときが、生意気な！」

（やはり知らなかったんだな。みんな、内心では人間は自分たちより段だん違ちがいに劣おとったものだと信じたがっている）

　ルーナエは議場の反応に険しい視線を向け、あくまで落ち着いた調子で告げた。

「彼らには思い知らせなければなりません。──ただ、すべてを滅ぼすのは僕は反対です」

　すると、今度はあちこちから小さな笑いが漏もれる。

「まだ人間で遊び足りないんだ、坊ぼうやは。まだ若いもんね？　ルーナエ」

　誰だれかが議場の皆の気持ちを代表して囁いた。

　すかさずルーナエはそちらを睨にらみ、厳しい声で言い放つ。

「僕は坊やではない。魔界の《王子》にして《静止の輪》の使い手、ルーナエです」

　ひやりとしたルーナエの殺気が辺りを走り、議場はしんと静まりかえった。

（よし。まだみんな聞く耳は持っているな。どうにかこの空気を変えないと。レクス様は、きっと魔界と人間界の戦いくさなど望まない。レクス様がいらっしゃらない間は、僕がどうにかしてレクス様の意志を守らなければ）

　重い責任感をどうにか抱かかえこみ、ルーナエはしっかりと議場に立つ。

　レクスを追って魔界まで来たルーナエだが、未いまだにレクスを見つけることはできていない。おそらくキュリオスのもとにいるのだろうと想像はつくが、ひとりで攻めこむにはキュリオスの力は強大だった。

（できることなら、ここでレクス様の意見の賛同者を見つけ、協力を要よう請せいしたいが──）

　果たして信しん頼らいできる悪魔などいるのだろうか。

　懸けん命めいに辺りを見渡しながら、ルーナエは続ける。

「この場を見てください。数百年前の会議とほとんど同じ顔ぶれだ。一番若い悪魔がこの僕で、他にここ数百年で生まれた悪魔はいない。我々は時の中で留とどまり、ひたすらに個の力を蓄たくわえていく種なのです。ひるがえって人間はもろい。あっという間に死にます。その代わり、めまぐるしく変わっていく。あの柔じゆう軟なん性は僕らにはけして手に入れられないものだ」

「あーら、それってまさか、人間のほうがあたしたちより優ゆう秀しゆうだって言いたいの？」

　甘く剣けん吞のんな女の声に、ルーナエはあくまで毅き然ぜんとして告げた。

「そんなわけはありません。僕は悪魔という種に誇りを持もっている。だからこそ、自分にないものを持っている種を滅ぼすのはもったいないと思う。しかも人間とはかなり高度な言葉での交こう渉しようが可能です。人間は利用すべきであり、滅ぼすべきものではありません。そもそも人間を全ぜん滅めつさせるだなんて、まるで僕らが怯おびえて浮き足だっているようではないですか。我々はもっと堂々としていてしかるべきだ」

　一息に言い放つと、辺りに満ちていたうなり声がすっと引いた。

　気まぐれな悪魔たちの気持ちは、ルーナエの話で簡単に揺らいでいる。

（よし、もう一息！）

　ルーナエがさらに身を乗り出したそのとき、議場の奥から乾かわいた拍はく手しゆの音が響いた。

　同時にすっと辺りが暗くなったように思え、議場中の悪魔が拍手のほうを向く。

　ルーナエも本能的に身構えて他の悪魔と同じほうを見やった。

　議場の隅すみ、なぜか凄すさまじく闇やみが濃こくなった一角に、じんわりと白い人ひと影かげが浮かび上がっている。骨張った長身に真っ白な軍装をまとい、山ほどの小さな獣けものの毛皮を縫ぬい合わせて作った王者のケープを肩かたにかけた男の姿。

　長い金髪を垂らし、真っ赤な目を輝かがやかせる姿には、はっきりと見覚えがあった。

（キュリオス！　それに……っ！）

　キュリオスはひとしきり拍手をした後、背後を振ふり返って甘く囁く。

「素す晴ばらしい演説だったね。お前の養い子は立派に成長しているようだよ、レクス」

「そうであればいいのだがな。奴は子供の理り屈くつばかりがうまくなる」

　応こたえる声もまた甘かった。

　バラの香かおりがにじみ出すような毒のある微び笑しようを浮かべて、長い黒くろ髪かみの青年がたたずんでいる。その瞳はキュリオスと同じ赤で、血の臭においのする美しい肢し体たいを包むのは闇より暗い漆しつ黒こくの軍装。そして血を塗ぬりこんだようになまめかしい真しん紅くのケープだった。

（レクス、様……）

　ルーナエは呆ぼう然ぜんとその場に突つっ立つ。懐なつかしさと安あん堵どと喜びと、そしてなぜか酷ひどい違い和わ感かんと恐きよう怖ふが胸にせり上がってくる。

「遅おくれて着いたようで申し訳ない。魔界の《王》ふたりの到とう着ちやくだ」

　キュリオスが甘くかすれた声を張り上げて言うと、多くの悪魔たちがくすくす笑い、うっとりとした、あるいは剣吞な目をふたりに向けて頭を下げる。

　どこか張り詰つめた空気の中、キュリオスとレクスは連れだって議場の中心へと歩いていく。

　ルーナエはすぐさまレクスに駆かけ寄りたいと思ったが、どうしても足が前に出なかった。

（なんなんだ？　どうして、レクス様はキュリオスとあんなに仲むつまじくしていらっしゃるんだ？　何かがおかしい。何か──）

　違和感の正体がつかめず苛いら立だつルーナエの前を素す通どおりして、キュリオスとレクスは議場の中央に立った。並び立つ王ふたりの姿は対ついになった絵画のようで、辺りからは感かん嘆たんのため息や奇きっ怪かいな笑いが漏れる。

　キュリオスは悪魔で埋うまった議場を満足そうに眺ながめ、厳おごそかに囁いた。

「諸君。親愛なる諸君。わたしたちは王たる者の意志を示しにここへやってきた。魔界一の力を持つ者として、今度ばかりは宿敵同士手を取り合い、意志を共有せねばならん」

（キュリオス、強ごう引いんに場の意見をまとめる気か？　それに、ひょっとして）

　強きよう烈れつな嫌いやな予感にさいなまれ、ルーナエはレクスを見つめる。

　レクスはキュリオスの視線を受け、小さく頷うなずいた。彼は古代の彫ちよう刻こくじみた美しい横顔をさらし、不思議によく通る美声で告げる。

「若い者は迷うものだ。しかし迷ってはならないときはある。迷えばその場で決定的な敗北を喫きつするというときが、確実にある。──それが今だ」

　薄うすい唇くちびるが冷れい淡たんな笑えみを浮うかべ、驚おどろくほど繊せん細さいなレクスの指が悪魔たちにさしのべられる。

　この手をとれ、とでもいうように。

　誰もがレクスを見ていた。むさぼるような視線を集め、レクスはほとんど慈じ悲ひ深ぶかく言う。

「人間の力が強まっているのは先ほどルーナエが言った通りだ。人間の発展は我々の望まぬほうへと確実に進んでいる。……時は来たのだ。我々が再び彼らの神となり、彼らの驕おごりをたたきつぶすべきときが」

　いつしか議場はしん、と静まりかえっていた。

　静まりかえっていたが、大気は震ふるえている。びりびりと音がしそうなほど震えている。

　誰もが再び戦いの予感に心躍おどらせているのがわかる。

（まずい、今まではキュリオスとレクス様が同じ意志を持つなんてあり得なかったのに！　これじゃ誰も対たい抗こうできない）

　冷や汗あせを浮かべるルーナエもまた、レクスから目が離はなせない。勝手に本能が闘とう争そうを求めて体中が熱くなる。だめ押しのように、キュリオスが朗々と叫さけんだ。

「これはふたりの《王》の意志だ。この地に踏ふみこもうなどと考えた人間たちを、ひとり残らず殲せん滅めつする」

　途と端たんにわっと様々な声が湧わき上がる。

「殲滅だ！」

「滅ほろぼせ！」

「塵ちりに返せ！」

　怒ど気きと殺気が議場中を吞のみこみ、熱く沸ふつ騰とうする。誰もが瞳ひとみの奥に真っ赤な光を潜ひそめている。もう駄だ目めだ。悪魔たちの意志は決まった。賽さいは投げられたのだ。

　ルーナエは震えながら、すがるようにレクスを見た。

（レクス様……！　本当に、あなたはキュリオスと手を組んだのですか？　それとも、キュリオスに何かをされた？）

　言葉のない問いに気づいたのか、レクスはルーナエを見て緩ゆるやかに微笑んだ。夢のように白い指がルーナエにもさしのべられる。レクスは唇に微笑みを載のせたまま囁ささやく。

「おいで、わたしのルーナエ。お前にも、何が真実かすぐにわかる」

　柔やわらかな声に、不意にルーナエは冷水を浴びせられたような気分で硬こう直ちよくした。

（違ちがう。レクス様じゃない。あのひとは絶対、『わたしの』なんて言わない）

　そうなのだ、レクスはもっと冷淡だ。本当の意味で冷たい。

　いつでもルーナエを突き放し、『いつでも立ち去っていい』と言い放つ。『お前はお前の勝手でここにいるだけだ』と。その態度がいつでも悲しくて、悔くやしくて、ルーナエは彼に認められようと必死でやってきた。

（でも、僕が仕えるレクス様はそういう方だ。こいつは、偽にせ者ものだ！）

　熱ねつ狂きようする議場の中で、ルーナエはひとり冷れい徹てつな瞳を取り戻もどしてキュリオスを睨んだ。

　あのとき、レクスを連れて魔ま界かいに去ったキュリオス。

　だが、おそらくレクスはまだキュリオスに屈くつ服ぷくしてはいないのだ。

（だからキュリオスはレクス様をもっと傷つけようとしている。人間を滅ぼすことで復ふく讐しゆうしようとしている。そうじゃなきゃ、キュリオスがこんな扇せん動どうまがいのことなんかするもんか）

　──ならばおそらく、本物のレクスはまだキュリオスのもとにいる。

（もう迷ってる暇ひまなんかない。レクス様を助けなきゃ。この僕が、ひとりで）

　ルーナエは覚かく悟ごを決めて前に出た。

　形だけレクスを真似まねたものの足あし下もとにひざまずき、低く頭を下げる。目の前にさしのべられた白い手を取り、ルーナエはかすかに震える口づけを落として囁いた。

「ずっと探しておりました、レクス様。僕はあなたのもの。また共に戦わせてください」

　偽のレクスは目を細め、旋せん律りつを含ふくむ声で囁き返す。

「よく言った。わたしは今、キュリオスと行動を共にしている。お前も、自分の軍団を連れてキュリオスの城においで」
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「では、こちらがルーナエ様のお部屋になります」

　赤黒い廊ろう下かでうっすらと笑うのは、エルデンとよく似た容よう貌ぼうだが、まったく別の人造悪魔。キュリオス所有の《槍アルマ》だ。

「ありがとう。少し部屋で休んでから、軍団を呼び寄せる準備に入る」

　鷹おう揚ように答えつつも、ルーナエは内心の違和感をもてあましていた。

（しかし、あのばかエルデンと同じ顔でここまで礼れい儀ぎ正ただしくされると気持ちが悪いな。もちろん異常なのはあのばかのほうなわけだが、あのばかはばかなりに自分で物を考える。何しろ、レクス様とこの僕が教育に当たったんだから）

　思えば、レクスに戦場で拾われてきた直後のエルデンは、ちょっとしたことで荒あれ狂くるってはレクスに半殺しにされてばかりだった。それでもレクスは飽あきずにエルデンの相手をし続け、ルーナエも必死で教育し続けた。

　そうして長い時間が経った今、エルデンは自分で自分の運命を選ぶことができる。

（──きちんとジャスティンを守れ、エルデン。レクス様を悲しませては駄目だ）

　ルーナエが人間界のエルデンに思いをはせている間に、《槍》は巨きよ大だいな鉄てつ扉ぴを開けて言う。

「では、部屋の前でお待ちします」

「ああ、わかった」

　優美に頷いて扉とびらをくぐると、中は壁かべも床ゆかも剥むき出しの岩いわ肌はだの洞どう窟くつじみた部屋だ。もっとも一応人間界風の敷しき物ものや豪ごう奢しやな家具で飾かざられてはいる。

　ここは魔界の岩砂さ漠ばくにたたずむキュリオスの城のど真ん中だった。針の山のように細い石の塔とうが密集する外観はルーナエも見たことがあったが、内部に入りこむのは初めてだ。奇き岩がんの中をくりぬいて造った城の内部は、どこもかしこも陰いん鬱うつな雰ふん囲い気きを醸かもし出している。

（室内には特に罠わなや仕し掛かけはなさそうだな。僕が素す直なおに騙だまされていると思うほど、キュリオスもばかではないと思うが──一応客として扱あつかっている体面は保ちたい、というところか）

《槍》が扉を閉めたのを確かく認にんしてから、ルーナエはなおも神経を研とぎ澄すます。

　さっき城内を案内されている間に、ルーナエの驚きよう異い的な五感は辺りに響ひびく音などから城の造りをおおかた把は握あくしていた。

（今のところ城内にレクス様の気配は感じ取れない。厳重に封ふうじられているのか、それとも力が弱まったせいで気配が薄くなってしまわれたのか──）

　どちらにせよ、直接レクスを探せないなら他の手がかりを探さぐるしかない。

　ルーナエは自分の気配を持つ羽根を一枚、宙から取り出して室内へ置いた。これを身代わりにして、外へしのび出ようと言うのだ。

（城内は警備も監かん視しの魔法もものすごい。大げさな魔法を使ってはすぐに居場所がばれる。いざというときまでは魔法は使わずに行こう。どんなに警備が厚い場所でも、必ず誰だれの目も届かなくなる場所、空白の瞬しゆん間かんがある。それを狙ねらって、確実に渡わたっていく）

　原始的な方法に賭かけることに決め、ルーナエは最良の間を狙って扉を押し開ける。

　その瞬間、ルーナエの予想通りに、巨大な身体からだを持つ悪魔が扉の前を通った。

　ルーナエは扉の間をすり抜ぬけ、《槍》の視線を避さけて、巨大な悪魔の陰かげから音もなく廊下へ出る。監視のための魔法陣じんをぎりぎり踏まない位置を通って、折れ曲がった廊下の先へ。

　──大だい丈じよう夫ぶ、まだ気づかれていない。これなら、この調子なら行ける。

　いつもは涼すずしげな表情ばかりの顔に冷たい汗すらにじませて、ルーナエは広大な城を抜けていった。数え切れないほどの廊下を通り、落とし戸の下の急な階段を下りていくと、徐じよ々じよに生なま臭ぐさい血の臭においが強くなる。

　遠く響いているのは《槍》の声だろうか？　同時に奇き妙みような魔法の気配が近くなってきた。

（この気配、人間界の様子を影かげとして魔界に映し出す魔法のようだが……こんな場所に住む下級悪魔が扱えるものじゃないぞ）

　違い和わ感かんが強くなり、ルーナエは魔法の気配を追って階段を下りきる。

　たどりついた場所は、真っ暗な迷めい路ろじみた狭せまい通路だ。山ほど罠はあるが、警備の悪魔はいない。悪魔と魔法の気配は、さらに地下から漂ただよっていた。

　ルーナエは最低限の魔法で罠をくぐり抜け、真っ直すぐに正解の道を進む。やがて足下に出現した重い金属の格こう子し戸どの際きわに立ち止まり、膝ひざを突ついて戸の下をのぞきこんだ。

（これは、《槍》の檻おりか）

　強い硫い黄おうの臭いと獣けもののうなりに、ルーナエは軽く顔をしかめる。

　格子の下は一面血のような赤い液体で満たされていた。

　ごぼごぼと泡あわを吐はき出す液面がふと静かになった瞬間に、ちらちらと人間界らしき映像が浮かぶのが見える。

（魔法が使われているのはここだ。しかし、《槍》が人間界見物をするわけはない。ということはやはり──いや、しかし、まさかこんな場所にか？）

　ルーナエが嫌いやな予感にぞっとしていると、巨大な魔ま狼ろうの形の《槍》が液体の中からごぼりと姿を現した。《槍》は液体を吐き出して低いうなりをあげると、ひらと液面に立つ。

《槍》はまるで大地の上のように液面を歩いて奥へと向かったが、直後、何者かにふっとばされて液面を転がった。

　途と端たんにどっと周囲から他の《槍》たちの笑い声があがる。

「ばかめ！　あんなものに負けて、それでもキュリオス様の部下か！」

「血に酔よったのか？　魔王の血は甘かったか！」

《槍》の口から『魔王』という単語が出た途端、ルーナエは震ふるえて立ち上がった。

　今までの用心などかなぐり捨て、渾こん身しんの魔力をこめて鉄の格子を踏ふみ砕くだく！

「何──!?」

《槍》たちが驚おどろいて見上げてくる中、ルーナエは砕けた格子と共に下の液面に落下した。

　同時に片手を伸のべ、澄んだ声を張り上げて呼ばわる。

「《時の殺害者》にして《廃滅のウイアード・王子ネバーモア》、ルーナエが命ずる。《静止の輪》よ、あれ！」

　白い右手が薄うす青く光ったかと思うと、その上に魔法文字を刻んだ輪が出現して勢いよく回転を始める。そのまま液面に着地するルーナエに、周り中の《槍》が一いつ斉せいに襲おそいかかろうとした、そのとき。

　辺りの大気が凄すさまじく張り詰つめ、ぴしり、と何かが割れる気配がする。

　途端に周囲の景色は色あせ、《槍》たちはその場で静止した。

　よく見れば《槍》だけではない。うるさく泡あわ立だっていた液面すら、凍こおりついたかのように静止している。ルーナエは《時》を止めたのだ。

　静止した時の中、ルーナエは唇くちびるを引き結んでゆっくりと視線をあげた。

　この空間の奥を見るのが怖こわい。怖いが、見ないわけにはいかない。必死に見つめた先にあったのは、赤黒い岩肌から吊つるされた鎖くさりだった。血濡ぬれてすっかり赤く染まった手かせに両手を縛いましめられて、ルーナエが探していた相手がいた。

　腰こしから下を赤い液体に浸ひたした青年。

　長い黒くろ髪かみも血のような赤い液体に汚よごれ、うなだれた顔は以前よりやつれて見える。

「レクス様！」

　胸に湧わき上がる悔くやしさを飲み下し、血を吐くように叫さけんで、ルーナエは液面を駆かけ寄った。

　呼び声に反応してレクスのまつげがわずかに震え、真しん紅くの瞳ひとみが薄く開かれる。

「……ルーナエ、か」

　その甘くかすれた声に、ルーナエは恐おそろしい眩暈めまいを感じてよろめいた。

　ずっと探していた相手が目の前にいる喜び。同時に彼に刻まれた無残な傷の数々が目に飛びこんできて、怒いかりと悲しみで息がつまった。このまま頭がおかしくなってしまいそうだった。

（最下級の《槍》なんかに、このひとを傷つけさせて──しかも、滅ほろびる人間界を見せようとしていたのか、キュリオス！）

　さらにレクスの胸の真ん中には銀色の剣けんが深々と刺ささって、彼を岩に縫ぬい止めている。

　苦しい。呪のろわれろ、呪われてしまえ、とルーナエは心の中で子供のようにわめく。このひとを傷つけるすべては、永遠に呪われてしまえ！

　キュリオスも、醜みにくい《槍》どもも、みんなみんな滅びてしまえばいい！

　ルーナエはレクスの眼前にひざまずき、どうにか声を絞しぼり出す。

「レクス様、遅おそくなって申し訳ございませんでした。すぐに、この呪わしい場所からお連れいたします」

　言うが早いか、ルーナエはレクスに刺さった剣に手を伸べた。

　すかさずレクスが冷えた声で囁ささやく。

「よせ。触ふれるな」

「なぜです。なぜ！」

　鬼き気き迫せまる表情でくってかかるルーナエに、レクスはそっと目を細めて囁いた。

「仕掛けがあるのだ。本来こんなものでわたしを縛めることなどできん。己おのれで腕うでを食いちぎり、再生を待ってから剣を抜けばいいのだからな。だからキュリオスはわたしに人造悪魔の種を植えた。この剣を抜いた途端人造悪魔が増ぞう殖しよくし、わたしを支配する仕掛けだ。──奴やつの悪あく趣しゆ味みはいっそ感動的だろう」

　レクスの言葉が心をえぐって、ルーナエは懸けん命めいに歯を食いしばる。

（だからって、ただじっと下等な悪魔どもの蹂じゆう躙りんを許していたのか!?　いくら傷つけられても、心も体も明け渡さないで……まるで無力な人間みたいに、そうやって抵てい抗こうしていたのか！）

　苦しくて、このままでは今にも取り乱してしまいそうで、ルーナエはどうにか叫んだ。

「ならば僕がどうにかして仕掛けを解除します！　一いつ緒しよに逃にげましょう。キュリオスの奴、あなたの偽にせ者ものを仕立てて魔ま界かいを我が物顔で操あやつっています。絶対に許せません！」

　レクスは目を伏ふせて聞いていたが、ふと真っ向からルーナエを見み据すえた。

「ルーナエ」

「……はい」

　反射的に姿勢を正し、ルーナエはレクスを見上げる。

　レクスは赤い瞳にこのうえなく真しん剣けんな、しかし柔やわらかな光を宿して告げた。

「わたしのことは置いていけ。わかるだろう。わたしはもう、自分の意地で生きているだけだ。悪魔としての力はろくに残っていない」

「レクス、様……」

　一いつ瞬しゆん何を言われたのかわからなかった。心がレクスの言葉を受け入れてくれなくて、ルーナエは呆ぼう然ぜんと彼を見つめる。でもレクスは容よう赦しやなく続ける。

　今までルーナエが一度も聞いたことがないくらい、真しん摯しに言う。

「いいか、聞け。お前はわたしを捨て、ひとりで立つのだ。お前には充じゆう分ぶんその力がある。お前の力も、術も、お前の軍団を統すべるに充分たるものだ。ずっと前からそうだった。お前に足りなかったのは自信だけだ。──いいな。わたしは近く滅び行くものだ。だがお前は違ちがう。お前はまだ若い。滅び行く悪魔という種に奇き跡せき的に生まれた、高位の純血悪魔だ。己の血を、力を誇ほこるがいい。わたしなどに関わってお前の力を無む駄だにするな。お前はお前の軍団を率いて魔界の王子として立ち、悪魔らしく自分の力を預けるべき陣じん営えいを選べ。わかったか」

「……わかりません」

　ルーナエはうつむき、ぽつりとつぶやいた。すかさずレクスの強い声がする。

「ルーナエ。逃げるな」

（なんだ、この、優やさしい命令は）

　爪つめで血がにじむほどに強く拳こぶしを握にぎり、ルーナエは勢いよく顔をあげた。

　やつれ、汚れてもなお恐ろしく美しいレクスの顔をにらみつけ、声を振ふり絞って叫ぶ。

「それは……そんなのは僕の台詞せりふです！」

「なんのことだ」

　ほんの少しだけレクスの目が不思議そうに光る。

　ルーナエの胸にはありとあらゆる感情が湧き上がり、猛もう烈れつに燃え上がって怒りに変わる。

　ルーナエは自分の胸に手を当て、思い切りレクスを怒ど鳴なりつけた。

「いいかげんにしてください！　あなたはどれだけ僕を見くびれば気が済むんです!?　あなたに力がない？　滅びるから放っておけ？　あなたは全然わかってない！　僕があなたの力だけに心しん酔すいしてると思ってるんですか？　冗じよう談だんじゃない、だったらとっくに見限ってますよ！」

　怒鳴っている間中、全身が震えた。怖かった。レクスを怒鳴りつけるなんて初めてだ。

　でも今は言わなくては駄だ目めだった。彼に伝えたいことがあった。何百年も、いや、もっと長い間言えなかったことがあった。今言わなくては手て遅おくれになる。

　だからどうにか声を張り上げる。

「あなたが僕のことを見ていないのなんて知っていました。あなたは僕を──違う、僕だけじゃない、他のどんな悪魔のことも、自分のことも、全然知らない。見ていない。いいですか、確かに僕はあなたの力に甘えてあなたの陣営に入ったのかもしれない。でも、その後あなたが戦う気を失って城に引きこもり始めたときも、人間界から帰ってこなくなったときも、あの女相手にばかをやっているときも、僕はあなたを少しも蔑さげすむ気にならなかった！　あきれ果てる気にも、憎にくむ気にもならなかった！」

　叫んでいる間に行き場のない激情があふれて、目ま蓋ぶたと眼球の間からぬるいものが零こぼれる。

　ぼやけた視界で、レクスが少し目を瞠みはったような気がした。

　何がなんだかよくわからないまま、ルーナエは必死に続ける。

「僕は悪魔らしくなくなっていくあなたが悲しくて、悔しくて、泣きわめきたかった、だけど……そんなあなたも、美しいと思ってた。あなたは、いつも純じゆん粋すいに自分が求めるものを見つめて変わっていくから、そんなあなたも、あなたの見つめるものも、僕には凄すごく綺き麗れいに見える」

　全部言ってしまうと、ふっと胸が軽くなった。

（そうだ。そうなんだ。認めたくなかったけど、そうなんだ。僕が魅み入いられたのはレクス様であって、《魔界の王》なら誰だれでもいいんじゃない。だからこのひとがどうなっても気持ちは揺ゆらがない。揺らげない）

　いっそ拒きよ否ひするならすればいい。それでも退く気など少しもない。ルーナエはレクスを見つめる。レクスもルーナエを見つめ返して、やがてうっすらと笑った。

「思ったより、おかしな奴だったのだな、お前は」

「ええ。あなたが思うよりは、大分おかしい奴です。だからあなたを諦あきらめません。あなたが塵ちりに戻もどって消えるまで諦めない。あなた、まだ動けるんでしょう？」

　ルーナエが喧けん嘩かじみた口調で言うと、レクスも瞳にじわりと殺気をにじませて笑った。

「ああ。それに正直──わたしもまだ、何も諦める気はない。ジャスティンが印をつけたこの身体からだも、お前たちや彼女と今まで生きてきた時間も、気に入っているからな」

　レクスの言葉に体中が熱くなり、ルーナエは頷うなずく。

　大だい丈じよう夫ぶだ。レクスはまだ戦う気だ。もちろんルーナエも。ならばきっと大丈夫。

　ルーナエはまだ空中できりきりと回り続ける《静止の輪》を指さし、少し逆回転させる。輪の魔法で、レクスを縛めていた枷かせは一気に腐ふ食しよくして崩くずれ落ちた。ルーナエは険しい顔で言う。

「──その剣を抜ぬきましょう。人造悪魔が増殖する前に、僕が取り除きます」

　探査能力に優すぐれたルーナエが集中すれば、レクスの中に今まで覚えのない魔力の気配があるのはわかった。これがきっと人造悪魔の種だ。

　微び細さいすぎるうえレクスの中にあるせいで時間魔法で種だけを操ることはできないが、ルーナエが冷静さを失いさえしなければ、直接取り除くことはできる。

　レクスはルーナエを見つめて言う。

「そうか。──ならば、やれ」

　ただ一言の肯こう定てい。その信しん頼らいが苦しいほどに嬉うれしい。

「はい」

　ルーナエは強く答え、頭の芯しんが痛むほどに魔力を研とぎ澄すました。

　そのまま、ひと思いにレクスから剣けんを引き抜く！

　同時にレクスの傷は爆ばく発はつ的てきな光を発した。視界が真っ白く塗ぬりつぶされる。ルーナエはただちに視覚を捨て、辺りの魔力だけを受け取る。

（ここだ！）

　素す早ばやく光の中に手を差しこんだ。これ以上レクスを少しも傷つけないように、ルーナエは奇跡のような正確さで彼の傷から小さな魔力の塊かたまりを引きずり出す。

　人造悪魔の種はルーナエの指の間で抵抗し、今度はルーナエの指に噛かみついた。

（──！　こいつ、今度はこの僕に取り憑つこうというのか！）

「ルーナエ、時を動かせ」

　急に響ひびいたレクスの声に、ルーナエはすぐさま《静止の輪》を止める。辺りの大気がふわりとかき混ぜられ、静止していた《槍アルマ》が一いつ斉せいに動き出した。

　一いつ匹ぴきの《槍》が凄すさまじいうなりを発してレクスに飛びかかる。レクスとルーナエはすばやく《槍》を避よけた。その瞬間、ルーナエは不意にレクスの意図を理解する。

（そうか、こういうことか！）

　絶ぜつ妙みようの間でルーナエの指を《槍》の牙きばがかすめ、赤い血の筋が宙を舞まった。同時にルーナエの指に食いついていた人造悪魔の種もちぎれ、《槍》の喉のどに転がりこむ。

　ルーナエは傷ついた指を握りこんで後ろへ飛び下がり、液体の中へ着地した《槍》は再びレクスとルーナエに飛びかかろうと体勢を整えた。ところが、すぐに変化が起こる。

　巨きよ大だいな狼おおかみ形の《槍》が真っ赤な目を瞠ってぶるぶると震ふるえだしたかと思うと、いきなりその背中から銀色の蛇へびが生えた！

　レクスは傷ついた指で長い髪かみをはねのけ、優美に微笑ほほえんで《槍》に片手を伸のべる。

　ぱちん、と高らかに指を鳴らすと、辺りにふわりとバラの香かおりが漂ただよった。

　ついで真しん紅くのバラの花びらがどこからともなく舞い落ち、レクスの身体が漆しつ黒こくの軍装に包まれる。ろくに魔力など残っていない身体で、それでも美しく液面にたたずんでレクスは囁ささやく。

「来い」

　背中から金属的な質感の蛇を生やした《槍》は、狂くるったようにうなり声をあげてレクスに向けて突とつ進しんした！

　ルーナエはそんなレクスに魅入られたまま、自分もサーベルを抜いた。

（大丈夫だ。この自信に満ちた感じ。レクス様は大丈夫だ）

　確信したルーナエは、自分に襲おそいかかってくる《槍》をサーベルで切り刻むことに集中する。

　一方のレクスは、《槍》が眼前まで迫せまった刹せつ那なに身を翻ひるがえした。

　あまりにぎりぎりでの回かい避ひに《槍》は追いつけず、そのまま頭から岩がん壁ぺきに突つっこむ。

　人造悪魔によって強化された《槍》は、岩壁にびしりと放射状のヒビを入れた。

　数瞬後、壁かべは一気に崩れ落ちる！

　どっと赤い液体が外へと流れ出し、《槍》たちはレクスたちを放って歓かん喜きのうなりをあげると、壁に開いた穴から我先にと外へ出て行った。キュリオスを主人とするとはいえ、《槍》はほとんど闘とう争そう本能しかない下級悪魔だ。自由に解き放たれれば城内は大おお騒さわぎになるだろう。

　レクスは壁に開いた穴に手をかけ、ルーナエを振り返って告げた。

「行くぞ。お前が時間魔法を使った時点で、もうキュリオスはわたしたちのことに気づいている。せいぜいかき回してから脱だつ出しゆつする」

「お供いたします」

　ルーナエは心から言って深く一礼した。

　レクスはまるで昔のような、妖よう艶えんで自信に満ちた笑えみを浮うかべて言う。

「ついてくるからには、お前に勝利を約束しよう。《廃滅のウイアード・王子ネバーモア》ルーナエ」

　ずっと聞きたかった言葉に、ルーナエは思わずほころびそうになる顔を必死に引き締しめた。レクスがその頭を軽く叩たたく。

　──その優しい手のひらは、昔はなかったものだった。







[image: ３　『屋根裏の猫』作戦]




　ノースランド首都、エルズバラ。

　ジャスティンと狼の姿のエルデンは、旧市街の建物の屋根に伏ふせて路地を見下ろしていた。

「来たぜ、嬢じようさん！」

「どこ？　あ、ほんとだ！」

　小声で囁くジャスティンの眼下を、ひとりの司祭が懸けん命めいに走ってくる。

　追っているのは、真っ白な軍服の男と、黒こく衣いを身につけた女だ。女は身体の線が出る袖そでなしのロングドレス姿だが、なぜかその顔には黒いビロウドでできた袋ふくろがかぶせられている。

　袋には金糸銀糸で魔法文字がびっしりと縫ぬい取られ、月光を受けて鈍にぶくきらめいた。

「そこまでだ、紱魔師エクソシスト！」

　白い軍服の退魔官が叫さけび、使い魔の女悪魔が軽かろやかに司祭に飛びかかろうとする。

　その瞬しゆん間かん、司祭は振ふり向きざまに銀の短たん剣けんを女悪魔に投げつけた！

　女悪魔は鮮あざやかに短剣を避け、司祭めがけて石いし畳だたみを疾しつ走そうする。

「今だよ！」

　ジャスティンが小声で叫んでエルデンにしがみつく。エルデンは低くうなって軽々と屋根から飛び降りたかと思うと、正確に女悪魔の上へ着地した！

「っ……！」

　女悪魔がくぐもった声をあげて這はいつくばり、司祭と退魔官も唖あ然ぜんとしつつ身構える。

　エルデンの上に乗っていたジャスティンはほっと息を吐はき、そこから飛び降りて大まじめに叫んだ。

「そこまでです！　この悪魔は私、ジャスティン・カーライルが取り押さえました！」

「貴様か！　その《槍》を俺の使い魔の上からどけろ！」

　退魔官はジャスティンのことを知っているのだろう、厳しい顔で歩み寄ってくる。

　けれどジャスティンは思い切りとぼけて返した。

「ええっ？　使い魔？　善良な司祭さんを襲っていたはぐれ悪魔じゃなくてですか？」

　善良な司祭さん、と言われて、様子をうかがっていた司祭があきれ顔でジャスティンを見る。退魔官はもはや顔を真っ赤にして叫んだ。

「なんだと？　おい、貴様は一体どこを見ていたんだ！　善良な司祭があんな物ぶつ騒そうなものを投げるか！　奴やつは神教会派の紱魔師だ、我々の使い魔を捕ほ獲かくして情報を取ろうとした！　大体、はぐれ悪魔はこんな魔法陣じんつきの袋などかぶらん！」

「袋ねー。邪じや魔まだよなあ。せっかくの美人が台無しだぜ。嬢さん、これって外せないの？」

　エルデンは前足でしっかり女悪魔を押さえつけたまま、彼女のかぶった袋に鼻はな面づらを押し当てて訊きく。ジャスティンはポケットから白はく墨ぼくを取り出して頷いた。

「外すだけならできるかな。やってみる。ちょっと待ってね」

「いいかげんにしろ！　退魔庁の仕事を妨ぼう害がいするなら、それは国家への反逆だぞ！」

　退魔官はついに痺しびれを切らし、腰こしから拳けん銃じゆうを抜ぬいてジャスティンと司祭のほうに向けた。ジャスティンの心臓はどきりと跳はね上がったが、とにかく両手を挙げて銃口を見み据すえる。

「そうですか？　退魔庁って、そんな権限持ってるんでしたっけ。私はそんなのまだ聞いてませんし、こっちにはこっちの仕事もあります」

　そう言って、なるべく警けい戒かいされないようにゆっくりと片手を開く。

　開かれた手のひらに載のっていたのは白墨と、金色に輝かがやくひとつの記章だった。

「──それはなんだ」

　不ふ審しんそうに訊く退魔官に、ジャスティンはここぞとばかりに言いつのる。

「私が女王陛下直々ににいただいた『悪魔関係事件に個人的に関わってよい』っていう退魔の許可証です。つまりあなたが私の仕事を妨害なさるなら、それは女王陛下への反逆ですね」

「ばかな！　そんなでたらめがあるか！」

　退魔官は苦々しく言うが、その銃口はわずかにぶれた。内心動どう揺ようしている証しよう拠こだ。

　ジャスティンはじりじりと後ろへ下がり、素早く女悪魔のかぶった袋に魔法文字を書き足した。退魔庁が使い魔を操あやつりやすくするために科した能力制限を弱めると、女悪魔は自ら物もの憂うげに袋を頭から取り去る。露あらわになった妖艶な顔に、エルデンはぴんと耳を立てた。

「おおっ！　ちょっとちょっと！　予想以上の美人さんじゃねーの！」

　叫ぶなり、エルデンは軍服をまとった人間の形に戻もどって女悪魔の手を取る。

　女悪魔もまんざらではない様子で、ゆるりと笑ってエルデンの手を取り返した。

「あら、品のない《槍アルマ》だこと。でもあたし、品がない悪魔って大好きなのよねえ」

「えっ、ほんと？　いやあ、俺たちの出会いって運命だったのかもしれねーなあ。どう？　こんな人間界なんかじゃあんたの美しさが曇くもっちまう。魔界に帰って改めてお話ししねえ？」

「あんた手引きしてくれるの？　だったら帰ってもいいわあ。あたし、人間界好きじゃないもの。無事帰れたら、お礼に遊んであげてもいいわよ」

「くっ！　ものすごっくそそられるんだけど、俺には心に誓ちかったひとがいるんだよなあ！」

「えっ、嘘うそ！　悪魔が操捧ささげてるの!?　何、それ、いいじゃない！　こっちこそますますそそられるじゃない！　あんた、詳くわしく聞かせなさいよ！」

（軽い……。悪魔って結構みんなのりが軽いよねえ）

　ジャスティンはついしみじみしてしまうが、退魔官は悲痛に叫ぶ。

「貴様ら、勝手に話を進めるな！　来い、ミセリア！」

「ちょっと待ってなさいよ、ご主人。あたしは大事なお話し中。見たらわかるでしょ？　あ、ほらほら、気をつけないとそっちのクソ紱魔師が逃にげるわよ」

　女悪魔の言う通り、この隙すきに乗じて紱魔師が脇わきの路地へと飛びこんだところだ。

　退魔官は怒いかりと動揺で真っ青になって、女悪魔と紱魔師の消えた路地を見比べる。彼は結局鋭するどい舌打ちを残すと、紱魔師のほうを追って走り出した。

　ジャスティンはほっと一息吐いて、両手を腰に当てる。

「よし、ここはこのくらいで大だい丈じよう夫ぶかな」

「退魔官から使い魔を引き剥はがして、何が『大丈夫』だ」

　不意に低い声が別の路地から響ひびき、闇やみの中から現れたのは目立たない外がい套とう姿のユリアンだ。

「定時連れん絡らくの時間だ。ジャスティン、こっちへ来い」

　合図するユリアンに、ジャスティンは頷うなずく。

「わかった。じゃあエルデン、ミセリアさんに失礼がないよう、しばらくよろしくね」

「おうよ、《灼熱の侯爵フイアス・タルカス》の名にかけて、美人を退たい屈くつさせたりはしねーって」

　格好をつけて見せるエルデンに思わず噴ふき出しながら、ジャスティンはユリアンのいる路地に飛びこんだ。すぐに足あし下もとに術者の姿を隠かくす魔法陣が描えがかれているのに気づき、ジャスティンはそれを白墨で書き換かえる。

　自分も姿を消せるようにしてから魔法陣の中に入ると、ユリアンが少し目を細めて言う。

「多少は魔法文字についても勉強したようだな」

「うん。この前退魔庁の書庫も見せてもらったし、父様にも改めて習ったんだ。それより、人間界と魔界を繋つなぐ《門》に関して、何か情報は手に入った？」

　ジャスティンは真しん剣けんな顔になってユリアンを見上げた。

　ユリアンもまた、厳しい表情で答える。

「つてのある秘密結社に接せつ触しよくしてみたが、《門》を開くのに必要と思われる魔法使いが捕とらえられた、という情報はどこからも入っていない。どうやらベネットは自分の知識だけを基もとに、ただの兵士や、へたをしたら一いつ般ぱん人も使って《門》を開くつもりらしい。そして現在、奴はエルズバラ城にいる」

　ユリアンに言われて、ジャスティンは苦しく眉まゆ根ねを寄せて空を仰あおいだ。

　建物と建物のわずかな隙すき間まから、月光に照らされたエルズバラ城の城じよう壁へきが見える。

　丘おかの上にたたずむ古い城壁の中には、鍛か冶じ屋やや厩うまや、立派な礼拝堂やその他の店まで、長い戦いくさに耐たえられるように小さな街の機能がまるごと収まっている。

「女王陛下もご一いつ緒しよかな？　昼間に見たら陛下の旗はなかったけど、すごい警備だったよ」

「ご一緒と思って間ま違ちがいなかろう。エルズバラ城が現在の陛下とベネットの拠きよ点てんであり、臨時政府であり、悪魔との戦争の司令本部となっているはずだ。ベネットは国民にはまだすべてを隠したまま、あの城から国中に命令を出している。……そのお膝ひざ元もとでこんな騒さわぎを起こしては、きみもただではすまんぞ」

　ユリアンの声には心配が混じったが、ジャスティンは軽く首を横に振った。

「大丈夫。使い魔の契けい約やく解除まではできないから、ちょっと足止めして事態を引っかき回すだけだよ。大体ここに来るときに、私、言ったよね。ここでの私の役目は、あえてベネットと女王陛下の目ざわりになることだって」

「確かにそう聞いてはいたが、やり方が派手すぎる」

　ユリアンはしぶるが、危険が嫌いやならジャスティンだって最初からこんなことはしない。

　城と学校を伯はく爵しやくに任せてわざわざ首都に出てきたのは、ここで自分にできることをしようと思ったからだ。

（私に与あたえられたほとんど唯ゆい一いつの力は──人と、悪魔との繋がり）

　心を強く持って、ジャスティンはきっぱりと言う。

「派手じゃなきゃ意味がないもの。私はこれからも、片っ端ぱしから悪魔がいそうなところに行って事態を引っかき回す。もちろん、陛下にいただいた退魔の許可証を掲かかげてね。そんなことが続いたら、さすがの陛下もベネットもたまったものじゃないでしょ？　屋根裏で猫ねこが鳴いてたら誰だれだって気になって屋根裏に上って来ちゃうのと同じ。騒ぎを起こして陛下を引っ張り出す、名付けて『屋根裏の猫』作戦だよ！」

「いい作戦名だが、ベネットなら猫を家ごと焼き殺すな」

「そ、それはそうかもしれないけど！　でも、女王陛下は違ちがうと思うんだ。一度お話ししただけだけど──私、陛下とベネットの望みがまったく一緒とは思えなくって。できればもう一度、陛下と直接お話がしたい。城へ行ったって会わせてくれるはずないけど、私のこと、無視できなくなったらひょっとして、って可能性もあると思わない？」

　熱心に続けるジャスティンに、ユリアンは小さくため息を吐いて答える。

「話、か。……確かに、陛下とベネットは思想の面では多少違いがある。搦からめ手だけで勝てる相手でもなし、きみはそれで引き続きやってみろ。俺はきみたちの起こす騒ぎを陽動に使わせてもらって、これからも《門》についての情報を集める」

「わかった。ユリアン、くれぐれも気をつけて。悪魔同士で連絡取って、また落ち合おう」

「ああ。もしもそれがままならない場合は、毎日、真夜中ちょうどにこの場所で。きみも充じゆう分ぶん気をつけろよ」

　ふたりは互たがいに頷きあい、ジャスティンが壁かべに描いた魔法陣じんを書き換える。

　間を置かず、ユリアンの姿は路地に消えた。
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　ジャスティンたちが裏路地で作戦会議をしているころ、ベネットと女王はエルズバラ城の地下にいる。

　遠い昔は地ち下か牢ろうだった場所はがらんとした大広間に改造され、多くの人々が立ち働いていた。所ところ狭せましと積まれた魔法文字が刻まれた機械の類たぐいから、あちこちで熱い蒸気が噴き出す。

　むっとする熱い空気の中、ベネットはシャツの袖そでをまくりあげて一台の機械をのぞきこんで熱心にまくしたてていた。

「ここだよ、ここ。出力が足りないのは、この歯車がうまく回ってないからだ。こんなところに魔法なんか使わなくていいよ、力が途と中ちゆうでここにとられるのがもったいないだろ。油を使いたまえ。ほら、僕が作ってあげたやつがあるだろう？　水分吸収するやつ、そう、それだ！」

「お前はそうしていると、まったくただの学生か技術者だな」

　からかうような女王の声に、ベネットは輝かんばかりの笑えみで振ふり返る。

　部下が渡わたして来た布で油まみれの手をぬぐい、彼は幸福な気分で美しい女王を見つめた。

「せっかく自分で動けるようになりましたからね。はしゃいでます。もちろん、《門》の手配と情報戦のほうもやってますよ。すべての用意は万ばん端たん。各拠点でばらして作ってあった装置を《門》建設地に届ければ、あとは現場で一晩で組み上げます。《門》の場所は軍の士官たちにも最後まで教えません。……何か不安でもおありですか？　ちょっとお顔色がよくないようですが」

「お前は有能だ。そこは信用している。ただ、どうにも私の民たみを騙だましているような気になるのが心苦しくてな。我々が何を望み、何をしているのか、まだ公おおやけにできぬとは」

　どこか物もの憂うげに言う女王に対して、ベネットはにこにこと笑い続ける。

「陛下、残念ながら民というのは愚おろかなものです。守ってやるべきですが、信用してはいけない。彼らは我々の信用に耐えられるように作られてないんですから、信用したらかえって可哀かわい想そうですよ。彼らはなーんにも考えなくていいように、僕が最適な情報開示の間を考えてますから大丈夫。彼らには全自動的に理想の王国が与えられる。気づけば楽園の住人ですよ」

「だとよいのだが。──そう言えば、聞いたか。城下でジャスティンが私の名の下もとに暴れているという」

　女王はうっすらと微笑ほほえみ、ベネットの隣となりに寄り添そう美しい小こ姓しよう、アロワの頭を撫なでながら言った。アロワが無表情で女王を見あげているのをちらと見やり、ベネットは軽く肩かたをすくめた。

「聞いてます。丈じよう夫ぶですよねえ、あの子。キュリオスにやられた傷はもう治ったんでしょうね。若いっていいなあ。いくら痛い目を見ても、まだ諦あきらめるってことを覚えられないんですねえ。あんな子にやられるうちの部下も部下ですけど、陛下のお名前を使うっていうのは気に食わない。今度何かあったらもっと丁てい寧ねいに対応するよう、うちの部下には言ってあります」

「ベネット。念のため言っておくが、ジャスティンは魔法書もレクスも失ったのだ。あまり手て荒あらなことはしてやるな。警告は必要だが、それ以上はなるべく避さけろ」

　女王の声や態度はあくまで鷹おう揚ようだが、ジャスティンの名を呼ぶときには少し情が深くなる。

（陛下はあの子のこと、お好きなんだなあ。……あれ、おかしい。僕、怒ったのか？）

　ベネットは腹の底で蠢うごめく自分の感情に気づき、内心少し首をひねった。

（もう学校のほうには嫌がらせしたのに、まだ収まらないんだから気のせいじゃない。僕は本当にジャスティンが嫌きらいなんだ。あの子も、あの子に味方する奴やつらも、全員ものすごく嫌いだ）

　自分は感情が乏とぼしいほうなのに、こんなはっきりした悪意が湧わくなんて。なんだか面おも白しろくなってきてしまって、ベネットはしあわせそうに笑う。

「陛下がそうおっしゃるなら、ジャスティンはなるべく生かしたまま使いましょう。あ、そうだ、そう言えば！　ジャスティンに飼い慣らされちゃったユリアンも、色々目めざわりな動きをしてるんですよ。どうせ連れん携けいしてるんでしょうから、彼に《門》に関する偽にせ情報でも流して他の勢力に対する攪かく乱らんに使いましょうか。うまくいったら目ざわりなものが一いつ掃そうできます。ユリアン自身にも、我々を裏切ったぶんは痛い目を見てもらわなきゃ！」

　うきうきと言うベネットに、女王はふと悲しそうな目になってつぶやいた。

「ベネット。お前はまだ、自分の魂たましいを作り上げられないのだな」

（ああ、またこの目だ。陛下は本当に、僕を哀あわれみたいんだなあ）

　でも許してあげよう、とベネットは思う。

　女王だけはベネットを哀れんでいい。女王は多くの重圧を背負って生まれた誇ほこり高いひとだ。そして最初にベネットのことを見つけてくれたひとだ。彼女は特別だ。だから彼は彼女のことは許してあげる。しあわせをあげる。

（だけどジャスティンは駄だ目めだ。陛下とよく似た魂を持ちながら、能天気にきらめいてるあの子は駄目だ。あの子自身も、あの子に救いを見いだすような奴らも、僕は絶対に許せない）

　ベネットは瞳ひとみを静かに光らせて微笑む。

「僕は自分の魂の代わりに、新しい世界を創つくります。世界の王は陛下ですが、創造主は僕だ。僕は最近思うんですよ。多分、創造主には魂は要いらないんじゃないかってね」
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「おー、いるいる。うじゃうじゃいる。一、二、三……えーっと。ちょっと数、多すぎか？」

　退魔官から引き剥はがした女悪魔とさんざんお喋しやべりした後、エルデンとジャスティンは彼女と別れて他の悪魔たちの気配を探して回っていた。

　父の知りあいだという宿で一晩過ごし、今は日の高いまっぴるまだ。

　ジャスティンは路地からエルデンと一緒に顔を出し、小さなパブの扉とびらをうかがっている。

「今回の悪魔さんたちはどれくらいの階級だかわかる？　また、退魔官の使い魔かな？」

「うーん、違うな。気配からして、人間と悪魔優位の契約を結んでる奴らだ。階級は昨日お別れしたミセリアさんより大分下だけど、人間の意識を完全に乗っ取っちゃってる『悪魔憑つき』たちだから、凶きよう暴ぼう度は上。『悪魔憑き』が集まるパブなんざ、実に品がないねえ。こりゃもう、確実に犯罪の温おん床しようだぜ」

　どこか嬉うれしそうに言うエルデンに力をもらい、ジャスティンは小さく頷うなずく。

「よし、じゃあ注意して行こう。うまくいったら悪魔たちには魔界へ帰ってもらうよう説得。犯罪の手がかりがあったら、多少手荒に注意ってことで」

「了りよう解かい。そんじゃ、この俺がエスコートいたしましょう、嬢じようさん」

　優美に差し出される腕うでに、ジャスティンは反射的にレクスの腕を思い出す。

　いつもバラの香かおりを漂ただよわせてさしのべられた腕。信じられないほど繊せん細さいな長い指。心が、身体からだが震ふるえそうになって、ジャスティンは小さく首を横に振る。

（駄だ目め駄目、今は考えちゃ駄目。気を散らしたら命取りだよ！　それに、エルデンをレクスと比べるのだって駄目だ。エルデンはエルデンで、とっても大事なひとだもの）

　ジャスティンがそっとエルデンの腕をとると、エルデンは自然にジャスティンを引き寄せた。一度だけ優やさしくジャスティンの頭を撫でてから歩いていき、強ごう引いんにパブの扉を蹴けり開ける。

「よう！　昼間っから大した面子メンツがお集まりだなあ！」

　陽気なエルデンの声に、薄うす暗ぐらい店内にいた人々がそろって振り向いた。

　カウンターにたたずんでいる男、小さなテーブルについて新聞を読んでいる老人、店の隅すみでこそこそと何か話し合っていた少女と中年女。誰だれもが瞳の奥に赤い光をちらつかせ、警けい戒かい心を剥むき出しにしてこちらを見ている。

　ジャスティンは腹に力をこめてにっこり笑い、エルデンと共にカウンターの主人のところまで進んだ。

「こんにちは。えーっと、紅茶いただけます？」

　枯かれ木みたいに瘦やせたパブの主人は、グラスを磨みがきながら無表情でジャスティンを見つめ、次にエルデンを見つめ、またジャスティンに視線を戻もどして言う。

「ここは、あんたみたいな身なりのご婦人が来る店じゃないぜ。あんた、こいつがなんだかわかってるのか？」

　こいつ、と言って指されたのはエルデンだ。ジャスティンは深く頷いて答える。

「うん。エルデンは魔界の《灼熱の侯爵フイアス・タルカス》。私の大事な友達だよ」

　灼熱の侯爵、と聞いた途と端たんに店内がざわついた。

　誰だれもがただの人間のふりをやめ、瞳をぎらつかせて腰こしを浮うかせる。

「ってことは、《魔界の王フエロノス・レクス》の部下か！　あの、元《槍アルマ》だっていう……！」

「なんの用があって来やがったんだ、ええ？　俺たちを狩かるつもりか？」
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　殺気立つ周囲に、エルデンは気楽な調子で肩をすくめた。

「別に？　俺はお前たちと違ちがって、最近品の良さで売ってんだ。必ずしも喧けん嘩かがしたいってわけじゃない。ただ、お前らがうちの嬢さんに手ぇ出したらもちろん容よう赦しやしねぇけどな？」

「私たち、悪魔と人間の共存を目指して活動中なの。みんなに、人間と仲良くしてほしいなって思ってるんだ」

　ジャスティンが言うと、辺りはしんと静まりかえる。数秒後、店内は爆ばく笑しようの渦うずに包まれた。

　笑い転げ、涙なみだ目めになった店主がカウンターにかじりついて言う。

「人間と、仲良く！　いやいや、仲良くやってるぜ、俺たちは。どんな感じかっていうと、たとえば、人間の依い頼らいを受けて他の人間をちょっと痛めつける、とかな」

「人間のほうからの依頼で!?　それは……私が謝ってもしょうがないかもだけど、ごめん！」

　勢いよく謝るジャスティンに、店主は少し怪け訝げんそうに薄うすら笑った。

「なんだあ？　何がごめんだ？　いいんだよ、嬢ちゃん。人間は弱い。俺たちはそこをついて遊ぶんだ。おかげでお互たがい楽しい。何も問題はないだろ？」

　ところがジャスティンは真しん剣けんな顔をあげて熱弁をふるう。

「だって、それで印象悪くなるのって一方的に悪魔のほうだよ？　人間は自分の手を汚よごさないのに、酷ひどいよ！　そんなことが段々積み重なっていったら、絶対そっちが損だと思う！」

「ふーん。なんだ、意外と理り屈くつだな。こっちが損、か」

　店主はジャスティンの言うことが少し気になったらしく、新しいグラスを磨きながら考え始める。ジャスティンはここぞとばかりに続けた。

「確かに人間って弱いけど、弱いぶん、ずるいところもあると思う。簡単に悪いこととか引き受けてあげる必要はないと思うんだ。人間と遊びたいならもっと安全な遊びが色々あるよ。チェスとか、ダンスとか、吹ふき矢競争とか、羽根のくっついた球体を木製のラケットで打ち合って、勝負に負けると真っ黒な絵の具で顔に呪まじないの紋もん様ようを描かかれる遊びとか」

「待て待て！　なんだかさっきから、話が段々おかしなほうへ行ってねえか？」

「おかしくないって、本当にある遊びだよ？　新年を祝うお祭りでやるんだけど、そのとき出る白いケーキが老人にとっては猛もう毒どくで、かなりの高確率で喉のどにつまるの。それでもみんな食べるのをやめないくらいに美味おいしいらしいから、私、いつか絶対挑ちよう戦せんしようと思って！」

　変な方向に盛り上がり始めたジャスティンに、周りは実に微び妙みような雰ふん囲い気きになった。

　ふざけているなら怒おこりもできるが、彼女はこのうえなく真剣だ。

「嬢さん、話、ずれてる……」

　エルデンにぽん、と肩かたを叩たたかれ、ジャスティンは何度か瞬またたく。

「そんなにずれてた？　遊びについての話だよね？　だって世界中には色んな遊びがあるんだよ。面おも白しろくない？　それに比べたら犯罪なんて、どこの国のひとだってやること一いつ緒しよだよ？」

　……それはそうか。

　うっかり『納なつ得とく』の空気が辺りに流れ、店主が曖あい昧まいな表情で頭をかいた。

「嬢ちゃん、なんか、変な子だなあ」

　そのとき不意に扉が開く音がして、ジャスティンはパブの入り口を振ふり返る。

　小さな扉の向こうには、すらりとした長身の人ひと影かげが、黒いインヴァネス・コート姿でたたずんでいた。帽ぼう子しとコートの襟えりで顔はよく見えなかったが、衣装の仕立てからして場末のパブに来るような人物には見えない。

　すかさず、店主が低い声を出す。

「貴族だな、あんた。見ての通り、ここはあんたみたいなのが来るとこじゃないぜ」

「そうなのか。しかし喉が渇かわいた。場ば違ちがいな客相手とはいえ、エールの一いつ杯ぱいくらいは出せるだろう。どうだね？」

（この声……！）

　意外な声に、ジャスティンははっとして目を瞠みはった。

　コート姿の人影は優ゆう雅がな所作で帽子を取り、コートの裾すそを揺ゆらして店内に踏ふみこむ。その全身から発せられる威い厳げんは凄すさまじく、店内の悪魔憑きたちでさえ自然に数歩後ろへ下がった。

　店内のオイルランプに照らされたその人は、長い金きん髪ぱつを背に垂らした女性だ。しかも、この国に住むものなら大たい抵てい見覚えのある美女である。彼女は薄うすい唇くちびるに微笑ほほえみを浮かべ、ジャスティンを見み据すえながらカウンターに硬こう貨かを放り投げる。

「店主、エールを半パイント。少しの間、ここで彼女と話がしたい。その間おとなしくしていれば、今だけはお前たちのことを見み逃のがしてやろう。もしも暴れようと言うのなら、外で控ひかえている退魔官どもが黙だまってはおらん」

　静かな声に誰もが気け圧おされ、店主は視線をきょろきょろさせながら浅く頷いた。

　ジャスティンはわずかに震え、感動と緊きん張ちようを握にぎりしめて囁ささやく。

「女王陛下……！」

「久しぶりだな、ジャスティン。飲み物は頼たのんでおらぬのか」

　女王は自らコートを脱ぬぎ、優美な男装をさらしながらジャスティンの隣となりに歩み寄った。

（まさか、本当に来てくださるなんて！　しかもこんなところに、おひとりで）

　信じられない思いで女王を見上げ、ジャスティンはぎこちなく笑って見せる。

「紅茶がないみたいなんです、このお店」

「ふむ。融ゆう通ずうの利きかないことだ。ならば林りん檎ごの発はつ泡ぽう酒しゆは？　あるか。ではそれを彼女に。そちらのエルデンも何か飲むか」

「こりゃありがたいことで。では陛下と同じものを」

　エルデンが満足そうに目を細めて言い、女王はカウンターに硬貨を転がす。

「最近、お前たちは色々と頑がん張ばっておるようだな。悪あく魔まを狩るわけでもなく、説得して回る、か。効果はありそうか？」

（やっぱり、ここのところの騒さわぎのせいでいらしてくださったんだ。よし、ここで言いたいことを言わなくちゃ）

　ジャスティンは気合いを入れ、慎しん重ちように言葉を選ぶ。

「全体から見れば、私の力は小さなものだと思います。やはり人間界と魔界との間に明確な決まりがなくなってしまっているのが、一番の問題なんじゃないかな、と。共存のためには、どうしても基本となる線引きが必要ですから」

　女王はジャスティンの台詞せりふにうっすらと笑い、目の前のグラスを指で弾はじいた。

「道理だな。もしも人間側がその決まりを作るとしたら、それは議会の仕事だ。ところが議会は悪魔の存在を認めてはおらん。ふむ。難しいな。──難しい話はよそう。私はお前とお喋しやべりをしに来たのだ」

（あれ、話、そらされちゃった。まじめな話はする気ないっていうこと？）

　ジャスティンは戸と惑まどうが、どちらにせよジャスティンの目的は女王の真意を確かめ、できれば『アヴァロン計画』を断念してもらうことだ。そのために努力し続けるしかない。

　美しい横顔をさらす女王をじっと見つめて、ジャスティンは言う。

「私も、陛下のお話が聞きたいです。陛下が今、何をお感じになって、何をなさりたいと思っているのか」

「なるほど？　しかしまずはお前の話からだ。ジャスティン、お前が人間と悪魔の共存を目指すのは、やはりレクスのためか？　お前は、彼をどのように思っているのだね？」

　真意を見せない硬こう質しつな笑え顔がおで、女王はジャスティンに聞き返した。

　レクスの名前が出るだけで、ジャスティンの心臓は鼓こ動どうを速くする。胸の奥ににじみ始めた痛みを噛かみしめながら、ジャスティンはどうにか声を震ふるわせないように囁いた。

「私は、レクスのこと、愛しています」

「愛か」

　女王は少し意外そうな声を出し、はっきりとジャスティンのほうへ視線を向ける。

　ジャスティンは懸けん命めいにカウンターの縁を握りしめ、その木目を見つめて続けた。

「はい。だから、レクスと一緒に居たい。でも、必ずしもそのために悪魔と人間の共存を目指してるかって言われたら、ちょっと違うとも思うんです」

「難しい事情のようだな。言ってごらん」

　優やさしくうながされ、ジャスティンはどうにか視線を上げた。女王の目を見つめ、自分の思う、本当のところをどうにか言葉にしようとする。

「あの。傲ごう慢まんかもしれないんですけど──ふたりで一緒に居たいだけなら、私たち、いつだってそうできたと思うんです。『私を連れて逃にげて』って言えば、多分レクスはそうしてくれた。私たちを非難するようなひとたちや悪魔たちから逃げて、ふたりだけでどこまでも旅をすることならきっとできたと思うし、それはそれで……凄すごく、しあわせだったと思うんです」

　喋っているうちにどんどん自分の気持ちがはっきりしてきて、ジャスティンはなんだか暗い穴を覗のぞいているような気分になる。

　ひとを好きになるのは怖こわい。ひとを愛するのは怖い。

　ひとを愛したら、そのぶん心は不自由になっていく。簡単にしあわせになる方法を選んでしまいたくなる。たったふたりで、ずっとふたりで、他のひとたちなんかどうでもいい。

　そんなふうに思ってしまいたくなる。そうでもしないと、辛つらくてたまらないから。

　繋つないだ手がいつほどけてしまうかに怯おびえて抱だき合ってみても、体が溶とけあうことなんかない。だからその不安をどうにか埋うめたくなってしまう。

　ジャスティンはレクスの美しい指を、悲しい目を思い出しながら、ひとつひとつ告げる。

「でも、しあわせって一体何かな、って考えたら、なんだかふたりで逃げるのって違ちがう、って思って。好きなひとと一緒にいるのは、それはもうものすごいしあわせで。でも、すべてから逃げ始めちゃったら、いつも心がひりひりするばっかりのような気がするんです。たとえばものすごい迫はく力りよくで砂さ漠ばくの果てに沈しずむ夕日を見ていつの間にか泣いてる自分に気づいたり、長い冬の間に家の暖だん炉ろの前で、くだらない思い出話をしている間に眠ねむくなったり、そういうしあわせは逃げていっちゃう気がする。──そういうのって多分、人間だからこそ味わえるしあわせで、まだレクスが知らないしあわせだから。私はまだ、そういうものを諦あきらめたくなくて」

（うう、なんだかぐちゃぐちゃだ。何言ってるんだろ、私）

　言えば言うほど言いたいことが逃げていくようで、ジャスティンはもどかしく唇を噛む。

　しかし、女王はそんな彼女をじっと見つめていた。

　笑みの消えた顔で動きを止め、女王はやがてゆっくりと言う。

「──なるほど。お前が望むのは、愛する者の魂たましいの救済か」

「そっ、そんなご大層なことじゃありません！　私、ただの小こ娘むすめだし！」

　大おお慌あわてでぶんぶん首を振ると、やっと女王の顔に微笑みが戻もどる。

　どことなく悲しい笑みを浮うかべて、女王はカウンターに肘ひじをついて答えた。

「なんとはなしにわかったよ。レクスや他の悪魔たちが、どのようにお前を見ているか。お前を憎にくむ者もいるだろう。そして、魅み入いられる者もいるだろう。おそらく、古来ひとと悪魔はお前のような者を天使、あるいは魔女と呼んだのだ。愛の力ひとつで、ひとにも悪魔にも手を伸のべる者。その力はいかなる権力や暴力をもってしても、完全に奪うばうことはできないものだ」

「て、天使っ！　ないです、ないない！　本当に、私はそんなものじゃないです。趣しゆ味みは変だし、非力だし。……そんなものになれたらどんなにいいだろうな、とは、思いますけど」

（そうだよ。天使みたいでいられたらどんなにいいだろう。欲よくがなくて、ひたすらに他人のことを考えて、みんなに手をさしのべる力があって。そんなふうなら純じゆん粋すいに生きていけるよね）

　でもジャスティンはただの女の子だ。

　身体からだも心もすぐに弱るし、世の中は知らないこと、わからないことだらけだ。

（でも、もし、もしだよ。もしも……私なんかが好きなひとの魂を救えるなら）

　そんなことができるなら死んでもいい。心の芯しんが震えて、ジャスティンはぎゅっと目をつむる。闇やみの中で、女王の夢みるような声が囁いた。

「そうだな。私は、お前のようになりたかったよ」

　女王の声に何かを感じ取り、ジャスティンは目を見開いた。

　けれどそのときには、もう女王はごく平然とした顔で話し始めている。

「ではお返しに、ベネットの話をしてやろうか。彼はな、初めて会った時、ものすごく目つきの悪い子供だったのだ。なのにいつでもにこにこして大人に話を合わせていて、一目で性格が最悪の奴やつだな！　とわかったよ。当時の私はとても腹を立てた。何しろ彼は見た目も悪くないし、生まれは最高だし、頭はずばぬけて良かった。ぜひ片かた腕うでになってもらいたいような人材なのに、なぜか妙みようにいじけている。ばかな、誇ほこりを持て！　私のために胸を張って生きろ！　そう言ってやったのだ。彼は随ずい分ぶん驚おどろいていたが、結局私に懐なついてくれた。……あれは嬉うれしかったな。私も、心を許せる味方が多いほうではないからね」

「そんなことがあったんですか！　なんだかあのベネットさんに子供時代があったっていうだけでびっくりです」

　思わず本音を漏もらしたジャスティンに、女王は小さく笑って頷うなずく。

「確かに子供のころから子供らしくない子ではあった。ベネットの魂は欠けているのだ。可哀かわい想そうに、頭がよすぎるせいで自分がどんな人間かわからなくなっている。自分が何を望み、何をしあわせと思うのか、ベネットにはわかっておらん。……私は、彼にそういうものを与あたえてやりたかった。だから命じたのだ。『私の望みを己おのれの望みとし、私のしあわせを己のしあわせとせよ』と。彼は喜んでくれた。それはもう生き生きとし始めた」

（そんなことが言えるなんて、やっぱりこの方は凄いひとだ。凄いけど──大変だろうな。ひとの人生をまるごと背負っちゃうなんて）

　自分にはとてもではないけれどできそうになくて、ジャスティンは少し心配に思って女王を見つめる。女王はふと物もの憂うげに瞬またたくと、穏おだやかに言った。

「しかし、今になって思う。私たちは、ふたりで手に手を取って逃げ出しただけなのかもしれん。調和を捨て、力を取り、ひたすらに私たちを批判する人間たちから逃げる旅を始めてしまったのかもな」

「それは──」

　ジャスティンは絶句した。女王はとんでもないことを言っている。とんでもなく問題のある、おそらくは本音を言っている。

（やっぱり『アヴァロン計画』は、陛下とベネットがふたりで立てた計画なんだ。周りに反発して、自分たちを守るために強大な力を手に入れるための計画だったんだ。そして、陛下はそのことを後こう悔かいなさってる！）

　何かを言わなくては、とジャスティンが焦あせっている間に、女王はポケットから懐かい中ちゆう時計を取り出す。

「そろそろ時間だ。ではな、ジャスティン。よいひとときだった」

　そう言うと、女王は有う無むを言わせないきっぱりとした所作でカウンターから離はなれた。

　ジャスティンは懸命に叫さけぶ。

「陛下！　まだ、何も手て遅おくれなんかにはなっていません。私は非力ですが、まだ、愛を振ふりかざしていきます。陛下にはもっと明らかなお力があるはず！　陛下……」

　追いすがってくるジャスティンの声に、女王は軽く片手を上げただけでパブから出て行く。

　ジャスティンは何歩かその後を追ったが、目の前で扉とびらは閉じてしまった。

　ついてきたエルデンが、扉に触ふれて少し眉まゆ根ねを寄せる。

「外に山ほど退たい魔ま官かんがいる。蹴け散ちらして女王を追うか？」

「ううん。そんなことしたら駄だ目めだ。多分、言えることは言ったよ」

　ジャスティンは自分に言い聞かせるように言って、少し肩かたを落とした。

（これでどのくらい陛下に気持ちが伝わったかはわからない。でも……今は、信じなきゃ）

「そっか。まあ、嬢じようさんがそれでいいなら──ん？」

　ジャスティンを見つめてつぶやいていたエルデンが、不意に宙を仰あおいだ。

　直後、ジャスティンの頭の中にエルデンの言葉が響ひびく。

『嬢さん。ユリアンの使い魔から伝言だ。門が開きそうな場所がわかったらしい』

『……！　ほんと？　どこなの？』

　気持ちを切り替かえて、ジャスティンも頭の中で聞き返した。

　エルデンは一言一句間ま違ちがわないように、慎しん重ちように伝えてくる。

『ノースランド北部地方。魔女の輪、って呼ばれる環かん状じよう列石のあるところだ』
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「ノースランドの荒こう野やの果て、ランズ・エンドか。私もここまで来るのは初めて」

　まだ春は早く、ノースランド高地地方の荒野は見み渡わたす限かぎり灰色だ。

　ヒースの茂しげみがぽつぽつあるだけの荒野には、はるか古い時代の砦とりでや、不思議な巨きよ石せきの跡あとが残る。ジャスティンたちはそんなうち捨てられた砦のひとつにいた。

　ジャスティンは動きやすい男装で、エルデンはいつもの軍服姿で、崩くずれた石組みの陰かげで風をしのいでいる。

「この辺りは住むのは大変なんだけど、父様が言うには魔法的にはとってもありがたい地形なんだって。ひとが少ないのもあって、土や大気の力が一定して決まった方向に流れてる。だから昔から、魔法を使う人間はここに大きな儀ぎ式しき場を造った。そのひとつが『魔女の輪』だよ」

　風が吹ふきすさぶ荒野での体感温度は低く、ジャスティンは小さく縮こまって言った。

　エルデンはジャスティンに触れるか触れないかの位置に身を寄せてしゃがみこみ、曇どん天てんを見上げて言う。

「ベネットはあえてこういうとこを選んだってこったろーなあ。今回は魔法が使えない人間を大量に魔界に輸送するわけだろ？」

「うん。そんな魔法なんて元々ないみたいだから、ベネットは新しく魔法を開発したんだと思う。魔法使いの人数をそろえるんじゃなくてこの場の力を借りる方向で、もっと機械的に術を発動させるつもりなんじゃないかなあ」

「確かに。こんな荒あれ野だってーのに、あっちこっちから鉄の臭においがするからな。その機械的な何か、ってやつを隠かくしてる雰ふん囲い気きばりばりだぜ。……あれ？　つーか、そういうの全部俺が燃やしちゃったら楽なんじゃね？」

　ふと思いついたように手を叩たたくエルデンに、ジャスティンは小さくため息を吐ついて訊きいた。

「そんなに正確に部品がある場所、わかるんだっけ？　エルデン」

「わかんない。……でも、荒野全部丸焼けにしちまえばよくない？」

「駄目に決まってるでしょ、そんなの！」

　小声で怒ど鳴なりつけながらも、少し緊きん張ちようがほぐれてジャスティンは微笑ほほえむ。

（こんなとき探査が得意なルーナエがいたら──って、これも禁句か。ルーナエはレクスを探してくれてるはずなんだもの。それはかえって心強いよ。ここは私たちで頑がん張ばらなきゃ。何しろ父様まで引っ張り出しちゃったわけだし）

　ジャスティンとしては学校を空けるのは気がかりだったのだが、今回は《門》の解放を防ぐという大作戦だ。ユリアンは引き続き首都に残っているため、『もう少し時間があったらわたしのつてで霊れい視しができるひとを連れてこられたかもしれないんだがね』などと言いながら伯はく爵しやく本人が駆かけつけてくれた。今は他の砦とりで跡あとで色々な準備をしているはずだ。

「とにかく、今回は父様と私が立てた作戦でどうにか頑張ろう」

　ジャスティンは言い、ポケットから父にもらった金属製のお守りを取り出した。

　三角をふたつ重ねた形の隙すき間まから荒れ野の向こうを見渡すと、地面に無数の光の筋が走っているのが見える。光る小川のように見える筋の一本は、複雑に蛇だ行こうしながらジャスティンたちの潜ひそむ古い砦のところまで続いていた。

（これが、悪魔の見ている視界か。世界って、色んな力に満ちてるんだな）

　ジャスティンは地中に走る光を目でなぞり、慎重に告げる。

「もう一回確かく認にんね。《門》を開けるための術が始まったときに、ここからエルデンの力を増ぞう幅ふくさせて流しこんで、《門》を不安定にする。元々《門》は安定したものじゃないらしいから、肝かん心じんなときに不安定になったらそのままつぶれてしまうはず。それでいいよね？」

「はいはい、大だい丈じよう夫ぶ。俺はいつでも嬢さんのためなら全力で頑張りますよ。その代わり増幅系の魔法陣じんはよろしくね？」

　目を細めて嬉うれしそうに言うエルデンに、ジャスティンも緊張しながら少し笑って頷く。

「もちろん！　この周りの私たちを隠してる魔法陣も、ほとんど私が描かいたんだもん。任せといて」

「こりゃ頼たのもしいなあ。ついでに全部うまくいったらご褒ほう美びくれる、なーんてことになったら、俺、もっと頑張っちゃうんだけど？」

「ほんと？　ご褒美ってキスでいいんだっけ？」

　そう言えば頬ほおにキスしてくれと言われたことがあったっけ、と思って聞き返すと、いきなりジャスティンたちが風よけに使っていた石組みの向こうから伯爵が顔を出した。

「ジャスティン！」

「うわっ！　何、何、父様！　いつからそこにいたの？」

「さっきだよ、向こうに魔法陣を仕こむのが終わったから、いや、この際そんなのはどうでもいい。ジャスティン。そのキ──なんとか、というのは、一体なんのことだね？」

　妙みように白い顔でぎこちなく笑う伯爵に、ジャスティンは何度か瞬またたく。

「キスだよ、父様。おやすみのキスみたいなやつ。エルデンは家族みたいなもんだから、それくらいしてあげても普ふ通つうだよね？」

　念のためのつもりで訊くと、伯爵はのっぺりとした笑えみを顔に貼はりつけてまくしたてる。

「普通じゃありません駄目です父さん許しません」

「ええ!?　そうなの？　ひょっとして父様……悪魔との結けつ婚こんは許さない派？」

　ひやっとしてジャスティンが真しん剣けんに訊たずねると、今度は伯爵が笑顔のまま真っ青になった。彼は崩れかけた砦の石組みに寄りかかりつつ、ついに真顔になって声をあげる。

「けっ……こ……ん……ちょ、ちょっと待ってジャスティン、まさかレクスとはそういうところまで話が進んでるのかい？　あのね、確かに父さんレクスとは話したことがあるよ？　さすがに《王》位は品があるなあとかも思ったけど、でもね、結婚となると家同士の話でね！」

「レクスは家族いないって。だから家族を作ってあげたくて」

「だからってお前自らがやらなくてもいいんじゃないかなあ、お前が！」

「でも父様、私、ファーストキスからして父様の書しよ斎さいでレクスにあげちゃってるし……」

「………………！」

　ファーストキス、の一言で、伯爵はへなへなとその場にしゃがみこんでしまった。

　ジャスティンは慌あわてて自分もしゃがみ、父親の顔をのぞきこむ。

「ちょっと、父様？　あれは父様も責任あるんだからね。ちゃんと魔法書を管理しないから、レクスが適当に歩き回ってたんじゃない！」

「そうかあ……そうだったのかあ。なんかね、不思議に思ってたんだよ。いつの間にかレクスがきみのことを気に入ってるようなことをぽろぽろ漏もらすもんだから、いつ会ったのかなあ、なんて思いつつも、ならば安心かなあと思ってきみに魔法書を預けちゃったんだ。そうかあ。わたしが自分で自分の首をしめてしまったわけか。悲しいな……人生は悲しい！」

（なんだかなあ。勝手にわけわかんない世界に突とつ入にゆうし始めちゃった。まあ、今は結婚だなんだ以前に、レクスを助けられるかどうかも怪あやしいとこなわけだけど）

　ジャスティンが途と方ほうに暮れていると、一部始終を興味深げに観察していたエルデンが軽かろやかに言う。

「おっもしれぇなー、この謎なぞ反応。でもまあ、これがいわゆる人間の父親ってやつだわなあ。ただ、あえて言わせていただきますと、まだ嬢じようさんは純潔──へぶっ！」

　ジャスティンは起き上がりざまエルデンの顎あごに拳こぶしを見み舞まい、真っ赤になってそっぽを向いた。

「要いらないこと言わなくていいの！……っ、そんなこと言ってるうちに、何か来たよ！」

　あらぬ方角を向いたひょうしに、ジャスティンの目には荷馬車の列が飛びこんできた。

　伯爵とエルデンもすぐに立ち直って、ジャスティンの横から石組みの上へ顔を出して様子をうかがう。荒れ野を行く荷馬車の歩みはいかにも重々しく、運ぶ荷の重量を想像させた。

「ばらばらに隠してた荷物を一気に集めてるみてーだな。こうしてみると、結構な量だぜ」

　エルデンの言葉に、ジャスティンは頷うなずく。

「このまま今晩中には組み上げそうな勢いだね。こそこそしちゃって、一体何を警けい戒かいしてるんだろ？　あくまで一いつ般ぱん人には秘密にことを運ぶつもりかな」

「説明はしづらいだろうからね。──ごらん。ジャスティン。我々の国の兵士たちだ」

　伯爵の声が暗くなり、ジャスティンははっとして視線を馬車の列の後ろへやる。

　そこには確かに、しっかりと縦隊を作って歩行でやってくる兵士たちの姿があった。

（本当だ。連合王国の軍服。これ、本当に……戦争なんだ）

　そう思うと、かつてない異様な感覚で肌はだが粟あわ立だち、かすかな眩暈めまいがした。

（しっかりしなきゃ。気け圧おされないで、混乱しないで。やり直しは、きかないんだから）

　そっと深呼吸をして、エルデンのほうを見る。

「エルデン、引き続き、周りの様子見ててくれる？」

「おうよ。目で鼻で、異常がないか確認しとくぜ」

「ありがと。じゃあ、父様。魔法陣のほう、始めよう」

「おおせの通り。慎しん重ちようにやろう」

　伯爵は持ってきた布ぬの袋ぶくろの中から一冊の古い筆記帳を取り出し、風を避よけてそのページを繰くる。ジャスティンは砦とりでの隅すみに隠していた白いペンキ缶かんを引っ張り出して蓋ふたを開けた。

「では、まず土の力を定義し、引き入れる模様だ。次にそれを増幅する仕組みをつける」

　ジャスティンは伯爵の言葉を聞き逃のがさないように耳を澄すまし、わからないところはひとつひとつ訊きながら、ふたりで古い砦の地面に魔法陣を描き出す。

　慎重に魔法文字を組み上げていくうちにどんどん日は陰かげってきて、辺りは真の闇やみに包まれた。魔法陣を描いている白ペンキだけがうっすらと光る中、不意に見張りをしていたエルデンが声をかけてくる。

「手が空いたならちょっと見てみろよ、ジャスティン。──すげぇ見み物ものだぜ」

「見物って、どんな……？」

　興味を惹ひかれてジャスティンが顔をあげると、夜空の一角が不自然に光っているのが見えた。ぎょっとして立ち上がってエルデンのいる石壁のところまで行ってみると、その光の下にあるものが見えてくる。

　遠く、幾いくつも連なる丘おかの向こうに見える環かん状じよう列石。

　輪を描えがいてたたずむテーブルのように組まれた巨きよ石せきが、すべてぼんやりと発光している。その光のおかげで、丘の麓ふもとが馬車やひとで埋うまっていることや、列石の周りに様々な機械らしきものが設置されているのも見てとることができた。

（もうすぐ、門が開くんだ。レクスのいる、魔ま界かいへ繋つながる門が）

　そこへ、伯爵の抑おさえた声が飛んだ。

「ジャスティン、もう時間がない！　こっちへ来て、何か魔法陣に不備があったときのために待機してくれ」

「わかった！　エルデンも、そろそろこっちでお願い」

「おうよ。力の見せ所ってこったな！」

　エルデンは気楽を装って言い、軽やかに巨大な狼おおかみの姿に変わる。彼がぶるりと全身を震ふるわせると、朱しゆ金きんの毛並みが端はしから波打って、まるで炎ほのおが燃え立ったかのように見えた。

　エルデンはそのままジャスティンたちが描いた魔法陣の真ん中に跳とび乗り、燃える金の瞳ひとみで丘の上の環状列石を睨にらむ。

「来るぞ。あと三十、二十九、二十八……」

　伯爵は丘の上ではなく、あくまで魔法陣と懐かい中ちゆう時計を見比べて数を数える。ひりひりするほどの緊きん張ちようが辺りを包み、お守りの隙間から辺りを見つめるジャスティンの肌を刺し激げきした。

（大だい丈じよう夫ぶ、落ち着いて。何かあったらすぐに対応できるように、目だけはしっかり見開いて）

「五、四……三、二、一！」

　伯爵が低く告げた瞬しゆん間かん、環状列石に閃せん光こうが走った。雷かみなりとしか思えない閃光が辺りを覆おおい、大地に走った光の筋も激しく発光する。

　次の瞬間には、大地の筋から光がたぎる溶よう岩がんのように環状列石のほうへと流れ始めた。

「行くぜ！」

　エルデンがうなり、彼の全身はどっと炎を吹ふく！

　すかさず低く伏ふせたジャスティンの頬を高熱の風がかすめ、朱金の炎は夜空を焦こがした。

　エルデンの輪りん郭かくを消し飛ばすほどの業ごう火かは、しばらく燃えたった後にするすると足あし下もとの魔法陣じんに吸収されていく。エルデンの炎は魔法陣で増ぞう幅ふくされ、朱金色の力となって地を走る！

（行った……！）

　ジャスティンは必死に炎の行方ゆくえを見守るが、伯はく爵しやくはいきなり色をなくして顔をあげた。

「駄だ目めだ、勘かんづかれた！　避けろ、エルデン！」

　伯爵が言い終えるかいなかの瞬間に、エルデンは素す早ばやく魔法陣から飛び退のく。

　一いつ瞬しゆん後に魔法陣は、ばちん！　と凄すさまじい電でん撃げきを発した。

「っ……痛っ……！」

　電撃に少しも触ふれなかったジャスティンですら、肌に鋭するどい痛みを感じる。

　大気に何かが焼やけ焦げた臭においが混じった。

「ちっ！　ふざけた真似まねしやがって！」

　エルデンはうなりながらジャスティンをかばうように立ち、魔法陣を睨む。

　数秒の間を置き、魔法陣の中からは真っ黒な影かげが立ち上がる！　のろりと立ち上がった影は身体からだを一ひと振ふりすると額に魔法陣を描いた黒くろ豹ひようの姿に変わり、エルデンめがけて跳ちよう躍やくした！

　エルデンは素早く身を翻ひるがえし、逆に豹の首筋に鋭い牙きばを突つき立てる。

　そのまま音もなく踏ふみこむと、エルデンの牙の間からは炎が噴ふき出した。喉のどを灼やかれた豹が人間のような悲鳴をあげるのを、エルデンは容よう赦しやなく振ふり回して崩くずれた石壁に叩たたきつける。

　直後、今度は冷れい徹てつな人間の男の声が辺りに響ひびいた。

「そこまでだ、ネズミども！　おとなしくしろ！」

（何？　誰だれ!?）

　伯爵と一いつ緒しよに大きな石の傍そばにいたジャスティンが、慌てて辺りを見み渡わたす。

　気づけば、さっきまで影も形もなかった兵士たちがジャスティンたちのいる古い砦を取り囲んでいた。中には白い軍服の退魔官の姿もある。

　無数の銃じゆう口こうが自分たちに向けられているのを知り、ジャスティンは震える唇くちびるを開いた。

「エルデン……止まって！」

　エルデンは燃える瞳でジャスティンを見つめたが、豹から牙を外さないままぴたりと動きを止める。

（エルデン、いい？　ここで暴れたら、絶対にたくさん死傷者が出る！　それは駄目だよ。今はどうにか生き残って、もう一度機会をうかがうしかない）

　ジャスティンが懸けん命めいに頭の中で念じたことが通じたのか、エルデンは一度だけ瞬またたきをした。

　一方隊長らしき男が険しい顔で合図をすると、靴くつ音おとも高く駆かけ寄ってきた兵士たちがジャスティンと伯爵を捕とらえる。

「──っ……！」

　腕うでをねじりあげられ、思わずジャスティンの口から苦鳴が漏もれた。

　肩かたから痛みが頭の天てつ辺ぺんまで抜ぬけてきて、全身が痺しびれる。それ以上に心臓が恐きよう怖ふで震え、膝ひざが崩れそうだった。兵士たちの緊張した面おも持もちと、固い音を立てる武器が視界にちらつく。

（どうなるんだろう。どうにかなるのかな。いや、どうにかしなくちゃ駄目なんだけど）

　すぐに殺されなかったぶん、希望はあるのかもしれない。でも楽観視なんてとてもじゃないけどできない状じよう況きようだった。

　ジャスティンはそのまま引きずるように歩かされ、環状列石の近くにいる将校の前まで連れて行かれる。将校はジャスティンを頭の先からつま先さきまで眺ながめてから、険しい口調で訊きいた。

「お前は、ジャスティン・カーライルか」

「……はい、そうです」

　ジャスティンがうっすらと冷たい汗あせをかいていると、隊長は意外なことを口にする。

「女王陛下の命令だ、命だけは助けてやる。だが、おかしなことは考えるなよ」

「陛下……？　陛下が、私のことをおっしゃってたんですか？　あの、陛下は今……」

「無む駄だ口ぐちは叩くな！」

　隊長が𠮟しつ咤たし、ジャスティンの頬ほおに鋭い痛みと衝しよう撃げきが弾はじける。

　叩かれたんだ、と思ってすぐに、ジャスティンは強く念じる。

（エルデン！　動いちゃ駄目だからね！）

　ぐるる、と低い怨えん嗟さに満ちたうなりが上がっているのを感じながら、ジャスティンは馬車のほうへと引きずられ始めた。よろめき歩きながら、ジャスティンは丘の上を振り返る。

　今や環状列石の辺りは、夜明けと見み間ま違ちがうほどに明るかった。列石は宝石でできているかのように輝かがやき、その中央に圧あつ倒とう的てきな光の柱が出現している。先ほど爆ばく発はつしたように見えた光のほとんどがそこに留とどまり、天にまで届いているのだ。

　その光はやがてゆるゆると歪ゆがみ始めたかと思うと、渦うずを巻いて円形へと凝こっていく。

　円の中央から獣けもののうなる声が聞こえた気がして、ジャスティンは思わず目を瞠みはった。

（今聞こえたの、悪魔の声？　それとも、人間界とは違う風の音？）

　まるでジャスティンの疑問に応こたえるかのように、宙に浮ういた円の奥にちらちらと何かの影が映り始めた。それは真っ赤な空だ。吹きすさぶ風にちぎれる雲だ。どこまでも続く岩砂さ漠ばくだ。

　いつかレクスたちに聞いたような、不毛の魔界だ。

（門が開く──！　レクス！）

　禍まが々まがしいはずの光景に目を奪うばわれ、ジャスティンは震えた。

　周りの兵士たちも緊張して《門》を凝ぎよう視ししているのがわかる。間違いない。

　あれがレクスのいるところだ。走って行けばきっと手が届く。声が届く。

　でも、そんなことはできない。

　もう数百メートルほどの距きよ離りに彼がいるかもしれないのに、届かない。

　だからジャスティンは、懸命に心で叫さけんだ。

（レクス、私、ここだよ。ここにいる！　だからあなたも、私を呼んで！）




　　　　[image: くぎり]




　ジャスティンたちが人間界側で《門》の様子をうかがっていたころ、魔界では。

「それにしてもきりがないな」

「まったく、身の程ほど知らずが多いものです」

　赤黒い荒こう野やに針のようにたたずむ奇き岩がんの天辺。ほんのハンカチ一枚程度の場所に、レクスとルーナエは背中合わせで立っている。眩暈めまいがするような高さの奇岩の足下には、今までレクスたちに挑いどんで倒たおされた雑ざ魚こ悪魔の屍しかばねが砂じや利りのように積み重なっていた。

「魔力が弱まったと知った途と端たんに、雑魚でもわたしに向かってくるのはどういうことだ？　奴やつらはわたしが今まで戦ってきた時間を、まるで考えに入れていないのか」

　静かに囁ささやいてレクスが自分の唇に触れると、背後でルーナエが少し笑った気配があった。

「そうやってまた、人間みたいなことをおっしゃる。そもそもが長命すぎる悪魔は、人間ほど『経験』というものを大事にはしないものでしょう？」

「そう言われればそうか。──お前に説教されるようになったら、わたしも終わりだ」

　レクスも笑って言う。もちろん本心からそんなことを思ってはいなかった。

（不思議なものだ。ルーナエはずっと同じルーナエなのに、初めて奴が何を考え、どう動くかがわかる気がする）

　たとえ部下であろうとも、誰かが傍にいて気が楽だというのは新しん鮮せんな感覚だった。

　そんな存在はジャスティンだけなのだろうと思っていたのに、どうやら違うらしい。

　彼女が与あたえてくれたのは鍵かぎのようなもので、レクスが扉とびらを開ける意志さえ持てば、惜おしげもなく新たな世界を与えてくれるものだったのだ。

（だとしたら、何かに飽あきている暇ひまなどないな）

　胸に湧わき立つ不思議な感情を少しもてあましながら、それでもレクスはじっと魔ま界かいの風景を見つめる。見み飽あきたと思っていた景色だが、なぜか全てが心に染しみた。

　荒野しかない魔界。しかし、その無む駄だなものがないところがいい。あまりにも厳しいところがいい。──熱い風が吹いている。これが自分の生まれた世界だ。

　高速で吹き飛ばされる雲の下、ルーナエが奇岩の向こうの平原を指さした。

「僕の探査によれば、人間との最初の戦場はここになると思われます。人間界側からの干かん渉しようが現在もっとも強く、キュリオスの部下の中でも強力なものの気配が多く潜ひそんでいますので」

（人間側が選んだ戦場がここ、ということか。あまりにも起き伏ふくのない大平原だ。攻こう撃げき力が高い悪魔が素す直なおに勝ってしまいそうだが……人間にも何か考えがあるのだろうな）

　レクスは考えながら緩ゆるやかに告げる。

「人間と悪魔との戦いくさ──ジャスティンならば何がなんでも調停しろと言ってくるのだろうが、そう簡単にはいかん。まずは門を閉じてしまうことだな。双そう方ほうの出鼻をくじいて心の隙すきを作らねば、調停の可能性などゼロ以下だ」

　そのとき、不意にルーナエの身体からだが緊きん張ちようしたのがわかった。

「レクス様、後ろです！」

　ルーナエの叫びが聞こえるより一いつ瞬しゆん前に、レクスは奇岩を蹴けって跳とび上がる。

　ルーナエも飛び退のき、直後に奇岩は粉々に砕くだけた。

　レクスは少し離はなれた奇岩の天辺にひらりと舞まい降り、突とつ如じよ出現した強大な気配に向き合う。

　馴な染じんだ気配に腹の底から興奮が這はい上がってきた。

　自然に唇が甘い笑えみを含ふくむ。懐なつかしい。嬉うれしい。浮き立つ。心がちっとも落ち着かない。

　激しい愛に近いのに、まったく優やさしくないこの感覚は──憎にくしみだ。

「キュリオス」

　刻むように名を呼ぶと、別の奇岩の上にたたずんだキュリオスが目を細めて笑った。

「レクス。そのままで逃にげ出すとは、随ずい分ぶん血迷ったものだね。今の身体では、けしてわたしに勝てはしないよ。せめてわたしの与えた人造悪魔を受け入れれば別だったかもしれないが」

「人造悪魔か」

　小さく囁き、レクスはくすくすと笑い出した。

　レクスが声を出して笑うという珍めずらしい事態に、ルーナエはもちろん、キュリオスもわずかに目を見開く。けれどレクスは笑わずにはいられなかった。

　実に楽しい。そしてあまりにもばかばかしい。沸ふつ騰とうする憎しみが指の先まで満ちてくる。

　やっとキュリオスの心の底が見えたような気がする。なぜかいつもレクスを殺しきれないキュリオス。だからといってレクスを放ってもおけない。見捨てられもしない。

　レクスはひとしきり笑った後、このうえなく優しく目を細めて告げる。

「憐あわれだ、キュリオス。お前が憐れでたまらない。可哀かわい想そうに……人造悪魔などという玩がん具ぐのために人間に使われ、このようなばかばかしい戦を起こすのはなんのためだ？　面めん倒どうだとは思わないのか？　わたしの崩くずれかけた身体などとっとと食い尽つくしてしまえばいいのだ。そうすれば全てが終わる。そうだろう？──だが、お前にはできない。絶対にな」

　睦むつ言ごとのように告げられる侮ぶ辱じよくの言葉にキュリオスはみるみる色をなくし、無表情に囁いた。

「まだわからないのだね、レクス。わたしが欲しいのは、わたしに匹ひつ敵てきするお前の力だよ。身体など、すべて造りかえてしまってもかまわない。それでお前の力と、美しさが戻もどってくるのならそれでいい。今のお前は本当に醜みにくいのだよ。容易たやすく死を与えるのも忌いま々いましいほどに」

　すべてを呪のろうような声はどこかぎこちなく、レクスはそっと目を細める。

　キュリオスを言葉で抱だきしめるように、レクスは言う。

「わたしはお前の絶望を知っているよ。お前は怯おびえている。その怯えは、死よりも深い。そうだろう？　キュリオス。お前が恐おそれているのは、わたしが滅ほろびた後、たったひとりで生き残ることだ。魔界で最強となってしまうことだ。誰もお前を殺せなくなることだ」

　レクスの言葉が神こう々ごうしいほどに慈じ悲ひ深ぶかく響ひびいた瞬しゆん間かん、キュリオスが瞳ひとみを赤く燃やして奇岩を蹴る。同時にレクスは宙に身を躍おどらせた。他の岩に飛び移ることなく、身を守る様子すらなく落下していく。キュリオスはわずかに眉まゆをひそめ、すぐさまレクスに続いた。

　長い長い落下の中で、レクスは考える。

　レクスが長いことさいなまれていた、あの虚きよ無むの白い闇やみについて考える。

（わたしが死ねば、キュリオスに戦いの中で死ぬという選せん択たく肢しはなくなるも同然だ。奴は長い時を退たい屈くつに生きたあげく、わたしと同じように虚無にさいなまれて自然死する。わたしの死は、キュリオスにとっては自分の心の死に等しい。だから奴は懸けん命めいに手を伸のべてくるのだ。殺してくれと、共に死のうと、すがるように──）

　レクスはキュリオスが空中で槍やりを取り出すのを見た。

　ほとんど同時に、レクスは高速で落下しながら腰こしのサーベルを抜ぬく。なんの手がかり、足がかりもない状態から、キュリオスに向けての斬ざん撃げき！

　キュリオスは思わず腕うでから金属の蛇へび──人造悪魔の腕を奇岩に打ちこみ、身体を引き寄せて避よける。そこで、落下を続けるレクスと速度の差ができた。

　レクスはそのまま、地上すれすれで軽かろやかに一回転して着地する。

　間を置かず、レクスはキュリオスが蛇を打ちこんだ奇岩をサーベルで薙ないだ！

　かつん、と硬こう質しつな音がして、奇岩はキュリオスを巻きこんだまま、轟ごう音おんと共に倒れる。

「──ならばせいぜい、虚無と戯たわむれて生きるがいい。お前はジャスティンを傷つけた」

　レクスは凄せい絶ぜつな鬼き気きを秘ひめた瞳で、静かに囁いた。

　殺してなどやるものか。殺されてなどやるものか。残されているのがあと数十年だろうと構わない。レクスは生ききる。あとほんの瞬またたく間の命でも、他人の自由になどさせない。

「レクス様！」

　頭上から聞こえたルーナエの声と羽音に、レクスは高く跳び上がる。

　巨きよ大だいな猛もう禽きんの姿となって舞い降りたルーナエの足につかまり、そのまま宙へ舞い上がった。

　ルーナエは魔界の風に乗って奇岩の間をすり抜け、荒野の先を睨にらんで叫さけぶ。

「《門》が開きます！　あれは──人間界側から膨ぼう大だいな魔力を集めて、ほんの数秒間巨大な《門》を開く魔法を連続して発動させているのかと」

　細めたレクスの目にも、平原の空間が歪ゆがみ始めているのが見えた。

　陽炎かげろうでも立っているかのように遠景が揺ゆらめき、じわじわと螺ら旋せんを描えがき始める。同時に懐かしい人間界の風の匂においが漂ただよい始めた。

　無数の生き物が息づく青草の匂い。湿しめった土の匂い。老ろう若にやく男なん女によの囁きあう雑然たる声。

「こちらから強ごう引いんに《門》をふさぐにはわたしの魔力が足りんな。一度《門》が開いたところに飛びこみ、人間界側から《門》発動の魔法を解体するほうがよかろう」

「了りよう解かいしました。このまま《門》へ突つっこみます！　どうぞ、心構えを！」

　ルーナエが叫んだ直後、どっと灼やける大気が吹ふきつけてきた。

　熱い。凄すさまじい熱で全身の肌はだがちりちりと痛みを覚える。熱い壁かべが目の前にある。そこに全身がぐいぐいと押しつけられている、そんな感覚にレクスはわずかに目を細めた。

　こちらへ来るな、と人間界全体がレクスを拒きよ否ひする。

　圧あつ迫ぱく感かんで骨が軋きしみ、肺には青あお臭くさい大気が入りこんだ。人間にとっては新鮮なはずの大気だ。本来悪魔には処理できない大気をどうにか処理しようとして、内臓が急激な負ふ荷かに悲鳴をあげる。反射的に魔力の皮ひ膜まくで全身を覆おおいたくなるが、そんな力は今のレクスにはない。

　ふっと目の前が真っ白になり、すべての感覚が鈍にぶくなった。

　──まずい。自分がどこにいるのか、よくわからない。

「レクス様、こちらです！」

　ルーナエの必死な声が聞こえた。だが視界は白くなったままだ。何も見えない。

　ならば声を頼たよりに、とレクスは拡散しかける意識を集中する。

　ちょうどそのとき、耳の中で凄まじい悲鳴が弾はじけた！

　老若男女、ありとあらゆる人間の悲鳴を練り合わせたような壮そう絶ぜつな絶ぜつ叫きようが、高く、低く、うねりながら響き続ける。これはキュリオスの槍が鳴く声だ。人間を絶望に導く絶叫は、レクスの中から虚無の記き憶おくを引きずり出す。

　ただの真っ白の中を漂っていたころ。何もかもがどうでもよかったころ。

　あのころは自分が生きているか死んでいるかさっぱりわからなかったし、どちらでもよかった。むしろできることなら滅びたいと思っていた。自分は誰だ。何だ。知らない。苦しみがないところへ行ければそれでいい。風の吹かないほうへ。何もなくなるほうへ。静かなほうへ。

　──もう、考えることすら、何も。

　白。

　完全な空くう虚きよ。楽園はない。まっさらに還かえっていくだけ。

　何もかもが圧あつ倒とう的てきな白に吞のみこまれかけたとき、猛もう烈れつに身体の一カ所に痛みが走った。鎖さ骨こつの下あたりが凄まじく熱く痛み、一気にそこから全身の感覚が戻ってくる。

（これは──）

　レクスがまだ事態を把は握あくできないうちに、頭の中で懐かしい声が叫んだ。




　──レクス、私、ここだよ。ここにいる！




「ジャスティン！」

　そうだ、これは彼女の声だ。彼女が呼んでいる。

　レクスは自分の鎖骨の下に指を這わせる。ここにあるのは彼女がつけた印だ。

『私があなたを呼んだら、どんなときでも聞こえるように』

　そう言ってつけた魔法文字の印。印からにじむ痛みは段々と穏おだやかな熱に変わり、さらにジャスティンの声が響く。




　──だからあなたも、私を呼んで！




　切せつ羽ぱ詰つまった声だ。ジャスティンも危機的な状態にいるに違ちがいない。そう思うと驚おどろくほどの力が全身に巡めぐった。もはやどこが天であろうと、地であろうと構わない。

　そんなものは自分が作って見せる。

「ジャスティン！　手を伸ばせ！」

　レクスは叫んで、自身も手を伸べた。

　何もない空間に向かって、ただジャスティンのことだけ思って手を伸ばした。

　身体からだを灼く人間界の風はまだ強く吹きつけている。しかし今はそれも心地ここちよい。懐かしい。真っ白だった視界が徐じよ々じよに懐なつかしい光景に変わっていく。

　それは灰色の荒こう野や。魔ま界かいとはまったく違う、どこまでもヒースのはびこる丘きゆう陵りよう地帯。崩れた石壁と、密集して止まった馬車と、魔法文字の刻まれた多くの金属部品と、兵士たち。

　そして強い風に揺れるプラチナ・ブロンドと、涙なみだを湛たたえながらも強い意志を宿した緑の瞳！

「レクス！」

　柔やわらかな声が耳を打ち、レクスの指はなめらかな少女の手に触ふれた。

　レクスは夢中で彼女の手を握にぎり、もう片方の腕を一いつ閃せんさせる。同時に魔界の風がどっと吹き荒あれ、兵士たちが悲鳴をあげて吹き飛ばされ、丘おかの麓ふもとに身を伏ふせる。

　そのままジャスティンを引き寄せて抱きしめると、細い身体が軽々と腕に収まった。男装の少女からほのかに甘い匂いがする。レクスの心を柔らかにしてくれる匂い。

「ジャスティン。──もう少し早く呼べと、いつも言っている」

　彼女の首筋に顔を埋うずめ、耳元にそっと囁ささやく。

　ジャスティンが細かく震ふるえているのがわかった。怯えているのか、泣いているのかと思うと不意に酷ひどく落ち着かなくなって、レクスは腕を緩ゆるめて彼女の顔を見つめる。

　見上げてきたジャスティンの顔は、少し疲つかれてはいたが確かな微笑ほほえみを浮うかべていた。

　心からほっとして、レクスも自然に微笑む。

　ジャスティンがぎゅっとレクスの腕にすがって言った。

「……ごめんね。帰ってきてくれて、ありがとう。身体、平気？　いっぱい……いっぱい、訊ききたいことがあるんだ」

「それはこちらの台詞せりふだ。大事なことはいつでも、お前が先に言ってしまう」

　でも、それでもいいのかもしれないとも思う。自分もまったく同じ気持ちなのだから、どちらが先でもいいのだ。レクスは魔法の青白い光に照らされるジャスティンの髪かみを撫なでる。

　するとその指先から喜びがじわりと浸しん透とうしてきて、急に体中が温かくなった。レクスが失った魔ま力りよくの皮膜の代わりに、その温かみが彼の呼吸を助ける。ひりついていた肌の感覚が和やわらぐ。理り屈くつはわからないが、とにかく守られている、と思う。

　まだ少し馴なれない感覚に、レクスは不思議そうに笑った。

（これが愛か）

　ただの興味でもない、食しよく欲よくでもない、柔らかで、穏やかで、それでも尽つきずあふれるこの感情が今は何よりも心地よい。レクスはそっと囁く。

「もう離はなれたくない。二度と放さない。わたしは今度こそ、最後までお前を守ろう。たとえこの身に代えても」

　宣言すると、なおさら視界が鮮明になった。腕の中でジャスティンが小さく、何度も頷うなずく。

　そうしてどうにかレクスを見上げ、かすかに瞳ひとみを潤ませて笑う。

「レクス──ありがと。なら、私も頑がん張ばってあなたを守るから！　長生きしなきゃ駄だ目めだよ」

　明るく言われてしまっては、レクスも笑うしかない。

　愛しかった。もうどうにもならなかった。何があっても離れられない。愛している。

　彼女を守るためなら、どんな愚か者にもなれる気がする。

「すべてお前の望むままに。わたしはお前のものだ」

　狂おしいほどの胸のうずきを抱えたまま囁ささやき、レクスは熱を潜めた瞳で周囲を見渡す。

　夜の人間界には魔法と緊きん張ちようした人間たちの匂いが満ちていた。

　レクスたちがいるのは灰色の丘の麓だ。丘の天てつ辺ぺんには古い巨きよ石せき群が輪を描いてたたずみ、その真ん中にはまだ魔界への《門》、巨大な円形の光が夜空に穴を空けている。

「第ゼロ号門より、悪魔の出現を確かく認にん！　《騎き士し》解放せよ！」

　そのとき丘の麓で指揮官が叫ぶ声が聞こえ、兵士たちが荷馬車にとりつく。

　レクスはすぐさま黒い軍服の上に殺気をまとった。ジャスティンの腰こしに手を回し、少し離れた場所で伯はく爵しやくと共に捕とらえられているエルデンに視線をやる。

「来い」

　レクスのただ一声で、エルデンは瞳を輝かがやかせて巨大な狼おおかみの姿になった。彼を押さえつけていた兵士たちが悲鳴をあげて地面に転がり、将校がぎょっとした様子で叫ぶ。

「撃うて！　撃て、容よう赦しやするな！」

　兵士たちが命令に従って銃じゆう口こうをあげる前に、エルデンは素す早ばやく伯爵の襟えり首くびを噛かんで跳ちよう躍やくした。そのまま一息にレクスの前まで跳とび、伯爵を下ろしてからひらりと人間の姿に戻もどる。

　エルデンはいかにも楽しげに金の瞳をきらめかせ、にやりと笑って見せた。

「ご無事で何よりです、レクス様！　やっぱり殺されるときは俺の手でっておつもりで？」

「遠い昔からの約束だからな、と言いたいところだが……残念だったな。ちょうど今、ジャスティンに長生きするよう言われてしまったところだ」

「あー。ならしょうがないですねえ。嬢じようさんの言うことじゃ、しょうがない」

　エルデンは少し苦みを混ぜて笑い、サーベルを鞘さやから引き抜ぬいてその刃はにキスをした。後はくるりと人間たちを振り返り、レクスたちを守るようにしっかりと立つ。

　そんな四人に向かい、無数のライフルの銃口が並んだ。

　レクスはジャスティンの腰を抱だき寄せ、跳躍する準備を整える。

「撃て！」

　指揮官が叫さけび、乾かわいた銃声が大量の花火でも鳴ったかのように弾けた。

　同時にレクスたちの前に青銀色の巨鳥が飛び降り、兵士たちの撃ちこんでくる魔ま甲こう弾だんをことごとくその羽根でたたき落とす！

「……！　ルーナエ！　ルーナエも無事に帰ってこられたんだね！」

　ジャスティンが感かん極きわまった調子で叫ぶと、鳥は透とう明めいな瞳だけを彼女に向ける。

「当たり前でしょう。僕はレクス様の部下、《廃滅のウイアード・王子ネバーモア》、ルーナエです」

　澄すんだ声が辺りに響き、《門》から現れた巨きよ鳥ちようがみるみるうちに縮んで軍服姿の少年になる。ルーナエは改めてレクスに一礼してからサーベルを抜いた。

「少々遅おそくなりましたが、魔界からここまでお供できたことを嬉うれしく思います。さっそくですが、レクス様、ご命令は？」

「《門》を閉じ、人間と悪魔との直接戦せん闘とうを阻そ止しする。それでいいな？　ジャスティン」

　迷いなく告げたレクスに、ジャスティンはいかにも嬉しそうに答える。

「うん！　この《門》はベネットの知識で機械的に作られたものだよ。丘の上にある機械を全部壊こわせばきっとこの形は保てなくなる！」

　レクスがかすかに頷うなずくと、今度は伯爵が険しい顔で丘の麓を見つめて言った。

「しかし気をつけたまえ。今回は人間側も本格的に悪魔と戦争をやる気で来ているんだ。それなりの装備は調ととのえているはずだ」

「ってことは、あの馬車の中身は対悪魔兵器ってな感じかなー？」

　エルデンがどこか嬉しそうに言う。その間にも兵士たちは懸けん命めいに荷馬車にかかった幌ほろを引き剥はがしていた。その作業の完かん了りようを待たず、あちこちの荷台からむくむくと巨きよ大だいな影かげが起き上がり始めるのが見える。

『それ』らは速すみやかに幌をかなぐりすてて次々と立ち上がり、空を見上げて奇きっ怪かいなうなりをあげた。つるりとした金属的な質感で《門》の光を不気味に反射する『それ』は、どれも甲かつ冑ちゆう姿で二足歩行の巨きよ人じんたちだ。手に手に古風な武器を持ち、その頭は馬やトカゲや山や羊ぎなどの形をとっている。見覚えのある姿に、レクスは小さく失しつ笑しようした。

「人造悪魔どもか。相変わらず趣しゆ味みの悪い形だが、かなりの数だな。全部で四十体以上か」

「レクス様。僕とエルデンは伯爵を守りながら、この地点で敵人造悪魔と人間たちを一いつ掃そうしたく思いますが、いかがでしょうか」

　レクスの思考を読んだように言ってくるルーナエに、レクスはちらと視線をやって言う。

「いいだろう。《門》はわたしが閉じる」

「あっれー、なあに、その怪あやしい感じ！　なんで勝手に話進んでんの？　おい、ルーナエ。お前、ちびっ子のくせにますます偉えらそうになってねえ？　魔界でなんかあった？」

　文句を言いつつも楽しそうなエルデンに、ルーナエもうっすらと笑って答えた。

「きみは悪態のつきかたすら進歩しませんね。いいでしょう。後で学習というものの意味をもう少しだけ教えてさしあげますよ」

「あっはっは、やなこった！　俺は楽しく闘たたかえりゃ充じゆう分ぶんっと──あれ？」

　改めて敵に向かい合おうとしたエルデンだが、妙みような声を出して首をひねる。

　ジャスティンもつられて目を瞠みはって言う。

「何か変だよ、レクス。兵士たち、撤てつ退たいしてく！」

　確かに、人造悪魔を出すだけ出した後、数人の退魔官を残して兵士たちはじりじりと下がっていく。代わりに人造悪魔たちが地を蹴けり、一気にレクスたちに肉にく薄はくしてきた！

　レクスはジャスティンを抱いたまま丘の天辺へと駆かけ上り、ひらりと環かん状じよう列石の上に跳び乗る。傍かたわらには《門》が口を開け、その力が大気を震わせているのがわかった。

《門》の光は波打ち、揺ゆらぎ、その奥から数多くの奇っ怪な咆ほう哮こうを吐はき出している。

　──来る。

　悪魔たちが、魔界の大気をまとってやってくる。

　人造悪魔たちとエルデン、ルーナエが戦闘に入るのを見下ろしながら、レクスは告げる。

「ジャスティン、これはおそらく本格的な魔ま界かい侵しん攻こう作戦ではない。わたしたちを狙ねらった罠わなだ」

「罠!?　私たちを殺すためだけに、こんな大がかりなことをしたって言うの？」

　驚おどろいて目を瞠るジャスティンに、レクスは彼女のぶんまで冷れい徹てつに続けた。

「この人造悪魔ども、我々を相手にするには充分だが、本当に魔界に攻せめこもうというのならいささか無む謀ぼうな数だ。兵士たちが撤退したのは、この人造悪魔どもが悪魔も人間も見境なく殺すように教育されているせいだろうな。全部悪魔のせいにして、お前や、おそらくは人間に味方するわたしたちも抹まつ殺さつするつもりだ」

「──っ」

　ジャスティンが唇くちびるを噛んだ気配を感じ、レクスは彼女を強く抱き寄せた。

「妙なところで責任を感じるな、ジャスティン。もうすべては始まってしまった後だ。お前がいかに善良であろうと、戦いは避さけられん。戦いの中では勝利することだけを考えろ。それが愛いとしい者を守るための唯ゆい一いつの道だ」

「うん。大だい丈じよう夫ぶ……めげてる暇ひまなんかない！　元々私にとれる責任なんてたかが知れてるし。とにかく、レクスが帰ってきてくれたんだもの」

　ジャスティンは懸命に言う。半分は空元気なのだろうが、レクスの名を呼ぶジャスティンの声の温かさは本物だった。

　レクスは微笑ほほえみ、顔を上げる。

　と、そこにはルーナエとエルデンが取り逃にがした人造悪魔の姿があった！

　人造悪魔が繰くり出す大斧おのの大おお振ぶりな一いち撃げきを、レクスは悠ゆう々ゆうと跳びのいて避ける。人造悪魔の大斧はレクスの代わりに古い巨きよ石せきを削けずり、その衝しよう撃げきで《門》がびりびりと震ふるえた。

　人造悪魔の力は前見たときより大分上がっているようだが、一対一ではレクスの相手にならない。さらなる一体が大剣で襲おそいかかってくるのを、レクスは優美に翻ほん弄ろうして再び列石の上に跳び乗った。

　消えたレクスの残像を追い、二体の人造悪魔が鉢はち合あわせする。大振りな武器を持った二体はそれぞれの攻撃を止めることができず、互たがいの身体からだに大剣と大斧を食いこませて凄すさまじい雄お叫たけびをあげた。

　そんな様子も気き丈じように見下ろすジャスティンに、レクスは静かに告げる。

「ジャスティン、わかるか？　この巨石の描えがく魔法文字が」

「魔法文字？　っ、わ、わ、凄すごい……！　これ、大地の力と一いつ緒しよになって、魔法陣じんを作ってるんだ！　何もかもをものすごく増ぞう幅ふくさせるような文字が書いてある！」

　レクスに言われて気づいたのだろう、ジャスティンは環状列石を見下ろして叫ぶ。彼女の視線の先──列石が囲む大地には、今は人間にも容易たやすく視し認にんできるまでになった光の筋が、複雑な幾き何か学がく模様を描いて走っていた。これがこの地が長く魔法使いに愛された理由だ。

「では、この魔法陣でもっとも力が集まる場所は？」

「あそこ！」

　わずかに考えてから、ジャスティンは迷いなく光の筋が交差する一点を指す。

　ちょうどさっきの二体の人造悪魔が、互いの身体から武器を抜こうと必死になっている場所だ。レクスは深く頷き、ジャスティンから一度腕うでを解いてサーベルを抜く。

「人造悪魔は魔界の土から生まれた木で偶く人形だ。魔界の土と人間界の土は相あい容いれん。入り交じれば反発するその力、利用させてもらうぞ」

　ほとんど静かなほどの声で告げ、レクスは二体の人造悪魔めがけて飛び降りた。彼のサーベルは過あやまたず人造悪魔の甲冑の隙すき間まを貫つらぬき通し、二体の首筋をそろって地面に縫ぬい止める。

　間を置かず、大地全体がびりびりと震えだした。

　レクスは石の上に残したジャスティンのもとへ戻もどり、彼女をかばって大地へと舞い降りる。

「レクス様！」

「嬢じようさん！」

　エルデンとルーナエの声がそれぞれに響き、レクスはジャスティンを強く抱きしめた。

　直後、丘おかはすっぽりと真っ白な光に覆おおわれる。

　その光は半球の形になって丘全体を包み、数秒後に悲鳴じみた高音と共に破は裂れつする！

　辺り一帯を猛もう烈れつな強風が襲い、隣となりの丘の陰かげまで撤退していた兵士たちまでもを大地から引きはがそうとした。兵士たちは思わず身を伏せ、ばらばらと音を立てて降り注ぐ小石や金属の欠片かけらに身を硬くする。

「なんだ……？　これは、一体……」

　将校はひとり吹き荒あれる風の中で懸命に目をこらし、何が起こったのかを確かめようとした。ようやく強風が止やみかけて視界が鮮せん明めいになってきたころには、辺りを覆っていた光も徐じよ々じよに消えていくところだ。

　そして露あらわになってくる視界に、将校は引きつる。

「まさか……」

　呆ぼう然ぜんとつぶやいてみても、見えるものは変わらない。

　もはや丘の上に、《門》の白い光は影も形もなかった。

《門》発生のための装置は見事粉々に砕くだけ散り、辺りに残ざん骸がいをさらしている。それに混じって転がっている甲冑は人造悪魔の名残なごりだろうか。完全に破は壊かいされた人造悪魔たち自体は、すっかり赤黒い液体に還かえって大地に染しみこんでしまっている。

　そして、レクスたちの姿はどこにも見えない。

　丘の上にたたずむのは、はるか過去からそこにあった環状列石のみである。
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　ジャスティンたちがランズ・エンドに出向いた翌朝。まだ寒さの残る時刻。

「──俺は、何も知らない」

　薄うす暗ぐらい地下室で、怯おびえた男が囁ささやく。

「そうか。それは残念だな」

　優やさしいほどに穏おだやかな声で返すのはユリアンだった。

　狭せまい地下室にいるのは、このふたりを含ふくめた三人だけだ。

　粗そ末まつな木の椅子いすに座った目立たない容よう貌ぼうの男がひとり。男は目め隠かくしされたうえに椅子に縄なわで縛しばりつけられており、ユリアンは使い魔のクレイズと共にその椅子の前にたたずんでいる。

　クレイズはユリアンの視線を受けると、猫ねこ背ぜの長身をふらふらさせてにんまり笑った。

「やっちゃっていいのか？　いい夢みせちゃって、いいのか？」

　楽しそうな悪魔の言葉に、縛られた男の声は少し震える。

「俺に、何をする気だ？」

　ユリアンはそんな彼を見下ろし、淡たん々たんと告げた。

「嫌いやな夢をみてもらうつもりだ。昔死んだ飼い犬のことを、いつまでも探し続ける夢とか」

「──それ、嫌な夢か？」

　あからさまに変な顔をするクレイズとは視線を合わせず、ユリアンは言う。

「それで駄だ目めなら、昔好きだった女とひとりひとり別れ話をさせられる夢とか、このクレイズとふたりきりで冬の山小屋の暖だん炉ろの前で身を寄せ合う夢とか、このクレイズがものすごく似合わない女装をしているとか、そういった夢を百年見続けたような気分になりたくなかったらとっとと喋しやべることだ。──お前が港から数カ国宛あてに送った荷には何が入っていた？」

　冗じよう談だんなのか本気なのか判断に困る台詞せりふに、目隠しされた男は黙だまりこくったままだ。

　一方クレイズは微び妙みように笑えみを引きつらせてユリアンの肩かたに肘ひじを置く。

「なあユリアン、いいかげんはっきり言えよ、え？　結局あれだな？　お前は俺のことが嫌きらいだってーのを、ことあるごとに主張したいだけなんだよな？」

「お前のことが好きになれたら、俺は神教会派を超こえる巨きよ大だい宗教の神祖になるしかなくなる。だが俺はそんなことはしたくない。だからお前はそのままでいい。ただし俺の命令は聞け」

「つれない！　つれないなあ、あんた、しかも回りくどい！　こんな面めん倒どうなことしてねーで、とっととこいつのこと闘たたかえなくしちまおうぜ。こいつ、お前らの敵なんだろ？」

　楽しそうにクレイズが訊きくが、ユリアンはきっぱり否定した。

「止よせ、クレイズ。お前の仕事は尋じん問もんの手伝いだけだ。そもそもこいつはキュリオスの息がかかった結社に入っていただけで、れっきとした人間だ。悪魔ではない」

　ぶつぶつとぼやくクレイズのことは無視して、ユリアンはさらに座った男に問いを投げようとした。そのとき、地下室の扉とびらが外から軽く叩たたかれる。

「オールブライト君。お取り込み中失礼」

　品のよい声と共に石段の上の扉を細く開けたのは、眼鏡めがねの老紳しん士しだ。彼はこの地下室の持ち主で、シェルズバーン伯はく爵しやくいわく『首都で信しん頼らいできる協力者』──すなわち、政治的な結社には一いつ切さい関わっていない、魔法をたしなむ者のひとりだった。

「どうかしましたか？」

　ユリアンが石段を駆かけ上がって訊くと、老紳士は彼を手招いて地下室から連れ出した。

　台所を通ってさらに扉をくぐると、そこは四方の壁かべにずらりと本を並べた上品な店だ。もっとも本はかなり高価な品のため、金文字の背表紙が並ぶ店内に客の気配はなかった。

「尋問の成果はあがっとるかね？　ああ、もちろん内容は教えてくれなくていい。彼の所属していた結社にはどちらかというと恨うらみがあるが、積極的に関わりたいわけではないから」

　老紳士の穏やかなつぶやきに、ユリアンは静かに返す。

「成果らしい成果は、何も。奴やつらが何かを買い集め、海外へ送っていたことは確かですが」

　現在尋問中の男が所属していたのは、キュリオスが『秘密の首領』として君臨していた結社だ。一度解体されたとはいえ、未いまだにキュリオスの意志が生きている可能性はある。

（キュリオスはベネットが開発した人造悪魔を使っていた。そこには共きよう闘とう関係があると思っていいだろう。嫌な予感がするな。この予感が当たらなければいいが──）

　不安で黙りこむユリアンをよそに、老紳士は店の奥に設しつらえられた勘かん定じよう場に座って、ほとんど唇くちびるを動かさずに喋り出す。

「荷物、か。それに関わるかどうかはわからないが、わたしも新しい情報を手に入れた。サウスランド連合王国は、他国──おそらくはフラレンシア共和国を含む、教会派支持国のほとんどに宣戦布告したぞ」

「宣戦布告……!?　何がどうしてそうなったんです！」

　まさかの展開に、さすがのユリアンも声を荒あらげた。

　老紳士は眼鏡の奥の細い眼でじっと店の扉を見つめながら続ける。

「政府の息のかかった新聞社が号外を刷るのを知ったんだよ。いずれ街頭演説もあるそうだが、内容はとんでもない。『我が国の聖会派こそが真の神を知る者であり、教会派を支持する者はすべて地じ獄ごくへ堕おちるであろう。その兆きざしはすでに現れつつある。今からでも遅おそくはない、教会派支持者よ悔くい改めよ』とまあ、そのようなことを堂々と言い放つそうだ。これでは今までの複雑な外交などぱあだ。世界中が敵に回りかねん」

　告げられた事実の凄すさまじさに、ユリアンの頭脳は猛もう然ぜんと回転を始める。

（どういうことだ？　今の政府を仕切っているのはベネットと女王陛下のはず。ベネットはばかではないし、陛下は人格者だ。なのにどうしてそんなに勝ち目のない戦いくさをしようとする？　確かにサウスランドの兵力はかなりのものだが、全世界を敵に回せば勝ち目はない。ただ宗教的な理由だけで、聖会派支持国すべてが味方になる道理もない）

　──ならば、ひょっとして、ベネットは本当に戦争を起こそうと思ってはいないのか。

　目的はもっと別にあるのでは？

　不意にそんなひらめきが生まれ、ユリアンは息を吞のむ。そうだとしたら、これはこれでとんでもないことだ。老紳士に礼を言うのもそこそこに、ユリアンは地下室へ駆け戻もどった。その間も頭の中ではめまぐるしく思考が進んでいく。

（ベネットは自分に利することしかしない男だ。ならばベネットには確信があるのだ。この布告の前に各国がサウスランドに膝ひざを折るだろうという確信がある。なぜだ？──まさか！）

　地下室の階段を飛ぶように下り、ユリアンは椅子に座ってぐったりしている男の襟えりをつかんで詰きつ問もんした。

「お前……お前が海外に送っていたのは、機械の部品か？　魔法文字の刻まれた……」

「……今、何日だ？」

　男がのろのろと言う。ユリアンは急せく気持ちをどうにか抑おさえて告げる。

「十五日。正午だ」

　本当は早朝明け切らぬ時間だったが、数時間分嘘うそを吐ついた。ずっと目隠しをされている男はユリアンの嘘に気づかず、喉のどの奥で引きつるような笑いを転がし始める。

「く、く、くくくく……そうかあ。はは、そうだよ。俺が送ったのは魔法具の部品だ。ばらばらになってたからどんなものかはわからないけど、物を持ってきた奴は退魔庁に繋つながってる奴だったぜ？　この情報な、今朝までは死んでも黙ってろって話だったんだ。理由はわからなかったが、あんたの様子からして、もう世間にも肝かん心じんな情報が出たんだろ？」

（やはりそうか！　遅かった。ベネットはとっくに手を打っていた）

　悔くやしさと焦あせりにとらわれるユリアンに、男は身を乗り出して続けた。

「だけど俺は損だよな。ここまで頑がん張ばったってのに、あんたに捕つかまったって時点で結社からは裏切り者扱あつかいされちまうだろう。──なあ、あんた、逆に俺を雇やとわないか？　守ってくれるんならいいこと教えてやるよ。あのベネットのすげぇ弱みだ。どうだ？」

「……いいだろう。その情報の信しん憑ぴよう性せいによっては、命は助けてやる。来い、クレイズ。ぎりぎりまでやるぞ」

　ユリアンは穏やかな茶色の瞳ひとみに暗い色をたぎらせて言い、クレイズは至し極ごく楽しそうにくすくすと笑った。椅子に座った男はまた不安な顔になって目隠しをされたままきょろつく。

　しばらくの後、地下室からはくぐもった悲鳴が響ひびき渡わたった。
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「おかえりなさいませ、旦だん那な様、お嬢じよう様さま！」

　シェルズバーン城の前にとまった馬車に、使用人たちが大おお慌あわてで駆け寄る。彼らが扉を開けた途と端たん、辺りにはふわりとバラの香かおりが漂ただよった。

　まっさきに馬車から降り立ったレクスのぞっとするような美しさに、周囲はつい圧あつ倒とうされて惚ほうけてしまう。そんな中、レクスの腕うでに抱だかれたジャスティンはほのかに赤くなっていた。

「た、ただいま……みんな。ええっと、レクス？　私、歩けるんだけどなあ」

「聞く耳持たん。そこのお前、すぐに湯の用意はできるか」

　レクスは冷えた無表情で、当然のようにジャスティンの主張を受け流して言う。

「は、はい。ただいまっ！」

　レクスに声をかけられたメイドが必死に頷うなずき、ばたばたと城のほうへ走って行った。続いて降りてきた伯爵は、少し泥どろに汚よごれた顔で自分の城を見み渡わたして安あん堵どのため息を吐く。

「なぜレクスが城の主人のような態度なのかは置いておいて、とにかくあの修しゆ羅ら場ばから無事に帰ってこられたというのが何よりの奇き跡せきだな」

「奇跡ねえ。俺たちって意外と信用ねーのな。魔ま界かいの大勢力が出てきたってわけでもねーし、俺たち三人そろってりゃ楽勝だろ？」

　エルデンがぼやき、ルーナエは注意深く城を見つめた。

「信用がないのはお前単体ですよ。確かにキュリオスが追ってこなかったのは幸いでしたが、ここが《門》のあった場所より安全という保障はありませんね」

「《門》の一件が本当にベネットの罠わななら、ここもすぐに攻こう略りやく対象になるだろう。だがここはランズ・エンドのような荒こう野やではないし、我々の側に魔法的な地の利もある。速すみやかに対策は練るとして、まずはジャスティンの手当だ」

　レクスはあくまで冷静に言うが、最優先はジャスティンのことらしい。

「だから、レクス。私、そんなに怪け我がしてるわけじゃないってば。全然平気だよ」

「それはお前が決めることか？」

（うっ、穏おだやかなのになんだかもの凄すごい迫はく力りよく……！）

　そんなにあからさまに心配されるとどうしても決まりが悪い。決まり悪いけれど、どこか嬉うれしいのも本当だ。レクスがここにいて、自分のことを思ってくれている。

　そう思うだけでなんだかもういっぱいいっぱいになってしまって、ジャスティンはレクスの胸に顔を埋うずめた。レクスはすぐにジャスティンを少し強く抱き寄せる。彼も同じことを考えているのかもしれない。もっともっと近くに居たいと思ってくれているのかも。

　ジャスティンは震ふるえる心を抱きしめて、どうにかほんの少しだけ顔をあげた。

「……レクスは、レクスのほうは、身体からだ、平気なの？　キュリオスは、どうしてる？」

　レクスはすぐに何か答えようとして、ふと沈ちん黙もくする。

　ジャスティンはたちまち不安になってしまい、身を乗り出した。

「──どうかした？　まだどこか痛い？　私、レクスがつらいのは一番嫌いやだからね！」

　するとレクスは夢から醒さめたように瞬またたいて、緩ゆるやかに微笑ほほえむ。

「ああ。そうではない。一いつ瞬しゆん悪あく趣しゆ味みな想像をしていただけだ」

「悪趣味？　趣味なら私も結構変だから、大たい抵てい大だい丈じよう夫ぶだと思うけど……」

　ジャスティンが自分の好きなものを思い出しつつ言うと、レクスはかすかに笑って囁ささやいた。

「悪趣味の意味が違ちがう。少し、お前を心配させたくなったのだ。──わたしが傷つくことで、お前が悲しんでくれるのが嬉しい。しかしお前が悲しむところは見たくない。だからやめた」

　優やさしい声が耳に触ふれるとそれだけで身体が震える。

　胸が押しつぶされるみたいに苦しくなって、ジャスティンは微び妙みようにじたばたしながら言った。

「酷ひどいよ……心配なら、もう、充じゆう分ぶんしてる……！」

「そうだな。積もる話は後にしよう。背後からものすごい殺気が漂ってくる」

「殺気、って？」

　なんだろう、と思ってちょっと後ろをうかがってみると、なんだか嫌な空気を醸かもし出している伯はく爵しやくを、エルデンとルーナエが挟はさんで何やら熱心に囁いている。

「お父さん、念のため申し上げておきますけどね、レクス様はあれですっげぇ紳しん士しだぜ？　普ふ通つうもっと容よう赦しやないって。そりゃファーストキスの年ねん齢れいは衝しよう撃げきだったかもしんねーけどさあ」

「そうです、いいですか？　悪魔が人間を娶めとることも皆かい無むではありませんが、大抵は魔界にさらって、飽あきたら放り出すのがせいぜいです。それをレクス様はご自分から人間界にいらしているんですよ？　言ってみれば婿むこ養よう子し志望です。もったいなくて血の涙なみだが出そうです！」

（ルーナエ、言うことが親しん戚せきの親切なおばさまみたいになってるよ！）

　ジャスティンは思わず心で突つっこむ。

　伯爵はどんよりと黙だまっていたが、しまいにはエルデンが朗ほがらかに伯爵の肩かたを抱いて言った。

「よーし、ここは男同士の話だ。あのな、お父さんにもこっそり魔界のとびっきりの美人を紹しよう介かい──ごふ！」

　すかさず伯爵の拳こぶしが凄まじい速さでエルデンの脇わき腹ばらに決まり、エルデンはよろめく。

　伯爵は明らかに危険な笑えみを浮うかべて言った。

「すまないね、この、わたしの右手がおいたをしたようだ。どうもたまに頭より先に身体が動いてしまうことがあるのだよ。特にわたしの愛いとしの妻と娘むすめのことに関してはね。紳士らしくないと言って、若いころは執しつ事じによく怒おこられたなあ。はははは、このいけない右手めー」

「ちょっ、ま……な、なんつー容赦のない……っ、人間だったら昏こん倒とうしてるぜ!?」

「きみはまだ元気そうじゃないか、いやあ、元気というのはいいことだよねえ、はははは！」

　あくまで朗ほがらかな伯爵にエルデンは大いに引きつるが、素す早ばやくルーナエが口を挟む。

「エルデン、気軽に殴なぐり返さないほうがいいですよ。この人間、これでもかというほど面めん倒どうくさい魔法陣じんを服の裏にしこんでます」

（……だ、駄だ目めだ。怖こわい。父様、ほんとに見た目だけは天使なのに、地味に最強だよ……！）

　レクスとジャスティンとの間に立ちはだかる最大の壁かべは、種族の差より、世界の危機より、何よりこの父親のほうなのかもしれない。

　ジャスティンはレクスの腕の中で引きつりながら小さくなり、レクスもさりげなく視線をそらして足を速めた。
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「ジャスティン、あんた本当に寝ねてなくていいの？　体中ちっちゃな傷だらけだったし、特にあれ。肩にあった酷い傷、ちゃんと大事にしないと痕あとが残るわよ？」

　心配そうなメイベルと一いつ緒しよに、湯ゆ浴あみを終えたジャスティンは校長室へ向かっていた。

　確かに疲ひ労ろうと眠ねむ気けで少し足あし下もとはふらつくけれど、湯浴みのおかげで随ずい分ぶんマシな気持ちになった。それに何より、今は城にレクスの気配がある。

　あっちの闇やみにも、こちらの暗がりにも、濃のう厚こうな夜の気配が漂っている。それがとても心地ここちよくて、ジャスティンは小さく笑った。

「大丈夫、意外とこれでも丈夫なんだから。父様たちと話さなくちゃならないこともあるしね。肩の傷は万が一残っても、結けつ婚こん相手にも見せるかどうかわかんない場所だし。平気だよ」

「そういう問題じゃないでしょ！　ほんとにあんたって危なっかしいわね！」

「心配しすぎだってば。でも、ありがとね、メイベル」

　メイベルにはなるべく元気そうに笑って見せて、ジャスティンはそっと校長室の中に滑すべりこむ。室内では暖だん炉ろが燃えさかり、まだまだ冷える春の夜を暖めていた。

（父様はまだ来てないかな？）

　ジャスティンが辺りを見渡しながら暖炉の前まで行くと、不意に後ろから声がかかった。

「傷を見せろ」

「っ！　びっくりした……。レクス、いたんだね」

　慌あわてて振ふり返ってみれば、思ったよりも至し近きん距きよ離りにレクスの姿がある。

　彼は物もの憂うげに目を伏ふせ、ジャスティンの白い手をとって、指先の細かな傷に唇くちびるを当てる。久しぶりの淡あわい感かん触しよくがいつも以上にくすぐったくて、ジャスティンの心臓は跳とび上がった。

　顔がどうにもほてってしまい、ジャスティンはわずかに声をうわずらせる。

「あ……の、大丈夫だって。大したことないよ。今回は、悪魔につけられた傷はないし」

「気にするな、今は誰だれも見てはいない。──キュリオスがつけた傷が完治していないな」

　ジャスティンの言うことを聞いているのかいないのか、レクスは白いナイトドレスの上にシルクのガウンを羽織ったジャスティンを一通り眺ながめてつぶやいた。

　キュリオスの名を口にした瞬しゆん間かんに彼の声はひやりと冷えて、ジャスティンはどきりとする。

（今一瞬、殺気みたいのが漂ただよった気がする。前までは、キュリオスのことも結構適当っていうか、面おも白しろがってるだけっぽいところもあったのに……ひょっとして、私のせいかな）

　ふとキュリオスのことを思い出すと、ジャスティンの唇にはまざまざと冷たい感触が蘇よみがえってきてしまった。全身が総毛立ち、瞳ひとみが震える。

　キュリオスに口づけられたことを思い出すと、今でも苦しみが喉のどの奥までせり上がってくる。

　苦しかった。嫌だった。何ひとつ思い出したくない、あの目も、指も、唇も、思い出すだけで死んでしまいたいくらいだった。あんなのは嫌だ。

　あなたに。あなただけに、抱きしめてほしかった。忘れさせてほしかった。

　でも、そんなふうに言ったら──レクスはもっとキュリオスを憎にくむかもしれない。

　それも、嫌だ。

（面倒だな、私の心）

　ジャスティンは全身の震えをどうにか抑おさえ、なるべく朗らかな笑顔を作った。

　少し苦しかったけれど、レクスがそばにいるから笑えた。

（大丈夫。私は大丈夫。結局元気に生きてるんだから、それでいいよ。たとえ私が原因だとしたって、レクスが誰かを憎むのなんか嫌だもん。寄りかかりすぎるのは、やめよう。まだまだ戦いはこれからだし。私もレクスを守るんだ。身体は無理なら、心を守る）

　だからジャスティンは、なるべく平気そうに怪我しているほうの腕うでを回して見せる。

「そうかな。魔法医だっていうひとに診みてもらって、ほとんど痛みもなくなったんだけど」

「まだ毒素が残っている。見せてみろ」

　レクスはどこまでも真しん剣けんに言って、ジャスティンのガウンの肩に手をかけた。

「ちょっ、と、待って！」

　何をされようとしているのか理解した途と端たんに全身が燃えるように熱くなって、ジャスティンは反射的にレクスの手を払はらいのけてしまう。

「ジャスティン？」

　レクスはすぐに手を止め、声を穏やかにしてジャスティンの名を呼ぶ。彼が自分を気き遣づかっているのがわかって、ジャスティンはますます赤くなった。

（何、今の。これじゃまるで、レクスのこと信用してないみたいだ）

　そうじゃない、ただ、肩をはだけるのが怖かっただけ。レクスになら何をされてもいいと思うのに、ちょっとしたことがまだ怖い。醜みにくい傷を見られるのが嫌だった。

　今さらレクスの完かん璧ぺきな美しさが身に染しみて、ジャスティンはこっそり呼吸を整える。

（とにかく、早く顔あげなくちゃ。レクスが心配する）

「──ごめんね、レクス。治ち療りよう、やってもらわないと危ないんだよね。……何慌ててるんだろ、私。やっぱりちょっと疲つかれてるのかも。でも、レクスのこと信用してないとか、そういうのじゃ全然ないからね？」

　なるべく明るく言い訳している間に、レクスはジャスティンの頭を優しく撫なで始める。

「えーっと、レクス？」

　少し戸と惑まどったジャスティンがおそるおそるレクスを見ると、彼は少し困ったような微笑ほほえみでジャスティンを抱だき寄せた。優しくて甘いバラの香かおりが胸をいっぱいにする。

　ジャスティンの髪かみにするりとレクスの指が絡からんで、密ひそやかな声が囁ささやいた。

「すまない。おそらく無神経なのはわたしのほうだろう。まだ、どうしても人間を大事にする方法がよくわからないのだ。不快に思ったなら無理はするな。お前が嫌いやがることは、わたしもしたくない。傷は服の上からでも治せる。──それでいいか？」

　困った風のレクスがなんだか新しん鮮せんで、ジャスティンは顔をほてらせてどうにか何度か頷うなずく。

　レクスはごく慎しん重ちようにジャスティンの腕を押さえ、ガウンの上からそっと肩に唇を押し当てた。同時に肩が温かな湯に浸ひたされたような感覚があり、傷の奥に潜ひそんでいた痛みがするすると溶とけ出していく。
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　ジャスティンは知らず知らずのうちにため息を吐つき、レクスの腕にすがった。

「ありがと。……ごめんね。好きだよ」

「わたしもだ。わたしのジャスティン」

　わたしの。そんなことを言われる日が来るなんて思わなかった。

　レクスの言葉にかすかに香る独どく占せん欲よくが、嫌じゃなくなる日が来るなんて。

　今なら、あなたに小さな籠かごに閉じこめられても平気な気がする。

　ジャスティンはレクスを抱きしめて囁く。

「もう、我が主、じゃないんだね」

「魔法書は消えたからな。契けい約やくがなくては不安か？」

「あっても不安だったよ。多分、これからもずっと不安だと思う。あなたが傷つくのが怖いし、私があなたより先に死んだり、あなたが万が一にも滅ほろびるのは──もっと、怖いし」

　ひとつひとつ口に出していくたび、本当に恐きよう怖ふが湧わき上がって喉がつまりそうになる。

（誰かを好きになるって、怖いな。世界中の全部が好き、って言っていられたときは、こんな気持ち想像もつかなかった。不自由な気持ち。好きなひとが少しでも傷ついたら、おかしくなっちゃいそうな気持ち。死にそうに、怖い）

　ひょっとしたら……いや、きっと、レクスも同じような気持ちなのかもしれない。

　ジャスティンは悪魔に比べればあまりに弱くて、もろくて、すぐに死んでしまう人間なのだから。ジャスティンが切なく考えていると、不意にレクスがジャスティンを抱く腕に力がこもり、彼の声がかすかに震ふるえた。

「すまない。本当なら、お前に世界を与あたえることも、最さい期ごまで看取ることも、至し極ごく簡単に約束できたはずなのに」

「レクス……？」

（今の、本当にあなたの声？　あなたがそんなふうに声を震わせることなんてあるの？）

　信じられないような気分だったけれど、今顔をあげてはいけない気がした。だからジャスティンは懸けん命めいにレクスのことを抱きしめる。きっと彼はそうしてほしいと思っている。

　だって、こんなに暖炉が燃えているのに、レクスの身体からだは震えている。

　寒いんだ。怖こわいんだ。レクスだって、苦しいと思うんだ。

　彼はすがるようにジャスティンを抱き直して囁く。

「長らく早く滅びたいと望んでいたのに、今は少しでも力が欲しい。だが、もう遅おそいのだ。皮肉なものだな。長く──恐おそろしく長く生きて、ようやく生きたいと思うことができたというのに、今のわたしにはせいぜい数十年分の命しか残されていない」

　数十年。ジャスティンたちには一生ぶんで、レクスにとってはほんの瞬まばたきするような時間。

（そっか。このひと、やっぱり死ぬんだ）

　レクスの言葉を理解した瞬間、ジャスティンの胸はものすごく大きな石が詰つめこまれたみたいに重くなる。ずっと心に引っかかっていたことは本当だった。レクスは死ぬ。

　この信じられないほど美しい身体と、意外なほど繊せん細さいな心はいずれ朽くち果てる。

（やっぱり、苦しいや。私、あなたは、永遠だと思ってたのに。あなたはどこまでも飄ひよう々ひようと生きて行くんだと思ってたのに。それに──なんなんだろ。苦しいのに、どこかちょっとだけ嬉うれしい。本当に変なの。私、酷ひどい。だって今、ちょっとだけ思った──レクスと死ぬまで一いつ緒しよにいられるかもしれない、って。ふたりで生きて、死ねるかもしれない、って）

　私は醜い。私の心は醜い。ジャスティンは思う。何度も、心に刻むように思う。

　こんなことを考えるなんて、心が澱よどんでいる。でも一度考えたことが消えてくれない。駄だ目めだ。もう戻もどれないところまで来てしまった。もう自分は変わってしまった。

　多分これが、恋なんだ。

「すまない」

　また謝罪の言葉が落ちてきたので、ジャスティンは目の奥が熱くなるのを我が慢まんして囁いた。

「なんで、レクスが謝るの」

「……わからん。多分、苦しいからだろうな。ここまできてこれでは、どうにも格好がつかん」

　レクスが困ったように笑っているのがわかる。そこにあるのは、とても複雑な人間らしい感情だ。ジャスティンも泣きそうになりながら笑って言った。

「ばかだなあ、レクスは。誰かにかっこわるいって言われたの。私はそんなこと思わないよ」

「なら、いいか」

「でしょ」

　レクスの腕がジャスティンを放し、両手が彼女の頬ほおに触ふれる。

　慈いつくしむように片手の指の背で額を撫で、再び輪りん郭かくをなぞって唇くちびるに触れた。そのまま顔を近づけかけて、レクスは訊きいた。

「──口づけても？」

　大まじめな問いに、ジャスティンは少しだけ噴ふき出してしまう。

「どうして今、それ、訊くの」

「それもそうだな」

　レクスも笑って、片手の指をジャスティンの指に絡める。そのまま唇と唇が触れあった。信じられないほど柔やわらかな、溶けてしまいそうな感じが触れてくる。甘さで体中が満たされて、何がなんだかわからなくなりかける。

　その感かん触しよくはすぐに離はなれ、もう一度ごく軽く唇に降ってきた。

　くらりと頭の芯しんが揺ゆらいだ。──眩暈めまいが、する。

　何も考えられなくて、その柔らかさだけがすべてで。暖だん炉ろがぱちぱち言う音がまったく聞こえなくなって、足あし下もとがふわついて、クッションの上に立っているみたいだった。

　ぼうっとしているところへ、さらにもう一度このうえなく優やさしい唇が触れてきて、ジャスティンは頭の奥で白い光みたいなものを感じる。

　全身から力が抜ぬける。何かが壊こわれてしまいそう。壊れてもいい、そうしてしまいたい、そんなときじゃないのに──もうとてもではないけれど立っていられず、ジャスティンは思わず膝ひざを崩くずした。レクスはすかさずジャスティンを支え、少し心配そうに訊いてくる。

「ジャスティン？　不快だったか」

「違ちが……う、けど、ちょっと待って……死んじゃう」

　正直なところ、ろくに息ができない。酸欠で頭が真っ白だった。

　レクスはすぐにジャスティンを抱き上げ、校長室の寝ね椅子いすに腰こしかけさせて額に手を当てる。

「何がどうして死にそうなのだ？　多少熱くなっているが、熱はないぞ」

「やめて……こんなときに、解説させないで」

「──そういうものか」

　どことなく神しん妙みようにレクスが言ったところで、校長室の扉とびらに軽くノックの音が響ひびいた。

「ジャスティン？　いるかね？」

　父親の声だ。反射的に頭が少しはっきりして、ジャスティンはガウンの胸をつかむ。小さく深呼吸し、どうにかいつもの状態に近いところまで戻ってこられた。

　ほっとしたような後ろめたいような複雑な気分だけれど、暖炉のおかげで頬がほてっているのはごまかせると思う。ジャスティンは扉に向かってなるべくいつもの声を出した。

「どうぞ、父様」

「失礼するよ。……ああ、レクスもいたんだね。ジャスティン、身体の具合はどうだい？」

　校長室に入ってきた伯はく爵しやくは、少しさっぱりした様子でくつろいだ私服に着き替がえている。しかしジャスティンを見下ろす顔には疲れと心配の色があった。

　ジャスティンも伯爵のことが心配になってしまい、伯爵とレクスを見比べながら言う。

「私は平気。レクスが治療してくれたし。むしろ父様やレクスのほうが心配なんだけど……」

　するとレクスは優美に寝椅子の背もたれに手をかけて答えた。

「わたしは大だい丈じよう夫ぶだ。まだ自分の傷を治すくらいの力はある。ジャスティンは平気でなくとも平気と言うから危あやうい。まだ注意して様子をみるべきだな」

　同じようなことを言うふたりに、伯爵は笑え顔がおのまま少し雰ふん囲い気きを冷やす。

「なんというか、きみたちは似たもの同士だねえ。わたしとしては、非常に──憎にくい」

「ちょ、ちょっと、父様、何言ってるの！　憎いって何！」

「冗じよう談だんだよ、冗談。まあ冗談は置いておいて、今後のことについて考えようか。どうやら世界はわたしが思ったよりも急速にベネットの思うほうへ転がっているようだよ」

　伯爵はあまり冗談とも思えない笑顔で、手に持っていた紙し片へんをジャスティンに差し出す。

　インクが手につきそうなざらついた紙には、大きな活字がびっしりと印刷されていた。

「これは？　新聞の、号外だね」

　ざっと内容に目を通しただけでは頭に内容が入ってこなくて、ジャスティンはもう一度最初から読み直す。そしてみるみる青くなった。

「な、な、何これっ！　これ、政府の公報!?　ベネットは今さら聖会派と教会派の宗教戦争でもやるつもり!?　昔それをやったおかげで、ノースランドは教会とか修道院の廃はい墟きよだらけなんでしょ!?」

　号外の中身は、サウスランド連合王国の聖会派が辛しん辣らつな勢いで教会派をなじるものだ。

　後ろからレクスが号外をのぞきこみ、かすかに首をひねる。

「聖会派か。お前たち人間が一神教をねつ造したのは知っている。教会派があの鬱うつ陶とうしい紱魔師エクソシストを飼っているのも承知だが──聖会派というのはあまり聞かんな」

「あ──そっか、レクス、最近は寝ねっぱなしだったから。ええっとね、この国とお隣となりの大陸に広がってる一神教には色んな会派があるんだけど、一番古くて大きな会派が伝統重視の教会派。それに対たい抗こうして新しくできたのが、サウスランド連合王国の掲かかげる聖会派なの」

　ジャスティンが言い、その後を伯爵が引き継ついだ。

「聖会派の特とく徴ちようは現実的であることと、資本主義的であることでね。人間が現代的な社会の中で発達していくのに邪じや魔まになった古い戒かい律りつは教えから排はい除じよされていて、そこが伝統を重んじる教会派とは対立するところでもある。ノースランドでも移民や他国と結んだ婚こん姻いん関係から、何度も教会派と聖会派の宗教戦争が起こった歴史があるんだよ。最近は落ち着いていたのに、ベネットたちはそこを突つっつこうとしてるってことだ」

　伯爵は教師のように言いながら、ベストの胸ポケットから皺しわの寄った薄うすい紙片を抜き出す。

「ちなみにさっきの号外、エルズバラで配られていたものだそうだ。それと、こちらはユリアンが命がけで送ってくれた情報だ。ベネットは、世界中で昨晩我々が破は壊かいしたのと同じような《門》を開こうとしているらしい。おそらく、時刻は明日の正午ごろということだ」

「世界中……？　それって、連合王国の外でもってこと？」

　あまりのことに、ジャスティンは寝椅子から身を乗り出した。

　この間の《門》がジャスティンたちをおびき寄せる罠わなだったとしても、本物が世界中に散らばっているなんて！

「ベネットはそんなに前もって準備を整えてたってこと……？　大体そんなことしてなんになるのかがわからないよ。魔ま界かい侵しん攻こう計画なんて立ててるのはベネットだけだし、他の国にしたら《門》なんて、単なる大災害みたいな……」

　そこまで言って、ジャスティンははっと目を瞠みはる。

（ひょっとしてベネットが狙ねらってるのは、それ？　《門》を開くぞ、って言って他の国を脅おどそうっていう話？）

　ジャスティンの予測をなぞるように、レクスが真しん紅くの瞳ひとみを伏ふせて囁ささやいた。

「今までの話からすれば、ベネットは魔界と人間界を繋つなげる《門》を、人間に対する兵器として使おうとしているのだろう。対悪魔戦せん闘とうに関してはサウスランド連合王国は世界中でも圧あつ倒とう的てきな優位にある。たとえ紱魔師がうじゃうじゃいる教会派の総本山でも、教会派支持国のすべては守れまい。《門》を専門知識なしでは容易たやすく破壊できないように作って統とう御ぎよすることができれば、超ちよう兵器として扱あつかうことは可能だろう」

「じゃあ……じゃあ、ベネットは……魔界が欲しいんじゃなくて、人間界を征せい服ふくしたいとか、そんなばかなこと考えてるってこと!?」

　あんまりに突とつ飛ぴな考えにも思えるが、伯爵は難しい顔で頷うなずいた。

「その可能性は高いね。もっとも魔界侵攻も、まんざら嘘うそではないかもしれないよ。多くの《門》が開けば、悪魔側の兵力も分散する。その隙すきを突いて、魔界でも特に希少な資源がある区間を奪うばい取る気かもしれん。我が国は工業国だ。資源を調達する土地はいくらでもいる」

（考えれば考えるほど突飛な話だけど、あの《門》を見る限り、ベネットは本気なんだよね。どうしよう？　こんなに大きな話になっちゃったら、私たちに何ができるんだろう）

　冷や汗あせをかきなら真しん剣けんに考えるジャスティンの後ろ辺りで、今度はルーナエの声が囁く。

「レクス様。お知らせしなくてはならないことがございます」

「お前が扉を使わないとはよほどの事態だな。言ってみろ」

　レクスが振ふり返らずに言うと、闇やみからにじみ出したルーナエが深々と頭を下げて答えた。

「はい。多数の人間の気配がこの城に向かっています。エルデンに直接確かめに行かせましたが、おそらく軍隊だと思われます。到とう着ちやくは翌早朝かと」

　やはり来たか、と室内の雰囲気が緊きん張ちようする。

（何がなんでも、ベネットは私たちを許さない気なんだな。って、まずい！）

　ジャスティンはふと大事なことに気づいて慌あわてて立ち上がった。

「生徒さん！　生徒さんたち、どうにかしなきゃ！　このままじゃ巻きこんじゃうよ！」

「なんのかんのと理由をつけて、家に帰せる子は帰したんだがね。残ってるのは、強敵だぞ」

　伯爵が少し遠い目で言う。

　その態度だけで大体事態の予想がついて、ジャスティンは引きつった。

（そ、それってやっぱり……）
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「僕は帰らないよ？　当たり前じゃないか」

「フランシス……！　今までの私の話聞いてた？　私たちの都合に巻きこんだのは申し訳なかった。何度だって謝るけど、でも、今回ばっかりはほんとのほんとに危ないんだってば！　下手へたしたらあんたたちだって、人造悪魔の使い手とかにされるかも！」

　ジャスティンは寝ね間ま着き姿のまま最上級生用の自習室にたてこもり、生徒代表のフランシスを説得している。説得している、が、相手にはさっぱり説得される様子がないようだ。

　フランシスはいかにも優等生然とした様子で、優美に足を組み直してにっこり笑った。

「でも今の話じゃ、危ないのは全世界だよね？　逃にげ隠かくれしたってしょうがないじゃない」

「極論すぎるよ！　現実的に、今ここは狙われてるんだから！」

「だったらきみは僕らを人ひと質じちにしたらいい。同じひとの命だって言ったって、残念ながら孤こ児じ院いんや救貧院のひとつやふたつを潰つぶすのと、まともな家の子息がいる学校をひとつ潰すんじゃ重みが全然違ちがうのが現実だ。被ひ害がいを受けた人間が多ければ、もみ消しも大変になる」

　平然ととんでもないことを言うフランシスに、ジャスティンは思わず険しい顔になった。

「本気で言ってるの？　フランシス。私、そんなことするくらいなら最初から学校を続けようなんて思わない」

　ジャスティンの言うことを聞くと、フランシスは少し嬉うれしそうに頷いて立ち上がる。

　そのまま自習室の扉を押し開けて彼は告げた。

「きみはそう言うと思ってた。きみがそういうひとだからこそ、僕たちは残ったんだよ」

「僕たち、って……」

　ジャスティンがフランシスの後ろから背せ伸のびをして廊ろう下かを見やると、そこには十数人ほどの生徒が立っていた。ほとんどが最上級生で、このうえなく真剣な顔をしている。

　以前軍隊が学校に来て、ジャスティンに乱暴をしたときに見たのと同じ顔がぽつぽつ見えた。たくさんの視線がジャスティンに突き刺ささり、フランシスは静かに言う。

「わかってくれないかな。みんなこの学校と、きみを守りたいんだ」

　真しん摯しな言葉が痛いほど胸に染しみてくる。切ないのか苦しいのかわからなくなってきて、ジャスティンは強く唇くちびるを噛かんだ。

「……おかしいな。みんなを守らなくちゃならないのは、私のほうなのに」

「……そんなこと言ったって、なあ」

「いつも守られてるだけってわけにもいかないし」

　生徒たちは少し困ったように、でもどことなくスポーツの試合の前のような期待感もこめて囁きあう。

　と、そこへ後ろのほうからエルデンの声がかかった。

「嬢じようさん！　どうもレクス様たちと気配が離はなれてると思ったら、こんなとこにいたのか！」

「エルデン！　帰ってきたんだ！　こっちに向かってる軍隊のこと、何かわかった？」

　ジャスティンが背伸びして手を振ると、エルデンは生徒たちをかきわけてジャスティンのもとまでやってきた。辺りをきょろつき、声を潜ひそめてジャスティンに囁く。

「──そのへんのこと、こいつらにもばれちゃっていいの？」

「もう大体喋しやべっちゃったからね、大だい丈じよう夫ぶだよ。それより、どうなの？」

　ここまできたら、情報は共有したほうがマシだろう。いくら説得しても、自分たちからここに残ると言ってきている生徒たちだ。ちょっとやそっとで混乱はしないだろうし、本当の情報を聞いて多少怖おじ気づいてくれるなら、それもありがたい。

　そんなジャスティンに、エルデンは軽く咳せき払ばらいしてから真剣な顔で続けた。

「兵隊さんの数は以前ここに来たのより倍増してるうえ、人造悪魔数体と、例の《門》の部品付きだ。奴やつら、どうやらこの学校のすぐそばに《門》を開こうとしてやがる」

「よりによって、ここに《門》!?　それってやっぱり……」

「ああ。この土地は魔法的にいい場所だってのを逆手に使うんだろ。ベネットの野や郎ろう、ここに《門》を開いて悪魔との戦場にして、徹てつ底てい的てきに破壊しちまうつもりだ。とっとと逃げないと、不幸な事故だ、とかなんとか言って嬢さんたちのことまで片付けかねねーぜ」

　思った以上の事態に、ジャスティンは必死にフランシスたちに向き直った。

「やっぱり危なすぎる！　いい、フランシス！　学校長としての命令です。私たちはここに開く《門》だけでもどうにか閉じるよう頑がん張ばるから、あなた、みんなを連れてどうにか学校から脱だつ出しゆつして！　護衛はこのエルデンをつけるから」

「へ？　あ、そーなの？　俺、どっちかっつーと嬢さんの傍そばにいたいんだけど」

　ジャスティンが残念そうなエルデンを説得しようと腰こしに手を当てると、素す早ばやくフランシスが口を挟はさんだ。

「ジャスティン。軍隊がすぐそこにいるのに、戦力をばらけさせるほうが危ない。僕たちの力は大したことないかもしれないけど、気持ちは負けないつもりだ。──僕はきみを手伝って、この学校を守るよ。ここにいる者は、みんなその覚かく悟ごがあるな？」

　フランシスが大人びた口調で言うと、生徒たちはそれぞれに力強く頷いた。

（どうしよう。説得しても、お願いしても、命令しても駄だ目めだなんて。やっぱり私じゃ駄目なのかな。いざというときにこれじゃ、やっぱり形だけの学校長ってことか）

　もうどう説得したらいいのかわからなくて、ジャスティンは苦しく言葉を吞のみこむ。

　するとフランシスは、じっとジャスティンの目を見て告げた。

「いいかい？　これもきみの責任だよ、ジャスティン。ひとの信しん頼らいを勝ち得たからには、その後ってものがあるんだ。僕らはきみについていく。だからきみは、最後まで僕らの指揮を執とる、という責任をとってくれ」

（責任……）

　フランシスの言葉が胸に刺さって、ジャスティンはぐっと唇を噛んだ。

（そうか。これも責任なんだ。他人を危険に巻きこむこと。その覚悟を持つこと。そして、どうにか守り抜ぬくこと）

　ここまで巻きこんでおきながら、最後には放っておいてくれなんて、それも逃げなのかもしれない。そう思うとジャスティンの心からはすうっと迷いが消えていった。

　代わりに湧わき上がるのは厚い感謝と、あふれんばかりの闘とう志しだ。

　ジャスティンは生徒たちに向かい、覚悟を決めて叫さけぶ。

「──わかった！　みんなの命、私が預かる！」

　わっ、と辺りから歓かん声せいがあがり、フランシスが満面の笑えみを浮うかべた。

「それでこそだよ、ジャスティン！」

　決めてしまったことはあんまりに恐おそろしいことで、今さらながらにジャスティンの全身は小さく震ふるえる。でも心はすっきりしていた。とにかく考えようと思う。

　こうなったら少しでも考えて、良策を生み出さなくては駄目だ。

「よーし、とりあえずフランシスと……あと、学校の隅すみ々ずみに詳くわしいひと、誰だれか居たら一いつ緒しよに来て！　他のひとは荷物まとめて、大事な物は全部地下の女め神がみ像のところに押しこんで！」

　生まれ変わったようにてきぱきと指示を出すと、ジャスティンはフランシスとエルデンの腕うでをつかんで校長室へと向かう。

　ジャスティンについて歩きながら、フランシスは急にうっとりと告げた。

「こうなってくると段々わくわくしてきたなあ。この学校に魔ま界かいへ続く《門》が開くってことは、色んな悪魔が見られるかもしれないってことだよね？　これってひょっとしなくても、死んでもおつりがくるくらいの珍めずらしい体験な気がしてきた！」

「わくわくしてる間に殺されちゃ駄目だよ、フランシス。私たち、どうにかして一番いい方法を考えなきゃ。罠わなだったとはいえ、一回《門》を破は壊かいされた後だもの、相手はこの間より警けい戒かいしてるはず。それに今回《門》が開くのはここだけじゃない。世界各国の《門》を閉じるなんて不可能だし、どうしたらいいのか……」

　考えれば考えるほど袋ふくろ小路こうじで、ジャスティンは頭を抱かかえたくなってくる。

　そこへ、フランシスが思案げに言った。

「ここに来た悪魔だけでも、味方に引き入れられたらいいよねえ。こう、どーんと大おお技わざでも見せつけて、人間と戦っても無む駄だだ、っていう印象を植えつけるか何かしてさ？」

「味方にするって言ったって、説得してる場合じゃないだろうし、そんな大人数といちいち契けい約やくするわけにも──あああああ！」

　途と端たんに何かがひらめき、ジャスティンは廊下に突つっ立って叫ぶ。

「どうした、嬢さん!?」

　ぎょっとした様子のエルデンに、ジャスティンは勢いこんで言った。

「わかった！　魔法書！　魔法書だよ！」

「魔法書？　って、ひょっとしてあんたが持ってた赤い本のことか？　ありゃあ、消しよう滅めつしちゃったんじゃ……」

「そう、だから再生するの！」

　とにかく叫び、ジャスティンは校長室の扉とびらを蹴けり開けて中に飛びこんだ。

「レクス！　父様！　ルーナエ！　お願い、教えて、私が持ってた魔法書のこと！　山ほどの悪魔を、各ページに紋もん章しようを描えがかせることで契約を結べるあの本！」

　いつものように絵になる様子でたたずんだレクスは、形よい自分の顎あごを撫なでながらジャスティンを見つめて言う。

「寝ね間ま着き姿で男ふたりを引きずったうえ、部屋の扉を蹴り開ける令れい嬢じようというのも初めて見たな。相変わらず新しん鮮せんすぎるが、今回は他にも妙みようなことを考えついたと見える」

　伯はく爵しやくもまた、複雑な表情で書き物机からジャスティンを見やる。

「魔法書って、ジャスティン、きみはまさか……」

　伯爵に最後まで言わせず、ジャスティンは高らかに宣言した。

「うん。どうにかして魔法書を再生して、《門》を通ってここにやって来る悪魔たちとまるごと契約しちゃおう！　で、人間と悪魔の間の取りなしをしてもらう！　私たちが勝つにはこれしかないよ！」
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　翌早朝。

　工場が稼か働どうする前のエルズバラの空は、まだ綺き麗れいなうす水色をしている。

「報告です。三十六の門のうち、九つめまで解放準備完かん了りよう。コーラリウム公国、ファクル王国南、リシン国、以上三つの門は、解放前に現地勢力により阻そ止しされました」

　エルズバラ城、主城の塔とうの天てつ辺ぺんで、ベネットは部下の報告を聞いて頷うなずく。

　眼下に広がるエルズバラ市街を見下ろして白いケープを翻ひるがえし、彼は楽しそうに言った。

「上出来上出来。大事なところはほとんど準備できてるじゃない。今回のは素人しろうとじゃ解除できないように造ってあるし、そんなに心配することもないかな。聖ルクリシアの教皇は何か、返信をよこした？」

「まだです。各国からルクリシアに紱魔師エクソシスト派は遣けんの要よう請せいは来ているようですが、派遣されたものは少ないとの話です」

「あっちこっちに戦力をばらまくよりは、自分たちのとこの守りを固めてるんだろうねえ。大司教が悪魔に殺されるわけにはいかないし。普ふ通つうならお得意の政治力でどうにかするところだけど、ま、そろそろルクリシアの《門》も開くしね。あんまり強気には出られないよ」

　気楽に言って、ベネットは塔の端はしを見やる。そこには真しん紅くの軍服のうえにマントをまとった女王の姿があった。少し疲つかれた様子の彼女に、ベネットはそっと歩み寄る。

「陛下、お疲れのところ申し訳ありませんが、教皇の邪じや魔まが入らないうちに各国との交こう渉しようをとっとと進めましょう。我が国の悪魔研究は他より百年先を進んでますから、ここまできたら勝ったも同然です。血を流す暇ひまなんかなく、みんなが我が国にひれ伏ふしますよ」

　穏おだやかに、しかし自信満々にベネットは言う。

　女王は緩かん慢まんに視線を上げ、ベネットの学者じみた顔を見上げた。ベネットは眼鏡めがねの奥から、慈いつくしむようにこちらを見ている。

（元気づけているつもりなのだろうな、これは）

　不器用すぎるベネットの慰なぐさめを理解できるのは、おそらくこの世で女王ただひとりだろう。

　ベネットはいつでも女王を特とく別べつ扱あつかいする。もちろん女王は周りから特別扱いされているのには馴なれていた。けれどベネットは、本当は人間の地位など気にしないひとだ。

　──いいですか、陛下。人間と、机は同じものなんです。

　いつだったか、ベネットは女王にも熱弁を振ふるったことがある。彼によると、『人間も机も分解すると成分が同じなので結局同じもの』なのだという。だから人間が特別ということはまったくないし、男女や身分の差なんてますますどうでもいいのだ、と。

（そんなわけがあるか、と何度言ってもこの男は理解しない。なのに私のことはこの扱いだ。──私は何かやり方を間ま違ちがったか？　いつか、この男が人間の魂たましいについて知るときは来るのだろうか）

　こんなときにどうしてこんなことを考えてしまうのだろう、と女王は少し疑問に思う。最近は、今さら考えても遅おそいことばかり考える。

　……ひょっとしたら、この間ジャスティンと会ったせいかもしれなかった。

　ベネットとは対照的に、ただ魂の尊厳を信じて突き進む少女。

（なぜなのだろうな。私が望んだのは血を流さずに富む国だ。ジャスティンと私が望むものは大して違わないはずなのに、私たちの道はどこまでもかけ離はなれていくようだ）
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　ほぼ同時刻、ノースランド低地地方、シェルズバーン城では、跳はね橋ばしにたたずむジャスティンと伯爵に、軍の士官が一枚の紙し片へんを突きつけている。

「サウスランド連合王国議会代理、ベネット・ルイス・ベックフォード卿きようの名において、ただいまよりこの学校を連合王国陸軍が接収します。異論はありませんね」

「文書は正式のようだね」

　伯爵が穏やかな無表情で言い、ジャスティンは真しん剣けんそのものの顔で付け足す。

「お申し出は受け入れますが、生徒さんたちと使用人には手て荒あらな真似まねは一いつ切さいしないと約束してください」

「当然のことです。我々の任務はありとあらゆる現象からサウスランド連合王国を守ることですから。抵てい抗こうしなければ手荒な真似はしません。第一班、使用人と生徒をまとめて地下室へ入れておけ。第二班、《門》解放用意ただちに始め！」

　指揮官が命令を下すと、兵士たちがどっと城の中へ駆かけこんでいく。

　指揮官はその様子を確かく認にんしてから、改めてジャスティンたちに向き直った。

「さて、お嬢じようさんたちは我々と来てもらいましょうか。──ときに、お嬢さんが連れているという悪魔はどこです？　万が一にもあなたが彼らの力を使って国家に逆らえば、あなたは犯罪者です。すぐに悪魔も処分される。その点はご注意ください」

　丁てい寧ねいな脅おどしの言葉に、ジャスティンはちらりと自分の傍かたわらを見やる。

　すると真昼だというのに辺りに夜の気配が漂ただよった。夜よ露つゆとバラの香かおりをまとったレクスの姿がじわりとにじみ出し、その横にはエルデンとルーナエの姿も次々と現れる。

　レクスは真紅の瞳ひとみを妖あやしく細めると、指揮官に愛でも囁ささやくような口調で囁きかけた。

「この通り、皆みんなここにいる。誰だれもが子こ猫ねこのように従順だ。おかしなことなど考えるものか。そもそもわたしは魔力をほとんど失ってしまったからな。人間の乙女おとめ並みのか弱さだ」

「──な……にが……っ、何が、か弱さだ！　無む駄だ口ぐちを叩たたかないように！　とにかく、城内へ入れ、城内へ！」

　指揮官は必死にレクスの目から視線をそらして言い、部下に合図をした。

　あらかじめ危険なものがないかどうか調べるのだろう。数人の兵士がどたばたと城内へ入りこむ。ジャスティンたちが指揮官について城内に入ると、あちこちで兵士が生徒や使用人の居場所を探すために乱暴な探たん索さくをしているのが目についた。

　生徒用の寝しん台だいがひっくり返され、引き出しが床ゆかに放り出されるけたたましい音が響ひびき渡わたる中、ジャスティンたちは校長室へやってくる。

「校長室にあった武器などは、これで全部です」

　待ち構えていた兵士が書しよ斎さいにあった古い銃じゆうや、祭さい儀ぎ用の短たん剣けんの類たぐいを指揮官に見せ、指揮官は頷いた。それをちらと見た伯はく爵しやくが小さくため息を吐つく。

「きみ、それらは全部貴重な骨こつ董とう品だよ。とにかく大事に扱ってくれたまえ。最近の工場生産品なんかとは違うんだ。古くてよいものは、二度と同じものが手に入らないんだからね」

「ご安心ください。安全のために預からせていただくだけです。ではどうぞ、中へ」

　うながされるままに見慣れた室内へ入り、ジャスティンは素す早ばやく辺りを見み渡わたした。

　校長室内で警備についている兵士たちは、一、二、三人。うちひとりが退魔官。隠かくし通路がある本ほん棚だなの前には、兵士はいない。ジャスティンは内心こっそり拳こぶしを握にぎった。

（よし、隠し通路は気づかれてない。ここに監かん禁きんしてくれるなんて、手間がはぶけた！）

「では、伯爵とお嬢さんは椅子いすにかけてください。魔ま界かいの紳しん士しの方々はそこで少々お待ちを」

　指揮官に言われるままにジャスティンたちが椅子へ腰こしかけると、今度はレクスたちに退魔官が歩み寄った。

　退魔官が取り出した銀色の手て枷かせらしきものを眺ながめ、レクスは物もの憂うげに言う。

「子猫並みのおとなしさだと言っているのに、わざわざそんなものをつけるのか？」

「念のためだ。お前の気に入っている人間たちの安全を思うなら、逆らうな」

　退魔官は淡たん々たんと言い、慎しん重ちようにレクスの両手を拘こう束そくする。その枷の内側に魔法文字が刻まれているのを、ジャスティンは素早く見てとった。

　同じく様子を見ていたルーナエのほうは、我が慢まんがきかなかったらしい。真っ青になって震ふるえると、ついに歯がみをして噛かみつくように叫さけんでしまう。

「いいかげんにしなさい！　人間ごときがレクス様に、鎖くさりをかけるなど！　一体何を考えているんですか！」

「ルーナエ！　ここは黙だまっとけって！　レクス様が我慢してんだぞ！」

　エルデンが珍めずらしく鋭するどく言い、ルーナエの肩かたを押さえた。

　それでも兵士たちには緊きん張ちようが走はしり、いくつもの銃じゆう口こうがばっとルーナエに向く。

「待って！　ルーナエは何もしてないし、何もしないよ！」

　ジャスティンが叫ぶと、今度はレクスが一歩前に出た。銃口はすぐにレクスのほうへ向く。レクスは縛いましめられた両手をだらりと下げたまま、優美に笑って見せた。

「安心しろ。わたしはお前たちが思うより、人間を親しいものと思っているのだ。人間は面おも白しろい。非力であるからこそ工く夫ふうをする。努力をする。悪魔にはない美点だ。この枷ひとつとっても、魔力を封ふうじるように実にうまくできている。ただ、ひとつ問題があるとすれば──」

　レクスはゆっくりと両手をあげて枷を眺めていたかと思うと、いきなり真横にいた退魔官の顔に肘ひじを叩きこんだ。

　それを合図に、エルデンとルーナエが一気に動き、そばの兵士を素す手ででたたきのめす。

　残った指揮官が焦あせって引き金を引こうとしたときには、鋭く踏ふみこんだレクスが指揮官の銃の引き金に指を入れ、銃を撃うてないよう固定していた。

「き、貴様……！」

　すぐに銃を捨てて次の攻こう撃げきに移ればよかったのに、指揮官は至し近きん距きよ離りで見るレクスの美び貌ぼうに魅み入いられて動けなくなっている。

　だらだらと汗あせを垂らす指揮官に、レクスは優やさしく囁いた。

「お前たちの最近の問題は『悪魔は魔力がなくとも人間より身体能力が優すぐれた種だ』と忘れがちなところだ。もちろん、わたしたち悪魔も悪い。普ふ段だんは怠なまけて、ささいなことでも魔力にばかりに頼たよっているからな。誤解のもとだ」

　真っ青になった指揮官が返事をする前に、レクスは銃を持った腕うでを軸じくにして身体をひねった。指揮官は軽々と投げ飛ばされ、急所につま先を叩きこまれて昏こん倒とうする。

「……？　何かありましたか……？　少しよう佐さ？」

　直後に外から扉とびらをノックする音が響いた。

　レクスたちの動きは最低限のものだったが、それでも廊ろう下かの兵士が騒さわぎを聞きつけたのだ。もう一刻の猶ゆう予よもない。伯爵はすぐさま椅子から飛び降りる。

「急ごう、ジャスティン！」

「わかった！」

　ジャスティンは大急ぎで書しよ棚だなに飛びつき、その後ろに隠れた秘密の通路を露ろ出しゆつさせる。

　中世からの古城であるシェルズバーン城には数々の抜ぬけ道が隠されており、その詳くわしい構造は一族にしか伝えられない習わしなのだ。

「みんな！　早く！」

　ジャスティンが声を抑おさえて叫び、すぐに悪魔たちも通路に飛びこむ。

　ほとんど同時に校長室の扉が外から開いた。

「っ！　少佐、ご無事ですか！」

　踏みこんできた兵士の声を聞きながら、ジャスティンは必死に地下通路の扉を閉める。

　もつれる指でポケットから白はく墨ぼくを取り出し、扉のこちら側に大急ぎで『閉じる』という魔法文字を書きこんだ。

（よし、これでしばらくは、誰もこっちに来られない）

「ジャスティン、こっちだ。おいで。魔法を発動させよう！」

　ほっとする間もなく、伯爵が囁く。彼は身をかがめて先に立ち、勝手知ったる様子で通路を走っていった。通路は真っ暗だったが、ところどころ、床や天てん井じようにペンキで描えがかれた魔法陣じんが淡あわい光を発している。

　すべて昨晩のうちに伯爵とジャスティン、ついでにフランシスが協力して描いたものだ。

「了りよう解かい！　これと、これ……こっちも、今から発動させるね！」

　ジャスティンは手て探さぐりで進んでは、描きかけの魔法陣に最後の文字を足していく。完成した魔法陣は次々に白い光を増し、辺りの大気がどことなく生暖かくなってきた。

「地下のぶんは、すべて正常に発動しています」

　慎重に言うルーナエの声に、伯爵が頷うなずく。

「では、生徒たちに合図を送ろう」

　さらに天井の低いぎりぎりの地下通路を通り、一行がたどりついたのは学校の地下にある女め神がみ像の裏側だった。伯爵はそこに隠しておいた木き槌づちを探し出して手に取る。

「ここはね、特別音がうまく反はん響きようするように造ってあるんだよ。ご先祖の警けい鐘しよう代わりだね」

　いつもの穏おだやかな調子で言い、伯爵は壁かべの一角を木槌で叩いた。

　その音は面白いほどに辺りに響き渡り、城全体をかすかに震わせる。
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　そのころ、シェルズバーン城の中庭ではすでに《門》発生のための装置があらかた組み立て終わっている。

「ずいぶんあっさりできるもんなんですねえ。解説書一枚と材料さえあれば、我々にも魔界への《門》を開けるなんて……しかも、一回組み上げたら滅めつ多たなことじゃ解体できないなんて、なんだか妙みような気分です」

　下士官がつぶやき、中庭を見渡す。芝しば生ふの中庭にはぐるりと金属製の箱形機械が配置され、その真ん中には二本の先の尖とがった金属製の杭くいのようなものが設置済みだ。

　機械はすでに全体的に白い光を帯びているが、現場を任された副官の顔色は冴さえない。

「何があっさりだ。高度な技術をここまで簡略化できたのは、ベックフォード卿きようがいらしてこそだぞ。それより──おかしいな。最初の計算よりはるかに力が集まっとらん。どこかで、力が装置の外に漏もれているんじゃないか？」

「はっ、ただちに確かく認にんいたします！」

　下士官は敬礼し、ただちに革かく帯たいにつけていた物入れから奇き妙みような眼鏡めがねを取り出した。幾いくつも重なったレンズに描かれた魔法陣のおかげで、彼にも中庭に放射線状に白い光が流れこんできているのがわかる。しかし、よくよく見ると流れが逆になっているところが数カ所あった。

「中ちゆう尉い！　現状、三カ所で魔力の流れが逆転しているようです」

「やはりか。ここは古い城だ。魔力を引きつける何かがあるのかもしれん。何人か連れて、逆流の先を見て来い」

「はっ！　クリプトン、アーガイル、レッドフィールド！　一いつ緒しよに来い」

　下士官は眼鏡をかけたまま、部下数人を呼んですぐに駆かけだした。

　いちいち魔力の流れを確かめながら、下士官たちは騒そう然ぜんとした教室棟とうに入って行く。流れは古びた廊下を這はい、そのまま階段を上っていくようだった。

（上か？　一体どこまで続いているのだ）

　眼鏡の下士官はわずかな違い和わ感かんを覚えて顔をしかめ、念のため拳けん銃じゆうを引き抜いて階段を上っていく。部下たちも彼にならい、いっそう辺りを警けい戒かいし始めた。

（この城で危険なのは、城の主たる伯はく爵しやくとその娘むすめ、そして彼女が操あやつる悪魔数体のみ、という話だったが──どうも嫌いやな予感がするな）

　教室棟は三階までで終わりだが、木製の階段の先には古い石の螺ら旋せん階段が続いている。おそらくは教室棟の横に張り出した塔とうの階段だろう。光はさらにその段の上へと続く。

　大人ひとりが通るのでぎりぎりの薄うす暗ぐらい階段に踏みこみ、眼鏡の下士官はふと視線を下げた。長い年月で角が丸くなった石段に、水の零こぼれた跡あとがある。

「まだ、乾かわいてもいない水の跡、か」

　明らかに怪あやしい。ついさっき、誰だれかがここを通った証しよう拠こだ。

　背後に警戒の合図を送ろうと思ったとき、階段の上で扉が開く音がした。

　直後、大量の濁にごった液体がどっと階段を駆け下ってくる！

「！　踏みとどまれ、ただの子供だましだ……っ!?」

　下士官は水圧でよろめきながらも叫び、階段を上ろうとする。途と端たんに軍ぐん靴かがつるりと滑すべった。

「わ、わ、わわわっ……！」

　情けない悲鳴をあげて下士官は転てん倒とうし、後ろにくっついていた兵士たちも巻き添ぞえを食う。瞬またたく間に全員階段から転がり落ち、やっと止まったところは三階の踊おどり場だ。かなりの痛みに思わずうめき声があがる。

「……っ、誰だ、こんなふざけた真似まねを！」

　眼鏡の下士官は目を血走らせて立ち上がり、怒いかりに燃えてもう一度石段を上ろうとした。

　ところが石段は殺人的につるつるになっていて、彼はまたも見事に転倒する。

　ごん！　と嫌な音を立てて下士官は後頭部を打ち、低いうめきをあげて気絶してしまった。

「やった！　石けん水って、すっごく滑るんだからねー、だ！　万が一まだ上ってこようもんなら、今度は棒ぞうきん攻撃が待ってるわよ！」

　塔の上の部屋でぐっと拳こぶしを握にぎっているのはメイド見習いのメイベルだ。

　もう片方の手で支えているのは、自分がまるごと入れそうな大きさの木製たらい。

　一方室内では、フランシスと数人の生徒が緊きん張ちようした面おも持もちで待機している。石壁に耳をつけていた生徒が顔を上げ、フランシスを見る。彼はすぐに事情を理解して頷いた。

「ジャスティンたちからの合図がきてる。扉を閉めて！　ここの魔法陣も完成させるよ」

　フランシスは早口で言い、床ゆかに描かれた魔法陣を白墨で完成させる。

　魔法陣は見る間に光を増し、辺り中から多くの力を集め始めた。

　ジャスティンたちが解放して回っている魔法陣のぶんもあわせて、城は徐じよ々じよに魔力で満ちていく。壁も、天井も、家具や中庭や、そこにある何もかもが次し第だいに魔法の淡い光を帯び始め、同時にすべてがぼんやりし始めた。

　分厚いはずの石壁が、方形の塔が、なぜか厚みを失って見える。まるで薄うすっぺらい板に描かれた、舞ぶ台たい用の絵のようだ。

　明らかな異常事態に、城内に散らばった兵士たちも段々と焦あせりを隠かくせなくなってきた。

　レクスたちに気絶させられた指揮官は、まだよろめきながらもどうにか中庭へとやってくる。そこで周り中の奇妙な風景に気づき、苛いら々いらと声をあげた。

「なんなのだ、これは──！　悪魔どもの企たくらみか？　とにかく、伯爵と娘をとっとと拘こう束そくし直せ！　大至急だ！」

（とにかく伯爵と娘を逃のがしたのが失態だ。奴やつら、聞いていたよりも魔法に詳しいぞ）

　指揮官もベネットから《門》解放に必要な魔法知識は得ているが、本職は軍人だ。こんな事態に対応できるほどの魔法の知識も経験も持ち合わせてはいなかった。

　兵士たちは慌あわてて敬礼し、命じられるままジャスティンたちを探しに城内へと散っていく。

　そんな中で、《門》解放のための機器に取りついていた部下が、心配そうに訊きいてくる。

「魔力の分散はますます進んでおります。どうしましょう、《門》の解放、遅おくらせますか」

　遅らせるか、と言われた瞬しゆん間かんに指揮官の脳のう裏りにはベネットの顔がよぎった。

　あの、いかにも穏おん和わな裏に酷ひどい冷れい淡たんさを含ふくんだ瞳ひとみ。見るたびにぞっとする。

　万が一《門》の解放に失敗でもしたら、彼にどんな顔をされるかわからない。いや、顔どころか、どんな仕打ちをされるかもわからなかった。

　そう思うと、指揮官の口からはほとんど勝手に命令が飛び出す。

「駄だ目めだ。我々の部隊は魔ま界かいに侵しん入にゆうし次第、侵しん攻こう部隊第二班と合流する。この機を逃しては、第二班が孤こ立りつする！　なんとしてでも《門》は開け！　あとは念のため、あの、ベックフォード卿からの預かりものの拘束を解いておけ」

　なるべくなら使いたくなかった『預かりもの』だが、こうなっては仕方なかった。すでに事態は異常の域なのだ。

　険しい顔の指揮官に、兵士は勢いよく敬礼した。

「はっ！　了りよう解かいいたしました！　このまま行きますと、《門》解放まで、あと十五分です！」
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「《門》が完成するまで、おそらく十五分程度です。ジャスティン、準備はいいですか？」

　ルーナエが細長い窓から中庭の様子をうかがって鋭するどく囁ささやく。

　城内に仕こんだ魔法陣じんをすべて解放した後、地下通路を使ってジャスティンとレクス、エルデンがやってきたところは旧礼拝堂だった。

　敷しき地ち内にある独立した礼拝堂とは違ちがい、古くから城内にもうけられたほんの小さな一室だ。

　見た目は粗そ末まつで、祭さい壇だんも床から盛り上がった石の台にすぎない。けれどここは昔から、城内で一番魔力の強い場所なのだという。

　洞どう窟くつじみた石の床に座りこみ、ジャスティンは白はく墨ぼく片手に真しん剣けんに頷いた。

「大だい丈じよう夫ぶ。最後の最後で失敗なんかしないよ」

「しかし、城全体を悪魔との契けい約やくの魔法具に使うとは。やはり人間の、というか、特にジャスティンの発想は面おも白しろいな」

　レクスはジャスティンの傍かたわらで、まだ腕うでにはまったままの手かせを眺ながめつつ言った。

　珍めずらしく、ルーナエもジャスティンに視線をやって神しん妙みように頷うなずいて同意する。

「乱暴すぎはしますが、発想が斬ざん新しんなのは認めます。契約書を作るなら木もく片へんか紙片、大量に用意するなら本、という発想になるのが常人ですよ」

「私が常人じゃないみたいな言い方だなあ。そりゃ、私だって、できれば持ち歩きができる本のほうがよかったんだよ？　だけど、あの魔法書レベルの魔法具を作るには何年もかかるっていうんだもん。だったら、あらかじめ魔法的にできあがってるものを魔法書の代わりにするしかないかなあって」

　身近にあって、魔法的に安定していて、たくさんの魔法陣を描えがく余よ裕ゆうがあるもの──と、そう考えたら思い当たるものが城しかなかった。

　つまり、ジャスティンたちは城全体を魔法書の代わりにして大量の悪魔を捕ほ縛ばくし、交こう渉しようして強ごう引いんに契約を結ぼうとしているのだ。

　ジャスティンは手のひらで床の魔法陣を叩たたいて言う。

「それに、山ほど悪魔を招待するには広い場所のほうがいいような気もするんだ。契約の話をするなら、気持ちよくしたいしね」

「あまり物理的な広さは関係ないのだが──まあいい。気を抜ぬくな。この城にかけた魔法で自動的にことがすむのは、悪魔を捕縛するところまでだ。後の契約と交渉はお前次第だ」

　レクスは言い、分厚い壁かべの向こうを見やる。

　中庭にはずらりと兵士たちが並んでいるはずだ。扉とびらの隣となりに立ったエルデンも、軽く指を鳴らしながら目をきらきらさせて中庭のほうを見つめた。

「いよいよだと思うとうきうきしてきたなあ！　そろそろあの人間たちと遊んじゃ駄目っスかねー？」

「まだですよ、エルデン。《門》が開くまで、あと十三分ほどです。完全に《門》が開いた後、進軍する兵士たちを足止めし、逆に悪魔たちを誘おびき出すのがきみの役目です」

　ルーナエがあくまで冷れい徹てつに言い、レクスは静かな目をジャスティンに向ける。

「魔法を最終的に発動させるのも、ぎりぎりまで引き延ばせ。なるべく多くの悪魔と強制的に契約を結ばねば意味がない」

「わかってる。焦らないように頑がん張ばるよ」

　ジャスティンははやる気持ちを抑おさえつけながら、深く頷く。

（あと十数分──どうにか、魔法が崩くずれませんように！　どうか、魔法の点検をしてる父様が無事でいますように）

　神様なんていないという事実を知りながらも、ジャスティンは何者かに祈いのった。

　もう祈るしかないから祈った。多分、祈りというのはそれだけでひとの心を救う意味があるのだと思う。他に何もやりようがないときでも、祈ることだけはできる。だから祈る。祈りながら待ち続ける。

　痛いほどの沈ちん黙もくの中、じりじりと時間がすぎていく。

　外では絶えず兵士の足音や、中庭の器械が動く駆く動どう音が響ひびいていた。

　沈黙に耐たえかねたのか、エルデンがレクスを見やって言う。

「にしてもレクス様、その手かせ、どうにかならねーんですか？　格好つかないでしょーが、それじゃ。それとも趣しゆ味みにあっちゃいました？」

「趣味というのでもないが、なかなか魔法の組成がうまく読めんのだ。無理に魔ま力りよくで引き剥はがせばやっかいなことになる気配があるしな。あの《門》の発生装置とよく似ている」

「人間というのは、そういうものを作ってしまうあたりが実に変態的で悪あく趣しゆ味みだと思います。──《門》が開くまで、あと三分です」

　ルーナエが顔をしかめたまま告げた。

　ジャスティンはいよいよ白墨を握り直し、頭の中で描くべき魔法文字を思い浮うかべる。

　そのとき、いきなり城全体が轟ごう音おんと共に揺ゆらいだ！

「なっ、何!?」

　ジャスティンが慌てて顔をあげる。エルデンがはっと目を瞠みはって叫さけぶ。

「ジャスティン！　伏ふせろ！」

「えっ……？」

　ジャスティンが何かを聞き返す前に、レクスが彼女を床に押し倒たおした。

　直後、さらなる轟音が礼拝堂を直ちよく撃げきする！

　大地が揺り動かされ、凄すさまじい音と共に猛もう烈れつな埃ほこりが舞まい上がる。鼓こ膜まくを打つがらがらという音に息を吞のみ、ジャスティンはしばらく耳をふさぐことしかできなくなる。

　やがてようやく音が止やんだかと思うと、辺りはふっと明るくなった。

「……何……!?　なん、なの」

　小さくあえぎ、ジャスティンはどうにか目を開く。すると、埃で痛む目に飛びこんできたのは青空だった。何度か瞬またたいても間ま違ちがいない。

　礼拝堂の分厚い石の壁が割れている！

　そしてその隙すき間まから、石像としか思えないものが礼拝堂をのぞきこんでいた。

　猛もう禽きんのくちばしに、毛の生えた肉にく食しよく獣じゆうの頭。両手には鉤かぎ爪づめが生えているのに、下半身はずるずると伸のびた蛇へびの身体からだだ。

　教会美術によく見られるような巨きよ大だいな石の彫ちよう像ぞうが、丸太のように太い腕を礼拝堂に差しこんでくる！

「人造悪魔か。てめぇら、いいかげんその悪趣味な面つらは見み飽あきたぜ！」

　エルデンが叫び、すぐに魔ま狼ろうの姿に戻もどって彫像──いや、人造悪魔の腕に猛もう然ぜんと噛かみついた。

　がっ、と音が立ち、人造悪魔の腕はわずかに削けずれる。

　しかし人造悪魔は少しもひるまず腕をふり、エルデンを礼拝堂の壁に叩きつけようとした。

「遅おそいって！」

　エルデンはうなり、ひらりと身を翻ひるがえして崩れた礼拝堂の壁に跳とび乗ると、超ちよう高温の炎ほのおを人造悪魔の頭に吐はきかける！

　凄まじい熱風に煽あおられ、ジャスティンの髪かみがちぎれそうにはためく。

　ジャスティンは必死に髪を押さえて縮こまり、レクスは彼女をかばうように膝ひざをついたまま、じっとエルデンたちを見み据すえた。

（どうなったの？　やっつけた──？）

　熱が少しおさまったところでジャスティンが必死に顔をあげると、そこには信じられない光景が広がっている。エルデンの炎はほとんどの石すらぼろぼろにする高温のはずなのに、人造悪魔には焦こげひとつついていないのだ。

「まさか……！」

　エルデンが人間のように顔を歪ゆがませる。人造悪魔は彼の胴どう体たいを素す早ばやくくちばしでつまみ、思い切り力をかけた。石にしか見えない首に筋が浮き上がり、乾かわいた嫌いやな音が辺りに響く。

　ジャスティンの全身の肌はだが粟あわ立だち、エルデンが殺気に満ちたうなりをあげた。

「エルデン！」

　ルーナエが顔色を変えて叫び、瞬く間に猛禽に姿を変えて舞い上がる。

　人造悪魔はエルデンを振ふり捨てたかと思うと、抜け目なく蛇の下半身でまきとった。エルデンの動きを封ふうじた後に、濁にごった赤い目でルーナエを追う。

　エルデンは苦痛にうなりながら人造悪魔の後ろに視線をやり、ぎょっとして叫んだ。

「……っ、この悪魔使ってんの、ただのガキだぜ！　人造悪魔はともかく、どうしてただのガキが俺の炎に焼かれて平気な面してやがる!?」

「嘘うそ……子供……!?」

　つられて悪魔の背後を見たジャスティンも、全身が冷たくなるような恐きよう怖ふに襲おそわれる。

　確かにそこには少年がいた。綺き麗れいなお仕着せを着て金きん髪ぱつを肩かたまで垂らした、少女にしか見えない男の子。

（あの子、ひょっとして……そうだ、ベネットと一いつ緒しよに牢ろうに入ってた小こ姓しようの子だ！）

　ジャスティンの頭の中には、かつてユリアンに言われたことが蘇よみがえる。

　──人間優位の悪魔契けい約やくをした場合、使い魔の受けた痛みや衝しよう撃げきはすべて契けい約やく者である人間に跳はね返る。悪魔契約は、女子供にできることではない。

　思い出した途と端たんに涙なみだがあふれかけ、ジャスティンは強く拳こぶしを握にぎって囁ささやいた。

「エルデンと戦って、すっごく痛いはずなのに……！　どうしてあんな子供が、平気な顔してるの？　人造悪魔との契約は、条件が違ちがうの？」

「いいや。奴やつにも痛みと衝撃は伝わっている。ただ──おそらくは、あの子供のほうに問題がある。奴は痛みを受け入れる方法も、拒きよ否ひする方法もわからんのだ」

　レクスの声に確かな怒いかりが潜ひそんでいるのを聞き取り、ジャスティンは震ふるえる瞳ひとみで彼を見上げた。レクスは冷たい炎の燃える瞳で中庭の様子を見つめ、かすかに指を動かす。ほとんど無意識なのだろう。それはまるで、剣けんの柄つかを求めるような所作だ。

　レクスの視線の先の中庭に兵士たちの姿は見えない。アロワの悪魔に怯おびえてか、城の中まで後退して様子を見守っている。

　一方アロワは淡たん々たんとした無表情のまま、ルーナエをじっと見つめていた。

　鳥の姿に戻ったルーナエは宙に舞い、鋭するどく叫ぶ。

「意志のない悪魔を練り出したうえ、子供に憑つけるとは。まったくの悪趣味としか言いようがありません！　そんなことをしてこちらがひるむと思うなら、いささか悪魔を甘く見すぎですよ。とっとと土へ還かえしてさしあげます！」

　ルーナエの鋭い声が響き、上空から、はたまた左右から、凄まじい勢いで刃やいばのような風がアロワに迫せまった。しかしアロワはあくまで冷静に人造悪魔を動かし、すべての風を受け止める。

　人造悪魔の身体はみるみる風で削れていくが、アロワは痛みの表情ひとつ見せずにぽつりと言った。

「手加減してるなら、無む駄だだよ。僕には心がないから。痛みもない。──心も、身体も、何も感じない。だから、傷ついても平気」

　彼は虚うつろに澄すんだ瞳をめぐらせ、ジャスティンと、ジャスティンをかばうレクスに視線をやった。

　途端にアロワの虚ろな青い瞳がきらめき、いきなり人造悪魔の身体が歪む。石そのものの質感のままなのに、まるで熱せられた飴あめのように人造悪魔の全体が溶とけ崩れる！

　まるで悪夢のような光景だ。崩れた身体の中から巨大な鉤爪を持った人間の腕うでが飛び出したかと思うと、凄まじい速度で宙を飛ぶルーナエを捕とらえた。

「なっ！　なんたるでたらめな変形を……っ！」

　幾いく枚も青銀の羽根が舞い、ルーナエの翼つばさが空むなしくばたつく。

「おいこら、ルーナエ、何捕つかまってやがる！　このっ、いいかげんに放せ、木で偶く人形が！」

　エルデンは人造悪魔の足あし下もとで怒ど鳴なり散らすが、アロワの集中力は途と切ぎれなかった。

　エルデンを押さえつけたままルーナエを慎しん重ちように搦からめ捕とり、ほとんど同時にもう一本の腕を作り出してレクスに迫る！

「レクス、危な──っ！」

　ジャスティンが叫ぶ前に、レクスは拘こう束そくされた腕で攻こう撃げきを受け止めた！

　硬こう質しつな音が周囲に響き渡わたり、レクスの枷かせが粉々に砕くだけ散る。

　直後、凄まじい光と振しん動どうが辺りを覆おおう！

（これってひょっとして、枷にしこまれてた魔法なの？）

　ジャスティンはすかさず地に伏せながら考える。

　退魔庁がレクスのような大悪魔を封じるために造った枷だ。レクスやルーナエでさえ簡単に解除できなかった理由は、この仕し掛かけのせいだろう。

　自分の力が弱まっているぶん、レクスはありとあらゆるものを利用しようとしている。

（でも、そんなことしたら、レクスもすっごく痛いんじゃ!?）

　まだ鼓膜がびりびり鳴っているのを感じながら、ジャスティンはどうにか体を起こした。

　人造悪魔の腕が止まっているのが見える。しかし、レクスの体も糸が切れたかのように大きくよろめいた。ジャスティンは夢中で飛び起き、懸けん命めいに彼を支えようと抱だきつく。

「レクス！　大だい丈じよう夫ぶ!?」

　レクスは珍めずらしくわずかにその秀しゆう麗れいな顔を歪めていた。強がることもなくジャスティンにすがって、かすかに震える指で自分の薄うすい唇くちびるをぬぐう。

　そこについているのが血であるのを確かめると、レクスは少し楽しそうに笑ってから優やさしくジャスティンを突つき放した。

「なるべく隅すみにいろ。お前が魔法を完成させるまでくらいなら保もつ」

「っ……！」

　言いたいことは山ほどあった。死んじゃ駄だ目めだ、絶対に駄目だ、私と一緒に生きてくれなきゃ嫌だ、と叫さけびたかった。でも今はそんなことをするべきときではなかった。

　ジャスティンは全身全ぜん霊れいで自分の胸の痛みをねじ伏ふせる。

　動かなくちゃならない。動け！　ぎこちなくてもいい、レクスに向かって頷うなずいて、あとはとにかく魔法陣じんを探すんだ！

（魔法陣、どこ？　さっきの衝撃で割れたりした？　新しく描えがくには、私だけじゃ調整が利きかない。探さなきゃ！）

　必死に砂だらけの床ゆかを這はいずっているうちに、ようやく魔法陣の隅っこが見つかった。一いつ瞬しゆんほっとするものの、魔法陣の上には砕けた石が山ほど降り積もっている。

　そんな光景を見ても、今は絶望している暇ひまがなかった。

（大丈夫……大丈夫！　落ち着いてやれば、きっとできる！）

　ろくな手入れなしでも白く美しいと褒ほめられた手で、ジャスティンは石をつかむ。とにかくひとつひとつ持ち上げては取り除く。石は無限じゃない。続ければきっといつかは終わる。

　レクスはそんなジャスティンをかばうように立ち、指についた自分の血を振り捨てた。

　部下ふたりをあっさりと搦め捕った人造悪魔とアロワに向かい、滅ほろび行く魔界の王は甘く微笑ほほえむ。ろくな魔力もない体からにじむのは血の臭におい。

　自分が屠ほふったものの血ではない。自分の流した血の臭いだ。

　それでもどこか犯おかしがたい威い厳げんをもって彼は囁く。

「心を持たない人間、か。わたしにはそのようには見えんが、誰だれかにそう言われたか？」

「そんなの、お前には関係ない」

　アロワは小さくつぶやき、再びレクスに向けて人造悪魔の腕を伸のばした！

　レクスはほんのわずかな動きで攻撃を避よけ、神速で抜ぬいたサーベルを横に薙なぐ。

　サーベルには多少の魔力をまとわせてあったとはいえ、今のレクスの力はエルデン、ルーナエのふたりよりも劣おとるほどだ。人造悪魔には少しの傷きずもつかない──と思われたが、ただ剣の技わざだけでサーベルは人造悪魔の腕に食いこむ！

　アロワは少し不思議そうに首をひねったが、すぐに人造悪魔の腕の途と中ちゆうからもう一本の腕を枝分かれさせてレクスをつかみとった。

「レクス！」

　ジャスティンが叫ぶのを制するように軽く片手を挙げ、レクスはなおも平然と続ける。

「人間は嘘を吐つく。人間は言葉で人間を支配したがる。しかし真実というものはひとの言葉程度では変わらぬものだ。心がないという人間よ。ならば、お前を動かしているのはなんだ？　なぜお前はわたしたちを殺そうとする。──命令だ、などとは言うな。何者かの命令に従っているのも、お前自身の意志なのだからな」

　レクスの言葉を聞いているうちに、アロワの目は奇き妙みように動どう揺ようし始めた。

　小さく瞳を震わせ、首をひねる。自分が動揺しているのが理解しがたい、とでも言うように。

「僕にあるのは、悪い夢。それだけ。──お前も、悪い夢。消えちゃえ」

　囁いたアロワの声には、初めて怒りらしきものがにじんだ。

　同時にレクスを握った人造悪魔の腕にぎりぎりと力がかかり、レクスの表情には憂うれいが混じる。

（レクス──！）

　ついジャスティンの手が止まり、視線がレクスのほうを向いてしまう。

　自分が駆かけつけてもどうしようもならないのに、前に出たい。その気持ちと必死に戦う。

　その間にもアロワの人造悪魔は粘ねん土どのように形を変え、本体にぼこぼこと無数のひとの顔が浮うかび上がり始めた。若い顔、老いた顔、紳しん士しそのものの品のよい顔までもが、異様なまでに苦く悶もんの表情を浮かべてあえぎ、歯ぎしりを繰くり返す。

　まさしく悪夢の産物そのものと化した人造悪魔は、空に向かって百万の悲鳴のような鳴き声をあげた！

　その鳴き声はジャスティンを貫つらぬき、頭の中にどっと恐おそろしい印象が湧わき上がった。

　死！　折り重なる死人の身体からだ！　濁にごった瞳ひとみ！　病に震ふるえる腕！　踏ふみにじられる！

　苦しい、痛い、苦しい、苦しい、その苦しみが、終わらない！

（これが、あなたの夢なの──？　アロワ）

　愕がく然ぜんとしながら、ジャスティンは反射的に過去の思い出を胸の中から引き出した。

　優しい思い出。穏おだやかな、ただひたすらに穏やかな思い出。美味おいしかったお茶。嬉うれしかった言葉。優しかった指先。そんなささいなしあわせが、胸の奥に宿してくれた温かみ。

　そんなものを懸命に握にぎりしめた。思い出の温かさがどうにか身体を温めてくれて、こわばりきった体がもう一度動くようになる。

　ジャスティンは必死にアロワの悪魔から視線を引き剥はがし、再び石の山にとりついた。

　指先から血が出て、どうにも手が滑すべる。それでも緊きん張ちようのあまり痛みは感じなかった。

　少しくらい怪け我がをしたっていい。動き続けられればそれでいい。

（早く。早く、魔法陣を完成させなきゃ！）

　ただそれだけを考えて石を除よけた。指がすっかり痺しびれ始めたころ、やっと魔法陣の三分の一ほどが見えてくる。そのとき、ジャスティンの頭にエルデンの叫びが響ひびきわたった。

『嬢じようさん、門が！　門が開く！』

「…………っ！」

　ジャスティンは涙なみだのにじむ目を上げ、崩くずれた壁かべの向こうの中庭を見上げる。

　直後、強い光が辺りを覆い尽つくした。

　光っている。中庭に巨きよ大だいな光の円が出現している。巨大な人造悪魔の後ろに煌こう々こうと輝かがやく白い円は、確かにランズ・エンドで見た《門》と同じものだった。違ちがうのは……

（何？　門が波立ってる──）

　錯さつ覚かくかと思って見つめ直すが、光の上に走った波は未いまだに静まらない。

　中庭では指揮官が兵士たちに何事かを叫んでいる。アロワの操あやつる人造悪魔を警けい戒かいしながらも、ばらばらと中庭に駆けだしてくる。いけない。来る。悪魔たちがやってくる。

　もう駄目かもしれない。間に合わないかも。石をつかんだジャスティンの手が震える。

　そして、アロワが淡たん々たんと言った。

「終わりだね」

　アロワの虚うつろな瞳が光ると、人造悪魔の腕うでが猛もう烈れつな力でレクスを締しめ上げる。嫌いやな音が連続して響いて、ジャスティンは思わず石を放り出して両手で耳を押さえた。

　壊こわれる。嫌だ。このままじゃ自分が壊れる。あのひとが傷つくのは嫌だ、もう本当に嫌だ。見ないふりなんかできなくて、理性なんか保っていられなくて、何も考えずに駆けだした。ジャスティンはもつれる足で人造悪魔に駆け寄り、できるかぎりの声を絞しぼり出す。

「やめて！　お願い、やめて！　レクスを殺さないで……私の、大切なひとなの！」

　ジャスティンの必死の叫びに、アロワはふと瞳を揺ゆらした。

　不思議そうにジャスティンを見つめ、彼女が必死なのを見て取ってつぶやく。

「大切な、ひと？　嘘うそだ。──これ、悪魔だよ」

「知ってる、悪魔だよ！　でも大事なの！　どうしようもないの。彼が死んだら私の心も死んじゃう！」

　格好悪いとかなんとか、もうそんな意識がなくて、とにかく叫んでいた。

　人造悪魔につかまれたレクスがうっすらと目を開いたのが見えた気がする。ねえ、どうしてこんなときまでどことなく笑ってるの？　やめてよ、怖こわいよ、お願い、いなくならないで！

「……そう。悪魔なのに、愛されてるんだね」

　不意に憎にく々にくしげなアロワの声が響いて、ジャスティンは震えて彼を見やった。

　そして、意外な光景に目を瞠みはるはめになる。

（え？　何？　いつの間に……？）

　アロワの後ろに誰かいる。

　うっすらと金の光をまとった長身の人ひと影かげ。

　アロワもその気配に気づいたのか、勢いよく背後を振ふり返った。そこにたたずんでいた男は、二匹ひきの竜りゆうが絡からむ意い匠しようの槍やりを手に、ゆっくりと引きつるような笑えみを浮かべた。

「くだらんな。こんな人間の雛ひなの悪夢を斬きらねばならんとは、わたしの竜が憐あわれでならない」

「嘘……キュリオス!?」

　ジャスティンはほとんど無意識のうちに叫んでいた。

　信じられない。こんなの信じられないけれど、本物だ。そうとしか見えない。

（どうしよう！　こんなときにキュリオスまで来たら、レクスは……！）

　真っ暗な絶望が目の前に下りてきて、ジャスティンの膝ひざから力がぬけかける。

　アロワは長身のキュリオスを不思議そうに見上げ、何度か瞬またたいた。

　間を置かず、レクスをつかんでいた人造悪魔の腕がぐらりと揺らぐ。

　そしていきなり、途中からすっぱりと切れて地面に落ちた！

「……え？」

　一いつ瞬しゆん何が起こったのかわからず、ジャスティンは呆ぼう然ぜんとしてしまう。

　キュリオスはいかにも忌いま々いましそうに鼻を鳴らしたかと思うと、骨張った手をアロワへ伸べて囁ささやいた。

「腕を斬り落とされた気分はどうだね？　痛みは感じなくとも、喪そう失しつ感かんくらいは感じられるかな。しかし、わたしの斬ざん撃げきが見えていないようでは所しよ詮せんは雛だ。実にくだらん。それもこれも、とあるばかが醜しゆう態たいをさらしすぎるせいだよ」

「──！」

　アロワが顔を険しくした次の瞬間、人造悪魔から新たな腕が繰り出されてキュリオスを襲おそう。キュリオスは鮮あざやかに宙を舞まって避け、レクスの傍かたわらに着地した。

　そして実に嫌そうに床ゆかに座りこんだレクスを見下ろす。
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　──攻こう撃げきする様子は、なかった。

（これって、まさか……！　《門》を通って、よりによってレクスを助けに来ちゃったの？）

　あまりの意外さに呆あつ気けにとられながら、ジャスティンは改めて《門》のほうを見やった。

《門》からは他の悪魔の姿も徐じよ々じよに現れつつある。ありとあらゆる形の異形が光の中で蠢うごめいているのがわかる。兵士たちは先ほどとは一転して、大おお慌あわてで守りの態勢に入っていた。

（ひょっとしなくても……今が、勝機だ！　どうにか、しなきゃ）

　ジャスティンは本能的に悟さとり、人造悪魔の傍そばからよろめき下がる。

　今のうちだ。キュリオスが人造悪魔を止めてくれているうちに魔法を修復できれば、どうにかなるかもしれない！

　一方のレクスのほうは、何度か咳せきこんで血の塊かたまりを吐き出し、さも面めん倒どくさそうにキュリオスに笑いかけてやった。レクスには自分の体がぼろぼろなのがよくわかっている。

　今まともにキュリオスとやりあえば、あっという間に負けるだろう。

　それも悪いような気がするな、などと考えながら、レクスはキュリオスに声をかけた。

「《門》が開いた途と端たんにこちらへ来るとは、よほど戦いに飢うえていたとみえる。しかし残念だな、今のわたしは少々疲つかれ気味だ。お前の執しゆう念ねん深ぶかさにつきあっている余よ裕ゆうがない。どこか他へ行け」

　だめ押しに人間らしい所作でひらひらと片手を振って見せると、キュリオスは苛いら々いらと顔を歪ゆがめて吐き捨てた。

「実に苛立たしい。腹の底から煮にえくりかえる。自分の腹を割さいて見せてやりたいくらいだよ、わたしがどれだけ怒おこっているかをね。お前はわたしを苛立たせる天才だ。放っておくとすぐに誰だれかの手で痛めつけられている。だからひとときも目が離はなせん」

「わたしとて、痛めつけられたくて痛めつけられているわけではない。死にかけなのだから仕方あるまい。……あきらめろ、キュリオス。お前は遅おそかったのだ。もっと早く、殺してくれ、と哀あい願がんすれば──考えてやらないでもなかったのにな」

　疲れ果てたせいで、いっそかえって優やさしい声が出た。

　そんなレクスにキュリオスは見るからに苛立った様子で、顔から表情を消すと自分の両手を身体の前でぴたりと合わせた。何をするつもりだ、とレクスがわずかに警戒する中、キュリオスの手からは血色の光が零こぼれ出す。

　やがてキュリオスは、自分の手のひらからずるりと一ひと振ふりの大剣けんを取り出した！

（あれは……かつてわたしが持っていた《虚きよ構こうの大剣》か？　戦いの記き憶おくから、わざわざ同じものを作ったのか）

　見慣れた剣にレクスがわずかに目を瞠る。

　キュリオスは剣のできをちらりと見やってから、無造作にレクスへと投げ渡わたした。

　反射的に受け取り、レクスは不思議そうにキュリオスを見やる。

　するとキュリオスはますます嫌そうな顔になって吐はき捨てた。

「ばかという一点においては、貴様に勝てる悪魔などいない。剣を取れ、レクス。人造悪魔が気に食わなくとも、それならよかろう。寸すん分ぶん違たがわぬよう作った──お前の剣だ」

「本気で、これをわたしに使えと言うのか」

　まだどこかキュリオスのことが信じ切れず、レクスはつぶやきながら自分の白い指を真っ赤な刀身に滑すべらせた。形、重さ、刻まれている文字までもがかつてレクスが持っていたものと同じだ。悪魔の魔力を凝こらせた剣。

（──悪くない）

　闘たたかいの本能がレクスにそう囁いてくるのがわかり、レクスはゆっくりと微笑ほほえんだ。

（力だ。ただこの一瞬かもしれないが、この剣は、わたしの──力だ）

　剣がかすかに震ふるえ、耳に心地ここちよい高音を奏かなでる。柄つかからよく馴な染じんだ魔法の震えを感じる。しこまれた魔法が体に力を流しこんでくるのを感じ、レクスは床を踏ふみしめて立ち上がった。

　視界が鮮せん明めいになり、五感が研とぎ澄すまされていく。どこに何があるかが見なくてもわかる。見なくても操れる自信がある。──力だ。力が戻もどってくる。

　剣を手にしている間だけのことかもしれないが、確かに自分の身体からだが、辺りの大気が、レクスの力に満ちている。

　レクスは大剣を軽かろやかに構え、うっすらと笑って囁いた。

「いいだろう。まあまあ手に馴染む」

　キュリオスは高こう慢まんに鼻を鳴らし、赤い瞳ひとみを酷こく薄はくに光らせて槍を軽々と回して見せる。

　最後に優ゆう雅がな構えを決め、キュリオスは人造悪魔を見上げた。

「いくらでも今のうちにほざいておけ。このがらくたを片付けたら、すぐにも念入りに貴様を引き裂さいてやる！」

　レクスは答えず、軽く石の床を蹴けった。

　ほとんど同時にキュリオスも高く空に舞まい上がったのがわかる。

　それまで自分の腕うでを見下ろしてぼんやりとしていたアロワが、ふたりの気配に顔を上げた。

　アロワの人造悪魔も飛び起き、必死のうなりをあげて新たな二本の腕を伸のばす。

　腕は迷いなくレクスとキュリオスを狙ねらって迫せまり来る！

　跳ちよう躍やく中に敵の攻撃を受けることはほとんど不可能だが、レクスは剣を人造悪魔の腕に突つき立て、その柄を踏んで人造悪魔の腕に跳とび乗った！

　そのまま剣を抜ぬき、レクスは人造悪魔の顔めがけて疾しつ走そうする！

　人造悪魔はぎりぎりでレクスの速度に反応し、さらに無数の他の腕を生む。レクスは蛇へびのように迫ってくる腕の攻撃を避よけて跳び上がった。鳥の翼つばさじみた黒いシルエットが宙を舞ったかと思うと、レクスはそのまま人造悪魔に浮うかんだ顔面のひとつに大剣を叩たたきこんだ！

　人造悪魔の顔がすべて痛みに歪み、子供のような悲鳴を漏もらす。

　駄だ々だをこねるように悪魔が震え、さらに横から凄すさまじい速さで一本の腕が襲い来た。

　ぎりぎり避けられるか、避けられないか。レクスが再び跳び上がろうとしたとき、すかさずキュリオスの槍の柄が人造悪魔の腕をはたき落とす。

　キュリオスはそのまま、返す槍の穂ほを人造悪魔の別の顔に叩きこんだ。

「「「あ、あ、ああああああ！」」」

　人造悪魔が幾いく重えにも重なった声で鳴き、無数の顔からぼろぼろ涙なみだを零こぼしてよろめく。

　悪魔の背後にたたずむアロワはもはや真っ青だった。瞳は落ち着かずに震え続け、もう意地だけで立っているような状態だ。

　レクスは人造悪魔の腕から飛び降りると、静かに訊たずねた。

「そろそろ、悪い夢から醒さめたいか？」

「駄だ目めだ、許さない……こんなの駄目だ、僕は、僕を傷つける奴やつはみんな殺す！　僕は、ベックフォード様は、誰にも、絶対に負けない！」

　アロワはレクスと視線を合わせないままがたがたと震えると、ますます瞳を虚うつろにして懸けん命めいに集中を始めた。何かを思い出そうとするように、アロワの眼球が痙けい攣れんしながら上へ動く。

（今まで受けた苦しみでも思い出して力に変えているのか。──憐あわれな）

　こうも幼い少年が、強大な悪魔を動かすほどの苦しみを知っている。

　そう思うと、レクスの胸の奥が冷たく痛んだ。

　弱いからこその、人間の苦しみ。力を失い始める前は、レクスには想像もつかなかった。けれど今は漠ばく然ぜんとだが理解できる。理り不ふ尽じんに奪うばわれる苦しみ。激情を持ってもどうにもならず、ただのたうつことしかできないその気持ちが、憐れだ。

　だが、その苦しみにねじ伏ふせられてやる気はさらさらなかった。

　レクスは重く、深みのある声で囁く。

「夢からはいつか、覚めねばならん。悪夢だろうと、よい夢だろうとだ」

　その間にも、アロワの人造悪魔はさらなる変化を見せていた。

　再びどろりと泥どろのように崩くずれた悪魔が、今度はずるずるとよりあわさって巨きよ大だいな口だけの化け物になっていく。どん欲よくさを示す口には、一本一本が剣のように鋭するどい牙きばが幾重にも並んでいるのが見えた。小さな礼拝堂などそのまま吞のみこみそうな大きさの口だ。

（凄まじいまでの破は壊かいの意志だな。剣で斬きるのではまだるっこしい。──キュリオスも同じことを考えるだろう）

　レクスが考えたちょうどそのとき、数歩離れてたたずんでいたキュリオスの姿が淡あわい金の光に包まれる。思った通りの反応に、レクスは少し面おも白しろくなって微笑んだ。

　キュリオスは真の姿に戻り、全力で片をつけようとしている。

（ならばわたしもつきあうしかあるまい）

　なぜかレクスも、すっかりそんな気分になっていた。彼はキュリオスの作った魔法の大剣を自分の手のひらにするりと押しこむ。同時に、体内に宿る自分の力だけを意識した。

　自分の力。生まれ持って世界から受け渡された力。

　意識を解放し、力の中にたゆたうと、レクスの身体はぼんやりと銀色の光を帯び始める。

　光はあっという間にレクスの輪りん郭かくを消し飛ばし、どこまでも膨ぼう張ちようしていった。溶とけていく。力が解放され、身体の外まで溶け出していく感覚がある。

　溶け出した力を再び受け入れるために、レクスの身体は一回ほどけてから優美な輪郭を取り戻した。力強くしなやかな筋肉のついた無む駄だのない身体。その隅すみ々ずみまでをきらめく銀の毛並みが覆おおったのを感じた後、レクスは静かに真しん紅くの目を開けた。

　はるか昔、神と呼ばれた時代に数度ひとの前に姿を見せたことがあるだけの、レクスの真の姿。銀色の毛並みが辺りの光をあまりに乱反射するため、人間にはその姿をよく視し認にんすることは難しいだろう。

　しかし、よく目をこらせばわかるはずだ。

　──それは銀色の、深く憂うれいを帯びた瞳を持つ巨大な獅し子しの姿であった。

　彼の傍かたわらで、キュリオスだったものも金のきらめきを放つ竜りゆうへと変わっている。

　キュリオスは無数の金属的な鱗うろこをきしませ、四本の足の鉤かぎ爪づめでしっかりと大地を抱かかえこんで人間の悲鳴が入り交じった鳴き声を放つ。

　人造悪魔は二体の凄まじい悪魔の姿に全身をぶるぶると震わせ、やみくもにキュリオスの長い首に噛かみついた。

　キュリオスは避けようともせずに人造悪魔の牙を受け、逆にそのまま自分の長い首で、人造悪魔の巨大な口を搦からめ捕とってしまう。強大な力が人造悪魔にかかり、みしみしと音が立つ。

　人造悪魔を締しめつけつつも、キュリオスは赤い瞳をレクスに向けた。

　最後はレクスに花を持たせようというのだ。

　本当に珍めずらしいことばかりで、レクスは喉のどの奥で少しばかり笑ってから頭上を仰あおいだ。

　今や、シェルズバーン城の上空は魔ま界かいと同じ赤黒い雲で覆われている。

　どろどろとのたうつ雲を割るように、レクスは深みのあるひとの声で朗々と呼ばわった。




「土と痛みと悪夢より生まれ出いでし木で偶くよ──覚めて土へと還かえるがいい！　我が真まこと名な、《白金の雷らい霆てい》の名において！　神世の大剣よ、あれ！」




　辺り中の大気がびりびりと震え、レクスの声と共に世界が一いつ瞬しゆん真っ白になった。

　まるで世界がなくなってしまったかのような空白。

　数秒後、今度は大地が割れるかのようなものすごい轟ごう音おんが響ひびく！

　辺りが地じ震しんのように揺ゆれ、周囲にいた人間たちも、悪魔ですら、誰だれもが怯おびえてうずくまり、あるいは頭を抱えた。恐ろしい。凄まじい。自分たちの力などなんの役にも立たないと思い知らされる衝撃。どこか清々しいまでの敗北感と絶望が辺りに満ちる。

　大気が焦こげている臭においがする。大地もまた、怯えたようにいつまでも震え続ける。

　──最初に戻ってきたのは視界だった。

　ゆっくりと白い光が弱まり、城が、中庭が、悪魔や人間たちが姿を取り戻す。

　じっとこらしたレクスの視界に、再びアロワの人造悪魔も映りこむ。

　しかし今や、人造悪魔は崩れた石積みそのものと化して、大地にうずたかく積もるのみ。

　かつて神と呼ばれていた時代にレクスが使っていた『剣けん』。

　それは魔法の大剣のことではなく、この雷かみなりのごとき魔法のことだったのだ。

　レクスは緩ゆるやかに瞬またたき、石積みとなった人造悪魔に寄り添そうキュリオスに声を投げる。

「無事か？」

「わたしのことを訊きいているのなら、当然無事だよ。──人造悪魔の使い手の子供のことなら、これも気絶しただけでまだ生きているようだね。まったく、人間というのは妙みようなところでしぶといものだ」

　キュリオスは物もの憂うげに石積みとなった人造悪魔から身体を離はなし、ぶるりと全身を震わせてから人間の姿に戻もどって地に降り立った。

　その姿には傷ひとつついていないように見えるが、本当はキュリオスも人造悪魔と共にレクスの魔法を受けている。

（さすがに大分応こたえてはいるようだが、よく保もったものだ。さすがに《王》位か）

　淡い尊敬すら胸に湧わいてくるのを感じ、レクスはうっすらと笑ってキュリオスを見つめる。

　キュリオスも少し楽しげに笑って、軍服の裾すそを翻ひるがえしてレクスのほうへ歩み寄ってきた。

「それにしても、久しぶりにお前の『剣』を見たな。てっきり、もう忘れてしまったのかと思っていたよ。かつて魔界に落ちたお前の『剣』のことは、今でもたまに思い出す」

「わたしもすっかり忘れたと思っていたが、意外とどうにかなるものだな。──それより足がふらついているぞ。優やさしく治ち療りようしてほしいなら、殊しゆ勝しように頼たのんでみるといい」

　レクスも人間の形に戻り、小さく笑って軽く首を傾かしげる。

　キュリオスはいかにも嫌いやそうに顔を歪ゆがめ、何かを言おうとする。

　と、そのとき、崩れた人造悪魔の間から何かが飛び出した！

　突とつ然ぜんの殺気にレクスは目を瞠みはり、とっさに大きく飛び退のこうとする。だが、一瞬早くキュリオスが動く。キュリオスはレクスの身体からだを抱え、すかさず中庭に身を伏せた。

　直後、肉が裂さける鈍にぶい音が響く！

（キュリオス！）

　レクスがわずかに目を瞠り、キュリオスの身体をつかむ。さらに避けなければ第二撃げきがくる。動こうとしたそのとき、さらに何度か鈍い音が連続した。今度はレクスの胸にも痛みが走る。

　──そこまでで、ぶっつりと攻撃は止やんだ。

「レクス、無事か」

　攻撃が止んだのを確認した後、キュリオスが低い声で訊いてくる。

「ああ」

　問われたレクスは、自分の身体に視線を落としてから答えた。

　レクスの胸には一本の石でできた槍やり先さきが数センチぶんめりこんでいる。ゆっくりと血はにじみ始めているが、このくらいは怪け我がのうちにも入らなかった。

　けれど、身じろぐとレクスの軍服の上にはぼたぼたと新たな血が零こぼれる。

　レクスは物憂く瞬き、キュリオスを見上げた。

　キュリオスの顔にはもとよりあまり血の気がない。しかし今は青いと言ってもいいほどだ。

　対照的に、その胸は真っ赤に染まっていた。

　レクスをえぐった槍は、キュリオスの胸を貫かん通つうして生えている。

　レクスはのろのろと手を伸のべ、キュリオスの背を探さぐる。冷たい感かん触しよくがすぐに指先に当たった。これは先ほど、人造悪魔の残ざん骸がいから飛び出してきた槍だ。貫通したもの以外にも山ほどある。

（困った）

　レクスは途と方ほうに暮れてキュリオスの顔を見上げた。

　キュリオスはレクスの視線を受けると、実に不快そうに顔を歪め、血混じりに吐はき捨てる。

「みっともない顔だ。やめろ、ばかばかしい。たかが──たかが、わたしの死、ごときで」

「キュリオス」

　レクスが囁ささやいたその瞬しゆん間かん、キュリオスは何か言おうとした気がする。

　声が世に放たれる前に、キュリオスの輪郭がぼやけた。そしてキュリオスのすべては、ぱっと金色の塵ちりに変わる。

　大気全体がきらめき、キュリオスに刺ささっていた石の槍が音を立てて床ゆかに零れ落ちる。

　レクスはゆっくりと体を起こし、手のひらを見下ろす。

　キュリオスの血に濡ぬれていたはずの手からも、金の塵は零れた。

（──死ねたのか、お前は）

　そう思って辺りを見み渡わたす。どこもかしこも金色に輝かがやく世界はあまりにも美しく、レクスは胸の辺りに宿った重い冷気をもてあましていた。

（わたしは、悲しんでいるのだろうか）

　少し不思議に思うが、多分そうなのだろう。敵対していた悪魔がひとり消えた。ただそれだけのことが少しだけ悲しい。ひとに近くなると、悲しいことがやけに増えていく気がする。

　もっとも、それが嫌なわけではないのが不思議だった。

「──レクス様」

「ご無事、みたいっスね」

　聞き馴なれた声がしたので、レクスはそちらへ視線をやった。

　人造悪魔の残骸の辺りから、エルデンとルーナエがやってくるのが見える。少し複雑な表情のふたりの後ろには、アロワが今度こそ意識を失っているのも見えた。

「無事だったか、ふたりとも」

　レクスが訊くと、エルデンとルーナエは柄がらにもなく口ごもった。

「ええ。その、なーんかちょっと……信じられねーことなんですが」

「はい。どうも、キュリオスが──我々のことも守ったようなのです」

「……そうか」

　レクスはかすかに苦く笑しようし、辺りを見渡す。他の悪魔や兵士たちは、レクスたちの闘たたかいにまだ圧あつ倒とうされている様子で、遠巻きにこちらを見ていた。

　そして、ジャスティンは。

（そうだ、ジャスティンは無事か？）

　レクスが慌あわてて礼拝堂へ視線をやると、彼女は床に何かを書きこんでいるところだった。

　ようやく露あらわになった魔法陣じんに書きこむべき、最後の文字。

　ジャスティンの作業はほんの数秒で終わり、途と端たんにくしゃりとレクスの視界が歪む。

　見る間に世界に霧きりがかかり、城の輪りん郭かくが二重にも、三重にも見えてきた。

　どこからかごおごおと吹ふく魔界の風の音が聞こえる。

　同時に、誰だれとも知れない人間界の人々の、平和な話し声も無数に聞こえ始める。

　レクスの視界の中で、ふたつの世界がだぶって見える。

（ああ──懐なつかしいな。長くわたしが捕とらわれていた、魔法書の魔法。あのころ、世界はこのように見えていた）

　レクスは立ち上がり、中庭と、城をぐるりと眺ながめ渡わたした。

　まるで夢の中のように何もかもがぼやけて、重じゆう厚こうな城も、何もかもが蜃しん気き楼ろうのようだった。

　そんなぼやけた世界の中で、唯ゆい一いつはっきりとした姿を持つジャスティンが立ち上がる。

「レクス……大だい丈じよう夫ぶ、だった？　エルデンと、ルーナエも」

　ジャスティンは少し声を震ふるわせながらも、気き丈じような表情でこちらに歩いてくる。そして何より、彼女の全身が淡あわく輝いているのが見えた。

　これは魔力などではない。彼女の意志の、魂たましいの光だ。

　この魔法書の魔法すべてを受け止めるという決意の輝きだった。

　レクスはそっと歩み寄って彼女を抱だき留とめ、しっかりと胸に抱いだいて言う。

「無事だ。キュリオスのばかが、最後の最後に手を貸していったからな」

「そっか。よかった。キュリオス、は──」

　ジャスティンの声こわ音ねから、彼女がキュリオスのことまで心配していたことが知れて、レクスは少しばかり苦笑する。ひょっとしたら心配されているのはキュリオスの死に直面した自分なのかもしれないが、どちらにせよ、苦く笑うしかなかった。

「闘いの中で死ぬのは、奴やつの望みだった。……奴は奴で、おそらく自分の人生に飽あいていたのだ。本人はけして認めたがらなかったがな」

「……そう」

　ジャスティンは悲しく頷うなずき、レクスに寄り添って辺りを見やった。

「私たちの魔法、成功したのかな」

「ああ。確かに魔法は発動している。そろそろ捕ほ縛ばくされた悪魔どもが、契けい約やく者を捜さがしてそろってやって来るぞ。わたしを封ふうじていた赤い魔法書とは違ちがい、この城にかかった魔法にはまだ契約の条件が定められていない。交こう渉しようは、これからだ」

「うん。そうだよね。──頑がん張ばらなくちゃ」

　ジャスティンはレクスの言葉で気を引き締しめ直し、じっと辺りに目をこらした。

　二重写しになったような世界の中に潜ひそんでいた異形の姿が、やがてぼんやりと人ひと影かげへと変わり始めるのがわかる。人影は段々と姿をはっきりさせ始め、中庭にも、城の窓にも、礼拝堂の中にも現れた。彼らの容よう貌ぼうはそれぞれだったが、共通しているのは凄すさまじい美形が多いということだ。彼らは互たがいにこそこそと話し始める。

『これは……面めん倒どうな魔法をかけたものだな。レクスを捕らえたという、赤い本の魔法か』

『魔力が弱い人間が、よくもまあこれだけの魔法を使うもんよねえ。びっくりしちゃう』

　悪魔たちが漏もらす衣きぬ擦ずれのような囁きには、闘とう争そうの気配は乏とぼしい。

　捕縛の魔法のせいも、悪魔たちの気まぐれな性格のせいもあるのかもしれない。

　貴人の群れにしか見えない悪魔たちは、ジャスティンとレクスを見つけるといかにも面おも白しろそうに歩み寄ってきた。

『はてさて、娘むすめよ。そなたがジャスティン・カーライルだな。契約の魔法に記された名の』

『お前さ、俺たちをとっつかまえてどうしようっての？　全員使し役えきするわけ？』

『そうでないとしたら、お前は何を望むのだ？』

　お前の望みは？……契約の際にはお決まりの問いだった。

　人間か悪魔が己おのれの望みを言い、その代だい償しように差し出すものを決める。

　でも、ジャスティンの望むべきものはとっくに決まっているから、迷う必要はなかった。

「私は、決まりを望みます。私たち人間と、あなたたち悪魔を共に守る、新しい決まりを」

　かすかに震える声で『決まり』、と言った途端、辺りにはかすかな笑い声が広がる。

　ちらちらとうなりが混じる笑い声の中から、澄すんだ悪魔の声があがった。

『人間ってのは勝手だよ。我々の間にあった決まりを容易たやすくやぶってわたしたちを悪と断じたあげく、勝手に攻せめこんでおいて……今さら新しい決まりが欲しいって？』

　悪魔の言うことはびっくりするほどもっともだった。

　信しん仰こうを捨てて、ただ己の欲よくのために魔界を利用しようとしたのは人間のほうだ。

（それでも、間ま違ちがいは正さなきゃならない。一度間違ったら終わりじゃ、駄だ目めだ）

　ジャスティンは震える足を踏ふみしめて、言う。

「はい。私たちはあまりに違う──あなたがたに比べれば私たちの寿じゆ命みようは嘘うそみたいに短くて、ひとりが死ぬと同時にたくさんの記き憶おくが失われてしまう。私たちは気まぐれで、忘れっぽく見えるかもしれません。でも、私たちも同じように、あまりにも長命で大いなる力を持つあなたたちのことを、ひたすらに気まぐれで、残ざん酷こくな種なんだ、と思ってた。でも、それはきっとただの違いなんだと思います。正面から見つめあえば乗り越こえられる、それくらいの違い」

『ふむ。お前はなぜそのように思った？　我々の違いは充じゆう分ぶん大きく思えるが』

　さも不思議そうな問いが投げかけられる。ジャスティンはふとレクスを見上げた。

　レクスはあの穏おだやかな目でジャスティンを見つめ返してくれる。

　これが、ジャスティンが信じたものだ。

　愛しているものだ。

　ジャスティンはレクスの瞳ひとみに勇気づけられ、周りを見つめ直して言う。

「私、悪魔に好きなひとがいて。そのひとと、同じことを思ってると、信じられたので」

　ジャスティンの言葉に悪魔たちは顔を見合わせ、さわさわと囁ささやきあい始めた。

『やっぱりだよ、そうじゃないかと思ってたんだ。これが噂うわさのレクスの思い人だ』

『噂は本当だったのだな。確かに愛らしいが、思ったより若いな』

『本当なの？　レクス。あなたは前、会議で人間滅ほろぼすべし、って主張してなかった？』

　妖よう艶えんな美女がレクスに訊きくと、彼は軽くジャスティンの肩かたを抱いて答えた。

「あれはキュリオスの作った偽にせ者ものだ。でなければどうして、わざわざわたしがここにいる」

『ふむ』

『まあ、言われてみればそうだな』

　悪魔たちは納なつ得とくしたような、まだ少しどことなく不満なような様子でたたずんでいる。

（もう一押しっぽいな。あとは、どうすればいいんだろ？）

　ジャスティンが懸けん命めいに考えているところに、レクスが小声で言った。

「ジャスティン。見世物のようですまないが……少し我が慢まんしてくれ」

「……！」

　何？　と訊たずねる前に、レクスが優やさしくジャスティンのこめかみにキスをする。

　ジャスティンは一気に真っ赤になって、縮こまってレクスに寄り添そった。

　レクスはその肩を強く抱き直し、謝罪するようにゆっくり頭を撫なでてくれる。

　その様子を終始しげしげと見つめていた悪魔たちは、今度は少し怖こわい顔になって囁きあった。

『憎にくいな』

『うん、憎いな』

「……逆効果だったか？」

　真しん剣けんな顔で悩なやみ始めるレクスに、ジャスティンは赤くなったまま頭を抱かかえたくなった。

（違う、そうじゃないって！　うわあ、このひと、ほんとに愛されてることに鈍どん感かんだ！）

　どう言ったらいいのか、ジャスティンが内心悩み果てているところへ、ひょいと綺き麗れいな顔をした金きん髪ぱつの悪魔が顔を出した。

『ひとつ質問があるんだけど、いいか？』

「はい？　私にですか？」

『ああ。その、ふたりのなれそめはどんな感じだった？』

「な……なれそめ？」

　意外な質問に瞬またたいていると、辺りの悪魔がどっと押し寄せて来た。

『そうだよ、初めて会った時の印象は？　やはり顔？　顔が決め手だった？』

『レクスは本当に美しいからな。なかなかこう絶ぜつ妙みようにはいかん！　で、やはり結けつ婚こんするのか』

『式はどこでやるの？　あたし、出席するけどいいよね？　悪いって言ったら呪のろうからね？』

（か、軽い！　ほんとに軽い！　こんなんでいいの、悪魔って!?）

　口々に言う悪魔たちに頭がくらくらしてきて、ジャスティンは思い切り叫さけんだ。

「ちょ、ちょっとちょっと！　待ってください！　私、レクスの顔は嫌きらいでしたから！」

　すると、辺りにはなぜか納得の雰ふん囲い気きが生まれる。

『なるほど、これは珍めずらしい。そう言えばレクスは珍しいもの好きだったな』

『納得したけどなんか悔くやしいわあ……』

「そこで納得するの!?　大体なんなの、この騒さわぎ！　レクス、あなたみんなに気に入られすぎだよ！　あと、どうせみんなにすっごいつれなくしてたんでしょ！」

「そう、だった、のか？」

　レクスはほんの少しだけ眉まゆをひそめて首をひねっている。

（だ、駄目だ。本当の本気で気づいてない。レクスってほんとに、どっかぼけてるんだよね）

　あきれ果てつつも、そんな困ったところもいいところだよなあ、とも思う。

　ジャスティンが小さくため息をついていると、レクスはやがて視線をそらしてつぶやいた。

「……そう言えば、お前の美形嫌ぎらいはどうなのだ？　まだ、この顔は苦手か」

「え？　あ、ううん、今のレクスは大だい丈じよう夫ぶだよ！　私の美形嫌いって、なんだかこう、内面も合わせてのものっていうか。『自分は美形だ』ってわかって偉えらそうにしてるひとが嫌いっていうほうが、正しかったんじゃないかと思って。今はレクス、そういうのないもん」

　懸命に言い訳しながら、ふとジャスティンはさっきのレクスの姿を思い出す。

　光り輝かがやく白金色の獅し子しの姿は、凄まじいまでの神こう々ごうしさだった。ものすごい綺麗な風景を見て涙なみだが出るのと同じような感動があった。

　でも、ひとつだけ引っかかることがある。

「そう言えばレクス、前、自分の真の姿は見た人間が失神するほど醜みにくい、みたいなこと言ってなかったっけ？　さっきの、綺麗な獅子の姿は真の姿じゃないの？」

　こっそり訊くと、レクスはますます視線をそらす。

「そもそもこの人間風の姿も幻まぼろしではない。身体からだの組成を組み替かえて変身しているからな。──が、まあ一応、さっきのが基本だな」

「……醜くなかったよ？」

「それは、つまりだな」

　ぼそりと言い、しばらくレクスは沈ちん黙もくした。そしてついに、思い切ったようにつぶやく。

「わたしの普ふ段だんがこの容貌でも、真の姿は醜いと言っておけば、お前に嫌われないのではないか──と思っただけだ」

　……それって、つまり。

（わ、私の美形嫌いが原因!?）

　衝しよう撃げきの事実に、ジャスティンはレクスにしがみついて叫ぶ。

「そ、そんな理由だったの!?」

　レクスはついに覚かく悟ごを決めたかのように、ジャスティンを真っ向から見つめて言う。

「嫌いになったか」

　どこか必死なレクスに、ジャスティンは本気でふらふらしてきた。

　そんなに想おもってくれていたなんて思いもよらなくて、甘い眩暈めまいで倒たおれそうだ。

「あの、もう、ますますっていうか、凄すごく……眩暈がするくらい、嬉うれしい。──好き」

「…………」

　レクスは何かを答えようとしたが、結局何も言えず、少し不思議そうに目を伏ふせて自分の口元を軽く押さえる。

（これは……照れてるの、レクス!?）

　ジャスティンは固かた唾ずを吞のんで見守り、悪魔たちの間からは本気の悲鳴があがった。

『嫌いやぁぁああ！　あたしやっぱりレクスの奥さんになる！　お願い、せめて一晩だけ！』

『やめろって！　そんなん受けいれられるくらいなら、あそこまで柔やわらかくなってねーって！』

『世も末とはこういうことを言うのだなー、感かん慨がい深ぶかい』

「待って待って、みんな！　騒いでる場合じゃなくて！　契けい約やくの話、忘れないでね！」

　ジャスティンが必死で言うと、真っ白な髪かみの美少女がひとり、静かに歩み出た。

　彼女は微笑ほほえみ、ジャスティンに言う。

『大丈夫、わかってるよ。ジャスティン・カーライル。《魔界の王フエロノス・レクス》の妻との契約なら、我々も文句を言う筋合いじゃないさ』

　彼女の言葉に、脇わきから紳しん士し風の青年が口を出す。

『よいのか？　それで。《魔界の王》の妻とはいえ、相手はただの小こ娘むすめ。そして《魔界の王》は力を弱めている』

『だからこそだろう？　キュリオスが死に、レクスもいずれ死ぬ。我々には滅びの兆きざしが濃こくて、逆に人間は我々が思ってるより急速に進歩してる。たたきつぶすのはちょっと面めん倒どうだ。逆に言えば今がお互たがい譲じよう歩ほのしどきだよ。このふたりはその、変わっていく時代の象しよう徴ちようなんじゃない？　だって、不思議なくらい嫌な感じがしないもの』

　少女の姿をした悪魔の言葉に、辺りから積極的な反論はあがらない。

　信じられないような結論がじんわりとジャスティンの胸に染しみてきて、ジャスティンはほとんど息がつまるような気持ちになった。嬉しい。嬉しすぎて怖いくらいだ。

　ずっと伝えたかったことが伝わった。伝わらないかと思っていたことが、不意に広がっていく、この感じ。

　ジャスティンは肩に載のったレクスの手に自分の手を載せ、周りの悪魔たちに囁く。

「──じゃあ、他の悪魔にもそんなふうに話してくれますか？」

『話すだけならいいよ。我が主、ジャスティン。でも、それですべてがすぐに変わるとは思わないでね。悪魔は気まぐれで、わがままで、合理的だ。──なるように、なる。それが運命っていうものさ。今は運命の流れが、少しだけきみたちに向かって流れている。これはただ、それだけの話なんだよ』
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　ちょうどその頃ころ。シェルズバーン城に踏ふみこんだ兵士たちは、突とつ然ぜんと悪魔たちの気配が希き薄はくになったことに戸と惑まどっていた。

「いたか？」

「いない！　影かげのようなものは見えるが、それだけだ！──それより、城自体がおかしくなってないか？　なぜか廊ろう下かが堂どう々どう巡めぐりになってるぞ！」

　兵士たちは互いに怒ど鳴なりあい、不安な目で辺りを見み渡わたす。

　ぼやけた城の中では声すら通りづらく、ともすればあちこちから妙みような声がする。

　気がつくと見知らぬ部屋や、下手へたをすると赤茶けた岩砂さ漠ばくに迷いこむ者まで続出していた。悪魔たちの攻こう撃げきがないのは不幸中の幸いだが、それでもこんなところで迷ったらどうなるのかわからない。

　中でも、《門》が開いた城の中庭は、もっとも霧きりが濃い場所だった。

　まだ白い光の《門》が開いているものの、中から何かが出てくる気配は消えた。試ためしにこちらから入って行こうとしても、なぜか戻もどってきてしまう。

「まだ異状の原因はわからんのか！　わたしの質問に対する、ベックフォード卿きようの返信は!?」

　自分の手すらよく見えない濃のう霧むの中で指揮官が苛いら々いらと叫び、通信係の兵士は状態の悪くなった機器に必死で取りついていた。

　やがて、兵士が勢いよく顔を上げて叫ぶ。

「隊長！　本部より連れん絡らく、ありました！　その……世界各地で、《門》から悪魔の姿が消えたとのこと。ベックフォード卿によりますと、アヴァロン計画は──中止、だそうです」

「中止……だと？　ばかな！　少なくともここには悪魔はいるぞ！　見えないのか！」

　指揮官は口の端はしから泡あわを飛ばして叫んだ。

　もっとも、周りの兵士たちは曖あい昧まいな表情だ。

　確かにさっきから、濃霧の中を見知らぬ影は行き来している。けれどそれらは兵士たちを攻撃してくるわけでもない。あげく、撃うっても弾たまが当たらないのは確かく認にん済みだった。

　そんなもの相手に戦争ができるか、という話だ。

　周りから突つき刺ささる戸惑いの視線に、指揮官は思い切り歯ぎしりをする。

「なんだ？　なんなのだ、貴様らのその目は！　貴様らが行かないのなら、わたしはひとりでも戦う！　忘れるな、悪魔は人類の敵だ！」

　声の限り叫さけんで魔ま甲こう弾だんをつめたライフルをつかみ、指揮官は崩くずれた礼拝堂へと走った。

（あの辺りに、シェルズバーン伯はく爵しやくの娘むすめが操あやつる悪魔がいたはずだ！　どうせ元げん凶きようは奴やつらなのだ。奴らをどうにかすれば、この異状もどうにかなる！）

　指揮官の頭の中はそのことばかりだった。たかが魔甲弾でレクスたちを倒せるかどうか、そんなことはもう頭にない。部下の兵士たちは互いに顔を見合わせ、それでも慌あわてた数人が指揮官の後について走って行く。

　指揮官と部下たちが崩れきった石積みにぶつかりそうになりながら礼拝堂へ近づいていくと、徐じよ々じよに辺りの霧は晴れてきた。

　ぼやけて二重写しに見える礼拝堂の中に、ジャスティンとレクスと、その他多くの人影がたたずんでいるのがわかる。

（くそ！　くそ！　山ほどいやがる！　人間に化けた、おぞましい化け物どもめ……！）

　敵は凄すさまじい数だ。おそらく生きては帰れないだろう。しかし、それでも、指揮官の戦争は終わっていない。死ぬなら死ぬで、一発でも多く弾を撃ちこんでやる！

　憎にくしみと義務感に任せて指揮官は礼拝堂内部に踏みこみ、ライフルを構えた。

「動くな……っ……？」

　つぶれた声で叫び、礼拝堂をぐるりと見渡す。

　と、唐とう突とつに彼は朗ほがらかな笑い声に包まれた。

（……なん、だ？）

　聞き間ま違ちがいか、と思って耳を澄すます。目をこらす。

　けれど、聞こえるものも見えるものも変わらなかった。

　鮮せん明めいに見えるようになった礼拝堂の中は、宮きゆう殿でんの一室のように美しく飾かざりつけられている。

　崩れた石いし壁かべが折り重なる床ゆかに、王おう侯こう貴族の持ち物としか思えない絨じゆう毯たんが敷しかれ、豪ごう奢しやな椅子いすや机が出現している。あちこちに灯ともる光はどこから来たものか、揺ゆらがない白い光を灯す。

　妙たえなる音楽が流れ、甘い花の香かおりがした。

　そしてその間にたたずむ者たちは、一見とても悪魔とは見えない美男美女だ。

　誰だれもが好き勝手に花の束や酒の杯さかずきを持ち、くすくす笑いながら何やら話し合っている。

　その中央にいるのはジャスティンとレクス、さらに軍服姿のエルデンとルーナエで、ジャスティンは真っ赤になりながら何かしきりに悪魔たちの質問に答えていた。

　──ここに争いの気配はない。

　ただ、満ち足りて美しい者どもが礼れい儀ぎ正ただしく囁ささやきあっているだけだ。

　思わずそう直感してしまい、指揮官は顔を引きつらせる。

「なんだ、これは……？」

「さあ……わかりませんが」

　ついてきた兵士は、軽く頭を掻かいて辺りを眺ながめ、肩かたをすくめる。

「天国みたいな景色だな、と思います」

　ばかな。何が天国だ。ここは悪魔の園そのだ、地じ獄ごくそのものだ！　全員撃ち殺してやる！

　そう自分に言い聞かせるものの、指揮官の腕うではぶるぶると震ふるえ始める。

（なんだ、この感情は。この……恥はずかしさは）

　恥ずかしかった。美しく笑いさざめく人々に、醜みにくい顔で銃じゆうを向けている自分が恥ずかしい。

　ジャスティンたちがふと顔をあげて、こちらを見るのがわかった。

　彼女は開けっぴろげな笑えみで、軽く招くように片手を伸のべる。

　そしてやがて、指揮官の銃口ものろのろと下がって行った。
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「──この計画はここまで、か。やったのはジャスティンたちか？」

　エルズバラ城の一室で、女王は小さくため息を吐つきながら囁く。

（おかしなものだ。悔くやしさがさっぱり湧わいてこない。私はただ、ほっとしているだけだ）

「いえ、計画は終わりませんよ？」

　そこへベネットの平然とした声が響ひびき、女王は眉まゆをひそめて振ふり返る。

　機器で埋うまった地下室で、ベネットはいつの間にか外がい套とうを着こみ、完かん璧ぺきな旅装を調ととのえていた。片手のステッキをふりながら、彼はにこにこと言う。

「僕は速すみやかにこの国を離はなれます。陛下はとっとと僕を糾きゆう弾だんして、追っ手をかけてください。人造悪魔をつけていきますから、本気で追ってくださっても平気ですよ。で、できれば早めに僕の身代わりの死し骸がいを用意してくださると嬉しいな。できなかったらそれも僕がやります」

「ベネット。しかし」

　女王がどこか暗い声で訴うつたえかけるのを、ベネットは一歩前に出てさえぎった。

　暗く光る目で真しん剣けんに女王を見つめ、囁く。

「元からこの一回で成功すると信じ切っちゃいませんよ。地球上には、まだ山ほどの土地がある。僕がいる場所はどこでもいいんです。僕の頭脳だけが生き残っていれば、僕らの『アヴァロン計画』は終わりません。諦あきらめないことです。……それでは」

　ベネットは軽く帽ぼう子しのつばに手を当て、足早に去っていく。

　女王はどこか呆ぼう然ぜんと彼を見送っていた。なんだか悪夢の続きを見ているようだった。

　周りの兵士たちは、まだ機械のように整然と自分たちの役割を果たし続けている。

　様々な報告や数値がぼそぼそと読み上げられる中、女王はたったひとりだ。

『──陛下』

　そのとき不意に女王の頭の中にかすかな声が響く。

　どこかで聞いたような声に、女王は視線だけで辺りを見渡した。誰もこちらを向いている者はいない。悪魔の魔法だろうか、と視線を落とすと、足あし下もとに小さなネズミがいた。

　飼われているもののように後ろ足で立ち、じっと女王を見上げている。

『陛下。……俺です。──ユリ……』

　何か妨ぼう害がいでもされているかのような、ぶつ切れの声が続く。

　それでも、誰の声か思い出すには充じゆう分ぶんだった。女王はかすかに目を瞠みはり、強く念じる。

（お前か、ユリアン。悪魔を使って、何かを私に伝えようとしているのか）

『はい。陛下──秘密結社の……情報……は、ベネット……』

（よく聞こえん。なんだ？　ベネットがどうしたのだ？）

　嫌いやな予感に身を乗り出したくなるのをどうにかこらえて、女王は訊きく。

　ユリアンの声は、必死に力を振り絞しぼって大きくなった。

『アルフォンス……セシル卿──陛下の婚こん約やく者を死に追いこんだのは、ベネット・ルイス・ベックフォード卿です！』

（なん、だと）

　女王は呆然とたちつくす。ユリアンは一体何を言った？

　アルフォンス・セシルの死。すべての始まり。彼の死で悲ひ嘆たんに暮れていた女王のもとに現れたベネット。『新しい国を作ってさしあげます』そう言って手を伸べたベネット。

　そのすべてが彼の罠わなだったとでもいうのか？　ふざけるな、冗じよう談だんを言え、と思う。しかし同時に心のどこかが納なつ得とくしている。あのときあまりにも絶ぜつ妙みようの間で現れ、あまりにも女王の望むそのままのものを差し出してきたベネット。すっと心の隙すき間まに入ってきた彼。

　今思えば、彼にそんなことができるわけがないのだ。

　魂たましいがない、他人に共感できないと言い放つ男が、女王にだけ共感できたわけはない！

　彼は、単に女王の心をもコントロールしただけだ。

　そして、女王はそのコントロールに飛びついた。淡あわい疑問を抱かかえながらも、自分で考えるのをやめてしまった。これは国のため、ベネットへの愛のためなのだ、そう言い訳を始めた。

　そう思った途と端たんにすべてのピースがはまり、心が凄まじく重くなった。

（私は、愚おろかだ）

「──陛下？　いかがされました」

　誰かが少し心配そうに声をかけてくるのを、軽く手を振って退けた。

　女王はふらつく足にどうにか力をこめて歩き出す。ベネットが出て行った扉とびらに早足で歩み寄り、自らの手で扉を開ける。そう、自分の手で。自分の手で、どうにかしなくては駄だ目めだ。

　狭せまい石段を駆かけ上がり、女王は叫ぶ。

「ベネット！」
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「ベネット！」

　聞き間違うはずもない凜りんとした声に、ベネットは立ち止まった。

　エルズバラ城の石の中庭には霧きりが澱よどんでいる。

　その中にちらつく女王の軍服を見やり、ベネットは顔をしかめた。

「陛下、あなたは僕が言ったようにしてください。こういうのは早さ勝負なんですから！」

　熱心に言うベネットを、女王はじっと見つめているようだった。

　そして少しかすれた声で言う。

「少しでも私のことを思う気持ちがあるのなら、正直に答えてくれ。──セシルを殺したのはお前か、ベネット」

（──！　誰だ、そんなことを陛下のお耳に入れたのは！　そんなこと、彼女は知る必要がないんだ。彼女はただ目をつむって僕についてくればいい！）

　激しい怒いかりが腹の中に溜たまるのを感じながら、ベネットはいつものような穏おだやかな笑顔を取り戻もどしてみせた。偽いつわりの笑顔を作るなんて簡単だ。だって、全部が偽りなのだから。

「セシル卿きようは自殺したんですよ。ご存じのはずでしょう、陛下。とにかく、ここで長話をしている暇ひまはありません。僕は行きます。それがあなたのためだ。それでは」

　少し素っ気なく言って身を翻ひるがえす。次の瞬しゆん間かん、乾かわいた音が辺りに響いた。

「──あれ……？」

　なんだか酷ひどい違い和わ感かんが胸に生まれて、ベネットは小さくつぶやいた。

　衝しよう撃げきで何歩かよろめき、どうにか倒たおれず踏ふみとどまる。のろのろと手を挙げて、自分の胸に当ててみた。そこは酷く濡ぬれていて、なおも間欠泉のようにぬるい液体が零こぼれ落ちてくる。

（やっぱり、さっきの、銃じゆう声せいなのか）

　ベネットはゆっくり周囲を見み渡わたした。いざとなったら出現して自分を守るように設定してあったはずの人造悪魔の姿は、影かげも形もない。

（なんでだ？　なんで誰だれも僕を守らなかった？　ああ──そうか。そうか、撃うったひとが、彼女だからか）

　そう言えば人造悪魔たちは、女王に関しては一いつ切さい手を出さないよう設定してあったのを今さらながらに思い出す。

（そうか、僕は死ぬんだな）

　妙みように淡たん々たんとベネットは事態を受け止めた。

　霧の中、まだ硝しよう煙えんの残る銃を構えたまま、女王は震える声で言う。

「もう、いいのだ。もういい。私には、お前の与あたえてくれる理想の王国はいらない。私は、お前の魂だけもらうことにするよ」

（魂か。最後までくだらないことばかりだ）

　ベネットはうっすらと笑い、緩かん慢まんな所作で膝ひざを折る。なるべく衝撃が少なくなるように、冷え切った石いし畳だたみに身体からだを横たえた。こめかみに当たる石の冷たさが心地ここちいい。

　ベネットは死ぬのはそんなに怖こわくなかった。どうせベネットに魂は存在しないし、どんな生き物もつきつめれば机や椅子いすと変わらない成分でできているのだ。

　そう思った直後に、駆け寄ってきた女王がベネットの頭を抱だき上げてくれる。

　優やさしくなめらかな手が自分の頬ほおに添そえられたのを感じて、ベネットは少し機き嫌げんがよくなった。これも結構悪くない。こんなことでもなければ女王がベネットに触ふれることはなかっただろうから、死ぬのも結構悪くない。

　そんなことを思いながら、ベネットはどうにか囁ささやく。

「魂……なんて」

　ふと頬に何か熱いものが落ちてきて、ベネットは改めて女王を見上げた。

　彼女は綺き麗れいな顔を歪ゆがめて泣いている。まるでセシルの葬そう式しきのときみたいだ、とベネットは思う。セシルは純じゆん粋すいで美しくて、ベネットが間接的に殺してしまった少年だった。彼は女王の愛する婚約者だった。

　今、女王はセシルが死んだときと同じくらいに、ベネットのために泣いてくれている。

　ぼんやりと銃じゆう弾だんが当たった位置が熱くなったようで、ベネットは瞬またたいた。

（なんだろうな、この熱。むしろ身体は冷たくなっていくはずなのに）

　そうしているうちにも、耳に何かつめられたみたいで、段々女王の声が遠くなる。でも、ベネットはどうにか耳をこらした。多分彼女はとても大切なことを言っているはずだ。

　そんな気がしたから、なるべく耳を澄すました。

「ベネット、お前には魂がある。最初からそこにある。私はいつでも、お前の魂を感じていたよ。そうしてこれからも、きっとずっと感じ続ける。──私を愛してくれたお前と、お前に捧ささげた私の愛を、私は一生忘れはしない」

（駄目だなあ。だから、あなたにはわからないんですよ。僕の気持ちはわからない。魂なんてないんです。本当です）

　声を出すのも面めん倒どうなので、心の中でただ囁く。

　でもその間中、胸の温かみはどんどん大きくなっていった。まただ、とベネットは思う。

　死にゆく人間が温かくなるなんて、正直わけがわからない。きっと何かの錯さつ覚かくだろう。すべては科学的に説明がつくことだ。こんなふうにしか思えない自分は、本当につまらない存在だ。

　そんなつまらない自分の顔に女王が触れ、眼鏡めがねを外す。

　そっと、女王の手のひらが目の上に載のった。

「許してくれ、ベネット。私は生きているお前を救えなかった。私にできるのは、もう、これだけなのだ。──光が、見えるか？」

　ばかばかしい。あなたは、僕を殺すことで救ってくれるつもりなんですか。

　ベネットは薄うすら笑って言おうとした。けれど、もう身体の中に広がった温かみがどこまでも強くなってきて、眼球の奥に白い光のようなものを感じる。

　──まさか。そんなもの、あるはずがない。感じ取れるはずがない。

　これはなんだ。わからない。

　慌あわてて自分の感覚を否定してみるものの、もう意識がうまく理性に従ってくれない。光はどこまでも強くなっていく。花のような香かおりが漂ただよい、妙たえなる音楽と、はるか遠くから響ひびくような川のせせらぎ、風の吹ふき渡わたる音、人々のさざめき、獣けものの遠とお吠ぼえ、すべての音が渾こん然ぜん一体とうねりながら耳の奥に押し寄せてくる。

　これはなんだ。なんなんだ！

　ベネットはすべてを消し飛ばす白い光の中で震ふるえ、どうにか一言だけ囁いた。

「いいえ。光なんて、ない。見えるのは……あなただけ、だ」

　女王の答えは聞こえなかった。

　彼女の答えはベネットの耳の奥で響く世界中の音楽に混じって、ただひたすらに耳に心地よく響いただけだった。
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　十九世紀末期、初夏。

　ノースランド低地地方は、鮮あざやかに晴れていた。

「どいてどいて、どいてーっ！」

　派手な怒ど鳴なり声をあげながら、ひとりの少女が緑の中庭を走って行く。

　少し地味だが愛らしい、小こ花ばな柄がらのドレスをまとった十代前半の巻き毛の女の子だ。彼女は両手いっぱいの花束を持って、シェルズバーン城を駆かけていく。

　抜ぬけるような青空の下、正装の生徒たちがそわそわしながら右往左往しているのをかきわけ、メイベルは真っ直ぐに校長室に飛びこんだ。

「ジャスティン！　ごめん、ブーケ！　ぎりぎりまで作ってたんだ！」

　息を切らして叫さけぶと、窓まど際ぎわに立っていた少女が振ふり返る。

　真っ白なレース編みを幾いく重えにも重ねたドレスの上で、天使の羽根のようなプラチナ・ブロンドが躍おどり、メイベルは思わず息を吞のんだ。

　十七歳になったジャスティンからはすっかり子供っぽさが抜け落ちて、清せい楚そな花の香りが漂うような美しさが備わっていた。それでも、思い切り笑え顔がおを作る様子は変わらない。

「わあ、ありがとう、メイベル！　それ、すっごい素す敵てき！」

「あ、ああ、遅おそくなってごめんね。もう式始まるでしょ！　頑がん張ばって！」

　なんだか感無量になってしまって、メイベルはもう目を赤くしてジャスティンにブーケを渡す。ジャスティンはまつげを伏せてブーケの香りを嗅かぎ、ほんのりと笑顔になった。

　──もう、あのアヴァロン計画阻そ止しから一年の歳月がすぎていた。

　あれからも世界はきな臭くささを含ふくんだままだが、ジャスティンたちの働きで色々なことが大きく変わった。この国のあり方もそうだし、人間と悪魔のあり方もそうだ。

　そして今日、ジャスティン自身の人生にも大きな変化が訪おとずれる。

　ジャスティンはそっとブーケを顔から離はなすと、笑みを深めてメイベルを見やった。

「私なんかが頑張ること、ほとんどないよ。それより頑張ってくれたのはみんなのほう。色々用意してくれてありがとね。大変だったでしょ？」

「何言ってんのよ、あたしたちが頑張るのなんて、あったり前じゃない！　シェルズバーン伯はく爵しやく家のひとり娘むすめの結けつ婚こん式しきなんだよ！　しかも、大変なことがいっぱいあった後の！　むしろお家うちの礼拝堂で式なんて、地味なほうだよ！」

　メイベルの懸けん命めいな主張に、ジャスティンはくすくすと笑った。

「そりゃしょうがないよ。さすがにまだ、悪魔と人間の結婚にいい顔するひとは少数派だし」

　すると、隣となりで窓から外を見ていた伯爵が顔をしかめて振り返る。

「そんなふうに言っちゃいけないよ、わたしの天使。きみたちはほんの少しだけ、時代の斜ななめ上を行っているだけだ、保証する。それにね、わたしはシェルズバーン伯爵の名にかけて、誰だれにも負けない最新版の式と衣装と最高の料理を用意したつもりだ」

　完かん璧ぺきな正装を整えた伯爵は実際の年ねん齢れいよりも十歳は若く見えたが、その目はメイベル以上に赤くなっていた。すでに昨晩あたりから相当泣いていたらしい。

　そんな伯爵の姿に、言葉に、胸から嬉うれしさが零こぼれてきて、ジャスティンは笑う。

「もちろん感謝してるよ、父様。だけどドレスに関しては完全に父様の趣しゆ味みじゃない？　私が最初、白いフロックコート仕立てて！　って言ったらショックで寝ねこみかけたもんね」

「当たり前だ！　それだけは、それくらいはわたしの夢を叶かなえてくれてもいいと思うんだ！　白いフロックコートと黒いフロックコートで結婚式……悪夢だ……！　まあ、現状も悪夢と言えば悪夢だが、どうせ悪い夢なら美しいほうがいいものだよ、うん」

　冗じよう談だんめかしつつも悲しげに笑う伯爵に、ジャスティンは胸の奥が熱く締しめつけられるのを感じた。

（父様。母様が亡くなってから、私のすべてだったひと。私にすべてを与あたえてくれたひと）

　ジャスティンはそっと片手を伸のべ、父の肩かたを抱だいて軽く叩たたいた。

　伯爵の水色の瞳ひとみがジャスティンを見つめ、柔やわらかに揺ゆらいだ。彼はそっとジャスティンの額に自分の額をあわせて囁く。

「──おめでとう、ジャスティン。しあわせにおなり。そして、自由におなり」

「……ありがとう、父様。しあわせになるよ。もう少しだけ、遠くに行けるようになる」

　ジャスティンも囁ささやくと、じわりと目の奥が熱くなった。

　そこへ、今度は外からノックの音が響く。声をかけてくるのは胃弱な秘書だ。

「お嬢じよう様さま、伯爵。そろそろお時間です」

「はい！　今、行きます」

　少しばかりの緊きん張ちようと共に返事をして、ジャスティンは改めて父を見上げた。

　伯爵は小さくため息を吐ついて苦く笑しようし、ジャスティンに腕うでを貸す。

　ジャスティンはそっと父の腕を取り、ふたりはそのまま静かに城から歩み出た。

　中庭を巡めぐる回かい廊ろうを通り抜け、あちこちでおめかしした生徒たちの姿を目にしながら、敷しき地ち内の古い礼拝堂へと向かう。

（いよいよか。……さ、さすがにちょっと緊張してきたな……）

　段々と胸が苦しくなってきて、ジャスティンはこっそり深呼吸する。手順は何度も聞いてしっかり覚えているのに、まるで舞ぶ台たいの上に上がるときみたいな気分だ。

　父に連れられて薄うす暗ぐらい礼拝堂に入ると、しんと冷えた大気に柔らかな花の香りが漂った。

　整然と並ぶ信徒席のベンチと祭さい壇だんが、使用人たちが用意してくれた山盛りの白い花で飾かざられているのがわかる。

　ジャスティンたちが歩いていく絨じゆう毯たんの道は礼拝堂の入り口から祭壇まで真っ直すぐに続き、祭壇の前には彼が居た。

　辺りの闇やみよりひときわ暗い、しっとりとした黒をまとったひと。

　信じられないほど白い肌はだに長い黒くろ髪かみを零こぼし、彼は緩ゆるやかに振り向く。穏おだやかな赤い瞳がこちらを見つめる。視線があうだけで心が震える。身体からだが震える。あなたが好き。

　──レクス。

　礼拝堂の中で楽師がオルガンを弾ひき始める。とても古い、まだ一神教が定まる前に生まれた聖歌が弾き鳴らされる中、ジャスティンと伯爵は祭壇の前まで進んだ。

　そこで伯爵は信徒席へと下がり、ジャスティンはレクスを見上げる。

　バラ窓から落ちる淡あわい光が、レクスをほんのりと照らしていた。

　どこまでも完璧な造作は人形じみているのに優やさしく、赤い瞳はどこまでも深い。まるで夜に匂におい立つ真しん紅くのバラのような美しさだ。

　見ているだけで酔ようような美び貌ぼうで、レクスはこのうえなく優しく言う。

「ジャスティン」

「レクス」

　ジャスティンもありったけの思いをこめて彼の名を呼んだ。

　祭壇の向こうでは、白い装束を身につけたユリアンがやや不ふ機き嫌げんそうに咳せき払ばらいをする。

「さて。どうして俺がこの位置にいるのか、未いまだに大変疑問ではあるのだが」

　完璧すぎる甘い雰ふん囲い気きがちょっとだけ崩くずれて、ジャスティンは高鳴る胸を抑おさえてユリアンに笑いかけた。

「ユリアン、そこはほら、大人の事情だよ。本物の聖職者さんは来てくれないし」

　一方のレクスは、いかにもわかりやすく意地の悪い笑顔を作ってユリアンを見やる。

「お前の気持ちもわからんではないが、お前はそもそも家名からして聖職者の出る家の出身だろう。諦あきらめて形だけでも式を進めろ」

「何が形だけ、だ。ばかを言え。儀ぎ式しきというのはそもそも、形こそが大事なのだ」

　しかめっ面つらで言い放ち、ユリアンは厳おごそかに片手を挙げた。

「《魔ま界かいの王》にして《白金の雷らい霆てい》、レクス。シェルズバーン伯爵家令れい嬢じよう、ジャスティン・カーライル。ふたりは互たがいに種族の持つ血と、歴史と、思想の壁かべを超こえ、ただ己おのれが命と魂たましいの繋つながりを信じ、共に生きることを誓ちかいますか」

　彼の言葉と共に、ジャスティンの脳のう裏りを様々な思い出が駆け巡る。

　本当に色んなことがあった。レクスと一いつ緒しよにいた日々。レクスと離ればなれだった日々。

　苦しいことも、痛いこともたくさんあったはずなのに、今はそんな苦しみを思い出すのも怖こわくなかった。だって全部、乗り越こえられた苦しみだから。

　全部の苦しさはジャスティンと、レクスと、みんなの手で優しく整えられて、磨みがかれて、今はとても大事なものとして胸の奥に収まっている。

　これから始まるのは新しい日々。これからはずっとレクスと一緒だ。

　死がふたりを別わかつまで──つまり、命あるものにとっての永遠。

　ジャスティンは祈いのる。

（どうか、このひとと繋いだ手が、最後までほどけませんように）

「誓います」

　ジャスティンとレクスのまったく違ちがう声がひとつになる。

　ユリアンは軽くため息を吐いて、祭壇に置いてあった赤い本を開いた。

　真紅の革かわ表びよう紙しの大きな本は、かつてジャスティンが持ち歩いていた契けい約やくの魔法書とそっくりだった。けれど、これはただの模造品で、中身には何も書かれていない。

「では互いが互いのものであることを、契約ではなくそれぞれの心のみに誓う約束として、この書に記しなさい」

　ユリアンの言葉に従い、レクスが羽根ペンを走らせる。魔法文字ではなく、人間界の文字だった。最近やっと目にすることが多くなってきたレクスの筆ひつ跡せきは、彼の持つ印象そのままに華か麗れいかつ硬こう質しつでもある。

（レクスが悪魔だ、ってことは、彼が人間界にいる間中つきまとうんだろうな）

　ジャスティンはレクスの署名を見守りながら考えた。

　悪魔であるレクスの人間界での立場は未だに不安定で、サウスランド連合王国の国民とは認められていない。当然ながら教会に登録されることもない。

　結婚許可証はジャスティンとレクスの現在の働きによって特別に発行してもらえたが、正直言っていつ取り消されてもおかしくない程度のものだ。

（それでも、お互いがとにかく頑張っていこうってお互いの心に誓いあえたら、それが一番だもんね）

　ジャスティンはレクスに続いてペンを取り、自分の名を本に記そうとする。

　そこへいきなり、背後から慌あわただしい足音と叫さけび声が飛んできた。

「ジャスティン・カーライル調停官！」

「うえっ……！　まさか」

　思い切り嫌いやな予感に引きつって、ジャスティンが振ふり返る。

　レクスも少し片かた眉まゆをあげて背後を見やった。

「仕事か？」

　礼拝堂に駆かけこんできた男は、周り中の客に『静かに！』の合図を送られて小さくなりながら、それでもずかずかと礼拝堂の通路を進んできてジャスティンに囁きかける。

「こんなときに申し訳ありません。北部大陸で、王族にまつわる重大な悪魔関係事件が起きております。調停官にはただちに船で北部へ渡わたっていただきたいと、政府からの要望で──」

　と、そこまで言ったところで、男は横からエルデンに襟えり首くびをつかんで軽く持ち上げられてしまった。青くなる男に顔を近づけ、きらびやかな正装の軍服をまとったエルデンが剣けん吞のんな笑いを浮うかべて言う。

「あのさあ、あんた、今の状じよう況きようが見えてないわけ？　一生に一度のことですよ？　むしろ世紀の一いつ瞬しゆん、くらいの瞬間ですよ？　そこに割りこんでくるってのはあれだよね、あえて死ぬよーな目にあいたいんだよね？　世界にこれより重要なことって他に何もないもんね？」

「エルデンにしてはまともなことを言いましたね。最低限の礼れい儀ぎすら知らない者には、僕手ずから教育を施ほどこす必要がありそうです」

　いつの間にか、エルデンと同じく記章とモールで飾られた軍服姿のルーナエも反対側から男を挟はさんでたたずんでいる。

「し、しかしですね……！　こちらも一分一秒を争う事態なのです！」

　冷や汗あせだらだらで言い訳を始める男を眺ながめて深いため息を吐き、ジャスティンは頭からかぶっていた白い繊せん細さいなヴェールを外し始めた。

「エルデン、悪いんだけど、私の部屋からいつも使ってる旅行用のスーツケース持ってきてくれないかな。中身はもう全部入ってるから。で、そこのひと。船の手配はできてるの？」

「正気か？　ジャスティン。こんな男、式が終わるまで縛しばって物置にでも突つっこんでおけばいいのだ」

　ユリアンは真顔でとんでもないことを言うが、ジャスティンは笑ってぎゅっと拳こぶしを握にぎる。

「式も大事だけど、仕事も大事。今は悪魔と人間がどこまで歩み寄れるかどうか、世界中が注目してる大事な時期なんだよ？　これでも私とレクスは調停官としては特級なんだから。努力の出し惜おしみしてる場合じゃない。──どう思う？　レクス」

　傍かたわらのレクスを見上げて訊きくと、彼は正装の襟えりにつけていた白バラを取り、そっと匂いを楽しみながら言う。

「まあ、お前らしい決断と言えるだろうな。実際、この仕事があってこその結けつ婚こん許可証でもある。それ以前にわたしとしては、お前と一緒なら世界中どこにいても同じことだ」

「ありがと、レクス。じゃ、みんな！　ちょっと行ってきます！」

　ジャスティンが元気に手を振り、礼拝堂は一気に騒そう然ぜんとなる。

「ちょ、ちょっとちょっと、ジャスティン！　パーティーはどうするの!?」

　慌てて叫ぶメイベルに、ジャスティンはちょっと申し訳なさそうな顔で叫んだ。

「ごめんね、みんなで楽しんどいて！　また帰国したら、簡単に夕食会でも開こうよ！」

「ええっ、嘘うそ、本当に本気!?」

　メイベルは悲鳴をあげるが、レクスは甘く笑った。

「では行くか」

　囁ささやいてからジャスティンの手を取り、レクスはもう片方の手に持っていた白バラを礼拝堂の中へと投げた。誰だれもが一瞬白バラに視線を奪うばわれる。バラは空中で不意に千ち々ぢに砕くだけ、いつの間にやら大量の真っ赤なバラの花びらとなって辺りに舞まい散った。

　華はなやかな光景にわっと歓かん声せいがあがり、レクスとジャスティンは視線を絡からめて笑う。

　そして、そのまま手に手を取って走り出した。

（──さて。早く行かなきゃ。事件は待っててくれないもの）

　ジャスティンが急ぐのには、もちろん理由がある。

　あの事件の後、各国に開いた《門》は女王の手配で速すみやかに閉じられた。その後各国からの圧力で《門》の技術は永久に封印されることになったが、今度は逆に今まで考えられなかったほどの高位悪魔の出現が相次いでいるのだ。

　もっともその悪魔たちの訪問は、今までの人間たちの歴史の中でもっとも穏おだやかなものだった。ベネットの計画と、ジャスティンたちが行った大規模な契約のせいで「人間界を滅ほろぼすのは割に合わない」との思想に傾いた悪魔たちは、それなりに人間界の決まりを重んじ始めている。

　おかげで、現在人間界に来る悪魔の大多数は観光旅行気分の平和な訪問者なのだ。

　そこで生まれてくるのが、ジャスティンたち《調停官》という仕事となる。それは悪魔と人間の間に生まれる様々な事件を解決する者たちの役職名だ。

　基本的に群れない悪魔たちと人間たちの間に条約というほどのものを結ぶのは現実的に難しいため、現在は彼らが個別に対応している、というわけ。

　礼拝堂を飛び出れば、初夏のみずみずしい香かおりと明るい陽光がジャスティンたちを優やさしく包んだ。待ち構えていた正装の生徒たちが、わっと歓声をあげて花びらを散らす。

「ジャスティン！　おしあわせにー！」

「愛しているー！」

「ありがとう！　みんなも、ほんとに色々ありがとうね！」

　ジャスティンが叫んで大きく手を振ると、生徒たちの間からは高い口笛の音が響ひびいた。

　まき散らされる花びらの下を走って行くジャスティンたちの後ろからは、スーツケースを抱かかえたエルデンと、しれっと手ぶらのルーナエもしっかりついてきている。
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「嬢じようさん、ちょっと待って、俺も一緒に行くから！──あれ、ルーナエもやっぱりついてくんの？」

「当たり前でしょう。どうせすぐに僕の力が必要になるのは目に見えてるんですからね。いちいち呼びつけられるのはたくさんですよ」

「あはは、エルデンとルーナエも、ありがとう！」

　いつも通りのふたりが嬉うれしくて、ジャスティンは小さく笑いながら中庭に出る。

　そこでふと、彼女は意外なひとの姿を見つけた。

　美しく髪かみを結ゆい上げ、真っ黒でシンプルなドレスをまとった三十代の美女。長い金きん髪ぱつを垂らした少年と手を繋つなぎ、数人の黒こく衣いの男と共にたたずんでいる。一瞬女装のため誰だかわからなかったが、その女性の愁うれいを含ふくんだ笑え顔がおには確かに見覚えがあった。

「──陛下！　いらしてくださったんですか！」

　ジャスティンが目を瞠みはって足をとめると、女王は目を細めてジャスティンのドレス姿を眺めた。

「ああ、少し無理を言った。お前は相変わらず忙いそがしそうだな。もっともその悪魔三人を連れていれば、大たい抵ていの悪魔関係事件の調停は可能だろう。──元気そうで何よりだ、ジャスティン」

「陛下こそ。本当にご無事でよかったです。……もう謹きん慎しんは解かれたのですか？」

　ジャスティンは少しだけためらいがちに訊いた。

　何しろ女王は、あのとんでもないベネットの計画に協力したのだ。王族であるとはいえ、罪を問われないわけはない。実際、女王は現在『病気療りよう養よう中』という理由で表の世界からは一いつ切さい姿を消していた。

　女王は少し青白い顔をしてはいたが、ごく落ち着いた声で言う。

「今のところは事実上の謹慎状態だが、ベネットは最後まで計画の表に公式に私の名を出すこともなかったし、私はこの手でベネットを処理したからな。政府は国民の動どう揺ようを考え、私の罪を公おおやけにはしない方針だ。すべての罪は、ベネットが背負って行ってくれた。──そして国の対面も、お前たち調停官が保ってくれている。今のところ、みんな私に甘すぎるくらいだよ」

（このおっしゃり方。陛下、まだきっとベネットさんのことを思ってらっしゃるんだな）

　ジャスティンは少し複雑な、切ない気持ちを感じて女王を見上げる。

　生きている間はとんでもない人間だったベネットだが、彼の進んだ悪魔研究はサウスランドを優ゆう秀しゆうな《調停官》を多く輩はい出しゆつする国とし、王国の国際的な立場をぎりぎり維い持じする役に立っている。女王の気持ちはどうにも複雑だろう。

（これからも、陛下はたくさんのものを背負って行かれるんだ）

　想像するだけで気が遠くなりそうだが、ジャスティンはジャスティンで自分のできることをするしかなかった。ジャスティンは女王を元気づけるように、明るく言う。

「それはきっと、みんなが陛下のこと好きだからだと思います！　私が言うのもなんですけど、陛下はまだまだお若いんですし！　これからですよ」

「そうかもしれん。そうでないかもしれん。しばらくは静かに考えるよ。民たみのためのしあわせな国のあり方についてな。……急いでいるところを引き留めてすまん。行っておいで」

　穏やかに笑う女王に、ジャスティンは深々と一礼した。

「はい。ありがとうございます！　陛下、お元気で！」

　すると、女王と手を繋いでいた少年も小さく手を振ふってくれる。

「──ベネットに悪魔を憑つけられてた子供だな」

「……！　ほんとだ！　陛下が引き取ってらっしゃるんだ」

　レクスに言われて気づき、ジャスティンは瞬またたいた。小こ姓しようのアロワは相変わらずまったくの無表情だが、所作には少しだけ感情のようなものがにじみ始めているようにも見える。

　きっと彼の人生もこれからなのかな、と思うと、ますます胸にこみあげるものがある。

　ジャスティンはアロワに軽く手を振り返し、レクスの手を取り直した。

「よーし、レクス！　私たちも頑がん張ばろう！　なんだか、どんなことでも、生きてれば『もう遅おそい』なんてないような気がするよ！」

「お前は常に頑張りすぎだがな。まあいい、お前が倒たおれたらわたしが抱だいていく」

　レクスは小さく笑って言い、ジャスティンの手を引いて中庭を抜ぬける。

　ジャスティンはそんな彼を見上げて主張した。

「頑張りすぎはレクスもだよ！　余よ裕ゆうなふりで突とつ然ぜん倒れたりされたらこっちが困る。そうなる前に、ちゃんと寄りかかってくれなきゃ駄だ目めだからね？　私、肩かたくらいは貸せるんだから」

「覚えておこう。お前の言うことは大抵正しいからな」

　レクスは穏やかに言い、ふたりは跳はね橋ばしを渡わたった。この先、階段を下りれば黒くろ塗ぬりの馬車が待っている。ふとどちらからともなく足を止め、ふたりは青空に映はえる城を見上げた。

（ここが私たちのいるところ。ここがあるから、きっとどこへでも行ける）

　そして隣となりを見ると、レクスも同じように穏やかな目で城を見つめている。

　ジャスティンは少しわくわくして、レクスにそっと訊たずねた。

「レクス、今、何考えてた？」

「おそらくはお前と同じことだ」

　レクスはジャスティンを見下ろして楽しげに言い、彼女をふわりと抱き上げる。

　ジャスティンは自然にレクスの首に腕うでを回し、彼の美しさに思わず目を細める。見つめていると心が溶とけてしまいそうになるから、優しい瞳ひとみだけを見つめて囁く。

「あなたとなら、どこまでも行ける気がする。愛してるよ、レクス」

　レクスは何か答えようと唇くちびるを開いたが、すぐに柔やわらかに微笑ほほえんだ。

「──もう、言葉はいらん」

　そう言って、レクスはそっとジャスティンに口づける。

　同時に体中が羽根になってしまったようにふわついて、ジャスティンはレクスにしがみつく。

　レクスが耳元で笑って囁いた。

「相変わらずだな。少しは馴なれないのか」

「っ、そういうこと、言わない！　しょうがないよ……レクスのこと、好きなんだから」

　真っ赤になって囁き返し、もう一度目を開けた。なんだかまぶしい。世界中がますます強い光を跳ね返して輝かがやいているように見える。

（この綺き麗れいな光景が、レクスにも見えてますように）

　こっそりと祈いのり、ジャスティンはレクスにほんのりと熱くなった身体からだを預けた。

　少し向こうでは、後ろからついてきたエルデンとルーナエが囁ささやきあっている。

「まー、あれだ。あそこまであっからさまに嬉しそうなうえに絵になってると、正直文句つける気も失うせるよなあ」

「結局きみには数百年早かった、ということですよ。間ま違ちがいありません」

「お前には百年どころか数千年早いけどなー、ルーナエ坊ぼつちゃん」

「なっ、誰だれが坊ちゃんですか！　いいですか、僕がきみより階級が上だということを忘れないように！」

（──もう、何言ってるんだか）

　エルデンたちの会話に、ジャスティンは思わず噴ふき出してしまった。

「平和だなあ、もう」

　口の中でつぶやいて辺りを見み渡わたす。目に映るのは光り輝く、ごく普ふ通つうの世界だ。

　何で飾かざる必要もない、空と、風と、人間の造った石積みと、森と、どこまでも続く丘きゆう陵りよう地帯。

　でも、どうしてだろう？

　昔、旅に出たときと同じくらい──いや、もっともっと、ものすごくどきどきする。

　きっとこれからなんだ。

　きっとこれからもう一度始まるんだ。

　いつだってそうなんだ。誰だってそうなんだ。

　それぞれが、それぞれの過去を踏ふみしめて、一歩一歩先へ行く。誰かに手を引かれて行くんじゃなくて、誰かと手を取って行く。

　かつて神秘に満ちていた世界はどんどん明るくなって、世界の謎なぞなんてなくなったように見えるかもしれない。だからってじっとしているわけにはいかない、とジャスティンは思う。

　大事なひとの隣で見る世界は、きっとどこだって、何度だって、楽園みたいに輝くはずだから。

（急がなきゃ。待ってる暇ひまなんかないよ）

　じっとなんてしていられなくて、ジャスティンは弾はじけるように笑った。




「行こう、レクス！　一いつ緒しよに、たくさんの綺麗なものと、そうじゃないものを見よう！　もう退たい屈くつする暇なんかないよ。きっと世界は私たちが思うより、もっとずーっと広いんだから！」
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　こんにちは、栗原ちひろです。

『悪魔のソネット』シリーズも第五巻、今巻で最終巻となっております。四巻と今巻の間がいつもに比べてちょっと短いので、私自身はまだ「終わった！」という感じになっていないんですが……はてさて、皆みなさんの納なつ得とくのいく結末になっていますでしょうか。

　まだ読んでないよ！　という方は、出来れば一読なさってからまたこのあとがきに戻もどっていただいて、私と一いつ緒しよにまったり読後のお茶など楽しんでいただければ幸いです。




　やあ、そんなこんなで終わりました。色々やりきったような気もしつつ、ラブコメの難しさと格かく闘とうする日々でもありましたよ。何しろ放っておくとラブがすっとんでコメのみになってしまうので！　さらに気が緩ゆるむと殺さつ伐ばつ展開に転がってしまうので……。悪あく魔まさんたち、どうしてあなたがた、そんなに殺伐なんですかー！（私がそう設定したからです）

　えーと、かように悪魔ネタ自体が大変生々しくなりがちだったので、硫い黄おうの煙けむりの代わりにバラをまけ！　が常に自分の中での合い言葉でした。レクスがやたらとバラをまくのは多分そのせいです。耽たん美びイコール赤いバラ、ってどんだけ短たん絡らく思考なのだという話ですよ。でも赤バラと軍服長ちよう髪はつ美形はいいものだ。ここはあえて最後まで主張します。




　で、まあ、そこまで苦労しつつも、私は普ふ通つうだったら理解し合えないようなひとたちが理解し合う話が好きみたいです。話せばなんでも解決するなんてことはないし、まっすぐ本音で突つっ走ぱしったら一度や二度どころでなく壁かべにぶつかるものだし、主義主張もへし折られるものだとは思うんですが、それでもね。個人的には、その場限りの嘘うそを吐つき続けて生きていくより、へし折れた先に見えるものが見たいのです。そんな話が書けているかどうかはさっぱりわからないのですが、これからも精しよう進じんしていきたいな、と思います。




　さてさて、そろそろ本当にお別れが近づいてまいりました。まずはこの物語に最後までおつきあい下さいました方々、本当にありがとうございました。また、作品全体を大いに助けていただきました新條まゆ先生には、限りない感謝を捧ささげます。そして今シリーズ通して面倒みていただいた担当編集Ｓ氏、お世話になりました。これからもよろしくお願いいたします。

　このお話の世界に私が関かかわるのはこれが最後ですが、お話の世界は続いていきます。読んで下さったあなたとは、また別の世界でお会いできますようお祈いのりしつつ。それではまた。
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